
竜　北壁中央部に付設されており，天井部は削平され両袖部のみが遺存している。袖部は，粘土と砂粒を少量

混ぜて構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで98cm，最大幅は推定で84cmである。火床部は床面をわ

ずかに掘りくぼめており，火熱を受けてわずかに赤変している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。

寵土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量
2　暗赤褐色　焼土′トブロック・壌土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　3か所（P1－P3）。Pl・P3は長径36－50cm，短径30－40cmの楕円形，P2は径39cmの円形で，深さ

は27－29cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

覆土　中央部に薄く残る単一層である。

土居解説
1　黒褐色　白色粒子・赤色粒子少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片17点，礫5点が出土している。これらの遺物は竃及び竃の周辺から出土している。第171図の

215・216はいずれも土師器である。215の杯は，竃の西側の床面から出土している。216の要は，竃の袖部内と

煙道部の底面から出土した破片が接合したものである。

所見　床面まで削平されており，壁の立ち上がりは確認できなかった。竃は袖部を含めた下層部分が遺存する

のみであり，そこから出土した216の嚢は，出土状況から竃を構築する際の補強材として使用されていたもの

と考えられる。出土遺物が少なく，時期は断定できないが，215の杯，216の嚢から判断して9世紀末葉から10

世紀初頭と思われる。
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第171回　第4号住居跡出土遺物実測図

第4号住居跡出土遺物観察表
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凶版番号 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 171 図 杯 A 〔15．1〕 底部 から口緑部 の破片。平底。休部 口縁 部，体部 内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・長石・石英 ・ 15％

215 土 帥　 器 B　 5．4 は内攣 して立ち上が り， H 綾部はわ 体部外面下位，手持 ちへ ラ削 り。内 白色粒子 ・小礫

C 〔7．7〕 ず かに外反す る。 而横位 のヘ ラ磨 き。内面黒色処理。 灰褐色　 普通

216

悪 A 〔18J 〕 体部か ら仕縁部の破片。休部 は内攣 口縁都 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英・雲母 ・ 20％　 P L 28

土　 帥　㍍ B （9．9） して立 ち上が る。頸部は くの字状に

くびれ，口縁部は外傾する。

ラナデ，内面ナデ。 白色粒子

にぷい橙色　 普通

第29号住居跡（第172図）

位置　調香区の北部，B4e2区。

重複関係　第27号住居跡の南東壁の中央部をわずかに掘り込み，南壁中央部を第315号土坑に掘り込まれてい

る。

規模と平面形　長軸4．79m，短軸4．65mの方形である。

主軸方向　N－110－E

壁　壁高は35－55cmで，ほぼ直立する。

壁溝　東壁側と南西コーナー部の一部と北西コーナー部の一部を巡っている。上幅12－23cm，下幅5－11cm，

深さ7cmほどで，断面形はU字状である。

壁溝土層解説

8　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

床　ほぼ平坦で，出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，よく踏み固められて

いる。

竜　北壁中央部に付設されており，天井の一部と袖部が遺存している。天井部及び袖部は粘土と砂粒を中量混

ぜて構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで148cm，袖部最大幅は189cmである。火床部は床面を8cm

ほど掘りくぼめており，火熱を受けて硬化している。煙道は火床面から緩やかに外傾し，中位から上位にかけ

ては，80度の傾きで立ち上がる。

寵土層解説

1　黒褐色　砂質粘土粒子少量・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量

3　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒

子微量

4　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・ローム小

ブロック微量

6　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

7　時赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小

ブロック・ローム粒子微量

8　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化

粒子微量
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9　極暗褐色　焼土粒子中量，廃土小ブロック少量，ローム粒子e炭
化物・炭化粒子0砂質粘土粒子微量

ユ0　‥黒　褐色　砂質粘土粒子少量，ローム小ブロックヰローム粒子も
焼土粒子微量

H　褐灰色　砂質粘土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子か
焼土粒子微量

ヱ2　褐灰色　砂質粘土小ブロック0秒質粘土粒子少量，ローム粒子。
焼土粒子微量

13　極暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック。炭化粒
子・砂質粘土粒子微量

14　極暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子・砂質粘土粒子微量
15　にぶ新柄絶　焼土粒子少量，焼土中ブロック0炭化粒子微量
16　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量

ピット　5か所（Pl～P5主　Pl～P3は長径28－59。m，

17　暗　褐　色
ユ8　にぷい褐色
ヱ9　黒　褐色
20　灰褐色
21黒　褐色
22　暗褐色

ローーム粒子・焼＿上二粒千・尉ヒ粒千・砂貫粘土粒子微量
砂質粘土粒子中鼠　焼土粒イ・・炭化粒召敬呈
ローム粒子0秒質粘土粒子少量，ローム小ブロック微量
砂質粘土粒子中量，ローム粒子。焼土粒子微量
ローム粒子・砂質粘土粒子少量
砂貫粘土粒千少鼠［ゴーーム粒子・焼土粒千・炭化粒千
微量

ヱ　黒褐色　U－ム小ブロック・ローム粒千少量，焼上中ブロック・
焼土粒子e炭化粒子も砂質粘土粒子微量

24　にぷい繍　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土
小ブロック少量，炭化粒子の砂質粘土粒子微量

25　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子。焼土粒子少量，炭化
粒千・秒賞粘土粒千少量

短径18～43cmの楕円形ア　P4は径30cmの円形で言采さ

は10～36cmである。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P　は　長径鍼cm　短径22cmの楕円形で，

深さ19cmである。南壁寄りに位置することから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

尊皇　7層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック0焼土粒子も炭化
粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　廃土粒子の炭化

粒アー・粘土′トブロック微量

：う　暗　視　色lトーノ、小ゾT「ソク・「トーノ、粒j∴粘十小ゾ「「ノク小品

ローム中ブロックや焼土粒子や炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック少鼠
焼土粒子p炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子の
粘土小ブロック微量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子の炭化

粒子・粘土小ブロック微量

7　暗褐色　ローム小ブロックぁローム粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片2質点　須恵器片摘点　礫　点　流れ込んだとみられる縄文土器片主点とタ　弥生土器片息2点が

出土している。遺物の多くは竃の周辺から出土している。第且73魯且74回の21782且8ほ土師器タ　219～224砂

TP12射ま須恵器である。222の杯は，竃の西側付近の覆土下層から床面にかけて出土した破片が接合したもの

である。床面では，220の杯が中央部から，224の鉢が北西壁コーナー部からそれぞれ出土している。竃内では，

223の盤が燃焼部から，221の杯と2ユ8儲TP124の聾が焚日部から，2且7の婆と219の棒が煙道部からそれぞれ出

土している。

所見　本跡の時期は，床面及び竃内の出土土器から判断して9世紀前葉と考えられる、1

第膵図　第29号住居跡出土遺物実測図榔
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第174図　第29号住居跡出土遺物実測図（2）

第29号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号器　種計測値（m） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第173図 襲 A〔21．3〕休部から口縁部の破片。休部は内攣口縁部内・外面横ナデ。体部外面斜砂粒・石英・雲母・40％　　　　PL28

217 土師　旨語B（24．9）して立ち上がる。頚部は緩やかにく

びれ，ロ縁部は外反する。

位のヘラ磨き，内面へラナデ。 白色粒子・小礫

明赤褐色　普通

第174図 璧 A〔22．0〕休部から口緑部の破片。休部は内攣口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・石英・白色15％

218
土　師器B（7．3）気味に立ち上がり，口緑部は短く外

反する。端部はわずかに摘み上げら

れている。

ラナデ，内面ナデ。 粒子・小礫

明赤褐色　普通

第173図 杯 A 13．8 口縁部・休部一部欠損。平底。休部口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・長石・石英・95％　　　　PL28

219 須恵器B　4．7 は外傾して立ち上がり，ロ緑部に至底部回転へラ切り痕を殉す，維なナ小礫

C　8，4 る。 デ。 灰色　普通

220

杯 A〔14．2〕底部から口緑部の破片。平底。休部口縁部，体部内・外面ロタロナデ。砂粒・長石・石英・30％

須恵器B　5．0 は外傾して立ち上がり，口緑部に至

る。

休部下端回転へラ削り。底部回転へ小磯

C〔8．4〕 ラ切り痕を残す，雑なナデ。 灰白色　普通

221

杯 A〔14．4〕体部から口琢部の破片。休部は外傾口縁部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・長石・白色25％　　　　PL28

須悪器B（4．3）して立ち上がる。 粒子・小礫

黄灰色　普通

第174図 杯 B（1．3）底部の破片。平底。 底部回転へラ切り痕を残す，手持ち砂粒・長石・石英・30％

222 須恵音C　8．1 ヘラ削り。 小礫・針状鉱物

灰色　普通

底部外面箆記号

第173凶 盤 A〔17．8〕底部欠損。高台部はややハの字状に口緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・長石・石英・15％　　　　PL28

223 須恵器B　3．5

C〔12．2〕

開く。休部は大きく外方に開き，屈

曲して口緑部に至る。

高台貼り付け。 小礫・針状鉱物

灰色　普通

ー193－



図版番号 器　 種 計測値kmラ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 174 回　　 鉢 A 〔17．射 底部か ら目線部の破片。平底。休部 目線 部，体部 内 ・外商 ロクロナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ 30％

224 須 恵 器 B　 7．9 は外傾 して立ち上が り，日縁部はや 体部 下端手持 ちへ ラ削 り。底部二方 小礫 ・針状 鉱物

C 〔9．6〕 や外反する。 向 のヘ ラ削 り。 灰 色　 普通

棄 B （17 誹） 体部 の破片。体部 は内攣 して立 ち上 体部外面横位の平行叩 き。 砂粒 ・長石 ・石英・ 10 ％

T P 12 4　須 恵 器

i

がる。 小礫 ・針状鉱物

灰色　 普通

6　中◎近世の遺構と遺物

検出された中¢近世の遺構は，さまざまである。ここでは，墓壊。土塊e土坑群e地下式壕e火葬施設。井

戸跡・集石遺構と分類した。墓壕。土坑。地下式壌e火葬施設についての分類の基準は，以下に示した。

墓壌　土坑の中に人骨が遺存し，墓跡と考えられるものは。

土坑　墓壕の可能性が考えられるもの（2）と，遺物が出土しているもの（3）に分けて解説する。

土坑群　長方形や楕円形の土坑が重複し，群をなしているもの（4）。

地下式壕　主室と竪坑が区別でき，天井部が存在したと考えられるもの㈱。

火葬施設　士坑の中に，人骨（骨片）や焼土e炭化物が遺存し，その場で火葬が行われているもの（6）。

は）墓壕

第爛考量坑（第175図）

位置　調査区の南部，D3d8区。
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第膵図　第483号土坑実測図

重複関係　西側上部を，第482号土坑に掘り込ま

れている。

規模と形状　長軸工43m，短軸0。9mの隅丸長方

形で言莱さ53cmである。底面は凹凸で，壁は外傾

して立ち上がる。

長軸方向　N－50－E

覆土　5層からなる。ブロック状に堆積している

ことから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム中ブロックのローム粒子・炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
5　暗褐色　ローム粒子微量

遺物　北壁際の底面から人骨の顎部，中央部の底

面から人骨の大腿部が出土している。人骨は頭部

を北側に向けていたものと考えられる。第ユ76図

の453。454は土師質土器の小皿で，北壁際の底面

から出土している。M50は古銭で，中央部の底面

から出土している。

所凰　人骨の出土から，墓壕と考えられる。時期は，遺構の形態や出土土器から，15世紀後半と思われる。
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第176図　第483号土坑出土遺物実測図

第483号土坑出土遣物観察表

M50

0　　　　　　　5cm

」＿－L＿＿＿＿＿＿＿－」

凶版番号器　種計測値（ぐm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴】胎土・色調・焼成備　　考

第176凶小　　皿A　7．3完形。やや突出した平底。休部は外体部内・外面ロクロナデ。底部回転長石・石英・針状100％　　　PL29

453土師貫土冒言B　2．3

C　3．3

方に開く。 糸切り。 鉱物

橙色　普通

ロ縁部内・外面

油煙付着

454

小　　皿A　7．7完形。やや突出した平底。体部は外体部内・外面ロクロナデ。底部回転長石・石英・針状100％　　　PL29

土師質土器B　2．3

C　3．3

方に開く。 糸切り。 鉱物

にぷい橙色　普通

口稼部内・外面

油煙付着

凶版番号錆　種
計　　測　　値 初　　鋳　　年

備　　　　　考
径（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）時　　　代西　　　暦

第176因M50永楽通賓2．50．10．62．4 明 1408年PL30

（2）墓横の可能性が考えられる土坑

第47号土坑（第177図）

位置　調査区の南西部，D3i4区。

規模と形状　長軸2．2m，短軸1．72mの長

方形で，深さ48cmである。底面は平坦で，

壁は直立する。

長軸方向　N－00

覆土10層からなる。ブロック状に堆積し

ていることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

2　黒　　色　ローム粒子少量．ローム小ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒了少量

4　黒褐色　ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

6　黒　　色　ローム粒子中量、ローム小ブロック微量

7　黒　　色　ローム粒了‥炭化粒了・少量

8　黒　　色　ローム粒子中量、ローム小ブロック少量

9　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

10　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師質土器片8点，礫12点が出土し

ている。第178図の231－235は土師質土器

＼　J

喝∋

第177図　第47号土坑実測図

寸！去

232

亀
」　　　　　234」

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト＿　　i　－　」

である。231の皿は，中央部の底面から斜

位の状態で出土している。232の皿と234の香炉は，中央部やや南寄りの底面から重なって出土している。中央

部やや東寄りの底面から，233の皿が逆位の状態で，235の袴腰香炉が正位の状態でそれぞれ出土している。そ
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の他，覆土中層から下層にかけて，20－40cm大の礫が12個出土している。

所見　底面から出土した皿と香炉は，ほぼ完形である。付近に中世と思われる火葬施設や地下式境が多数確認

されていることから，墓堀の可能性が考えられる。時期は，出土土器から15世紀後半と思われる。

∈ヨ尋2。5　7
第178図　第47号土坑出土遺物実測図

第47号土坑出土遺物観察表

10cm

ト一一一一一十－一一一1

凶版番号 旨諒　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第178凶 Ⅱ A ll．4 口縁部一部欠損。やや突出した平底。体部内・外面ロクロナデ。底部回転長石・石英・雲母・95％　　　　 P L28

231 土師質土器 B　3．3

C　4．5

休部は内攣気味に外方に開く。 糸切り。底部内面ナデ。 白色粒子

にぷい黄橙色　普通

232

田 A ll．6 口縁部一部欠損。やや突山した平底。体部内・外面ロクロナデ。底部回転石英・雲母・白色 90％　　　　 P L28

土師質土器 B　3．4

C　4．9

休部は内攣気味に外方に開く。 糸切り後，ナデ。底部内面ナデ。 粒子

にぷい黄橙色　普通

233

皿 A ll．5 休部一部欠損。平底。休部は外方に体部内・外面ロクロナデ。底部回転長石・石英・雲母・70％

土師質土器 B　3．1

C　4．5

開く。 糸切り後，ナデ。底部内面ナデ。 白色粒子

にぷい黄橙色　普通

234

香　　 炉 A ll．4 口緑部一部欠損。平底で，三方には体部内・外面ロクロナデ。底部回転石英・雲母・白色95％　　　　 P L29

土師質土器 B　6．0

D　5．9

脚が貼り付けられている。体部は直

立し，口緑部は強く外反する。体部外

面上位・下位に菊花文スタンプが，中

位に雷文スタンプが押捺されている。

糸切り後，脚部貼り付け。 粒子

にぷい橙色　普通

235

袴腰香炉 A lO．6 完形。平底で三方には脚が貼り付け体部内・外面ロクロナデ。底部回転長石・石英・雲母・100％　　　 P L29

土師質土器 B　5．2

D　6．0

られている。休部下位にふくらみを

もつ。頚部で内攣し，口綾部は外反

する。

糸切り後，脚部貼り付け。 白色粒子

橙色　普通

第51号土坑（第179図）

位置　調査区の中央部，D3C6区。

重複関係　第119号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．93m，短軸2．76mの長方形で，深さ56cmである。底面は平坦で，壁は直立する。

ピット　5か所（Pl－P5）。Plは東壁際の中央部に位置し，径16cmの円形，深さ5cmである。P2－P5は西

壁際に位置し，径20－35cmの円形，深さ54－92cmである。いずれも性格は不明である。

長軸方向　N－870－W

覆土11層からなる。3・6層に粘土粒子を含むことや，不自然な堆積状況から，人為堆積と思われる。
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土居解説

1　黒褐色

2　黒　褐色

3　にぷい黄褐色

4　黒褐色

5　黒　褐’色

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

粘土′トブロック・粘土拉了ヰ量，ローム粒子少量，ロー

ム小ブロック微量

ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・・ローム粒子微

量

6　にぷい黄褐色　粘土粒了中量，ローム小ブロック・ローム粒了・少量，

ローム中ブロック・赤色校了・微量

7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

8　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・赤色桂子少量

10　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒了一微量

11黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，赤色粒子微量

遺物　陶器片5点，短刀1点，古銭8点，礫18点，混入したとみられる土師器片と須恵器片が少量出土してい

る。第180・181図のM6は短刀で，北東コーナー寄りの底面から，切先が東側を向いた状態で出土している。

M7・M13・M14の古銭は，北西コーナー寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。P5の覆土上層からM8・

MlOの古銭が，覆土下層からM9・Mll・M12の古銭がそれぞれ出土している。

所見　長軸3．93m，短軸2．76mの長方形で，当遺跡の土坑としては大型である。底面から短刀が，覆土下層と

P5内から古銭が出土していることから，墓堰の可能性が考えられる。時期は，出土遺物から中世と思われる。

第179回　第51号土坑実測図

第180図　第51号土坑出土遺物実測図（1）
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第181図　第51号土坑出土遺物実測図（2）

第51号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　5cm

M14　　　　　L＿‥＿＿＿＿＿＿」　　　」

図版番号器　種

計測値（cm・g）
材　質特　　　　　徴備　　考

全　長刀身長身　幅重　ね茎　長重　量

第180図M6短　　刀（26．8）（17．5）2．60．6
；9・3（80．5）鉄切先部欠損。 PL30

図版番号銭　種

計　　測　　値 初　　鋳　　年

備　　　　　考

径（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）時　　　代西　　　暦

第181図M7宣和通音2．5 0．2 0．6 2．4 北宋 1119年

M8祥符通賓2．5 0．1 0．6 2．0 北宋 1009年

M9宣和通賓2．4 0．2 0．6 2．7 北宋 1119年

MlO聖宋元賓2．4 0．1 0．6 2．3 北宋 1101年

Mll宣和通貨2．5 0．2 0．6 3．3 北宋 1119年

M12宣和通賓2．5 0．2 0．5 3．3 北宋 1119年PL30

M13治平元賓2．5 0．2 0．6 2．1 北宋 1064年PL30

M14皇宋通○2．5 0．1 0．7 1．9 北宋 1038年

第131号土坑（第182図）

位置　調査区の南部，D3f9区。

重複関係　西側を第2号不明遺構に掘り込まれている。

規模と形状　長軸1．61m，短軸1．39mの隅丸長方形で，深さは遺存する南壁で10cmである。底面は平坦で，壁

は外傾して立ち上がる。

長軸方向　N－630－E

覆土　覆土はほとんど削平されており，確認できなかった。

遺物　第182図のM17－M19は古銭である。中央部の底面から，3枚が貼り付いた状態で出土している。

所見　古銭が出土していることと，付近に中世と思われる火葬施設や地下式堰が多数確認されていることから

墓境の可能性が考えられる。時期は，出土遺物から中世と考えられる。
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0　　　　　　1m

」‥．＿＿」

第182図　第131号土坑・出土遺物実測図

第131号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　5cm

［－一一＿＿－ト－一一」

図版番号 銭　 種
計　　 測　　 値 初　　 鋳　　 年

備　　　　　 考
径（cm） 厚さ（cm）孔径（cm）重量（g ） 時　　　 代 西　　　 暦

第182図M17 元祐通賓 2．4 0．1 0．7 3．3 北米 1086年

M 18 元砿通番 2．4 0．1 0．7 3．0 北宋 1086年

M 19 勲寧元賓 2．5 0．1 0．7 2．9 北米 1068年

第200号土坑（第183図）

位置　調査区の南部，D4g4区。

規模と形状　長径1．74m，短径1．42mの不整楕円形で，深さ45cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上

がる。

長径方向　N－250－E

覆土　5層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と思われる。

土居解説

1　黒　　色　ローム′トブロック・ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

4　黒　　色　ローム′トブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　第183図のM20・M21は古銭である。M20は東壁寄りの覆土下層から，M21は覆土から出土している。

所見　古銭が出土していることと，付近に中世と思われる火葬施設や地下式塀が多数確認されていることから

墓堰の可能性が考えられる。時期は，出土遺物から中世と考えられる。

‘I「圭

旦　　　　　　M20

＼J　ヒヨm
第183図　第200号土坑・出土遺物実測図
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第200号土坑出土遺物観察表

図版番号 銭　 種

計　　 測　　 値 初　　 鋳　　 年
備　　　　　 考

径 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ） 時　　　 代 西　　　 暦

第183回M 20 永楽通常 2．5 0．2 0．6 3．0 明 140 8年

M 2 1 祥符元賓 2．5 0 ．1 0 ．6 3．0 北米 100 9年

第224号土坑（第184図）

位置　調査区の中央部，C2i8区。

′／m　／　　　l

ざ∫・＿三
可

6

＼j鳩
BM22

‾「⊥、ノ′「ヒ＝ヒ＝Jm

第184図　第224号土坑・出土遺物実測図

0　　　　2cm

！i！

規模と形状　長径1．13m，短径0．7mの楕

円形で，深さ25cmである。底面は凹凸で，

壁は緩やかに立ち上がる。

長径方向　N－180－E

覆土　2層からなる。ロームブロックを含

むことから，人為堆積と思われる。

土膚解説

1　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロ

ック・ローム粒子少量

遺物　第184図のM22は古銭である。中央

部の底面から出土している。

所見　古銭が出土していることと，付近に中世と思われる火葬施設や地下式境が多数確認されていることから

墓塀の可能性が考えられる。時期は，出土遺物から中世と考えられる。

第224号土坑出土遺物観察表

図版番号 銭　 種
計　　 測　　 値 初　　 鋳　　 年

備　　　　　 考

径 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ） 時　　　 代 西　　　 暦

第1糾図M 22 天頑○○ 2 ．6 0．1 （0 ．6） （1．6） 北宋 1017年

第228号土坑（第185図）

位置　調査区の中央部，C2j9区。

重複関係　上部を第229号土坑に，西側を第227号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸1．33m，短軸0．65mの長方形で，深さ60cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

長軸方向　N－600－E

覆土　8層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と思われる。

土居解説

1黒　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量　　5

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム′トプロツ　　6

ク少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　7

3　黒　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　　　8

4　黒　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

黒

里

里

黒

褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

褐色　ローム粒子少量

遺物　第185図のM28・M29は古銭である。南壁寄りの覆土下層から出土している。
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所見　古銭が出土していることと，付近に中世と思われる火葬施設や地下式境が多数確認されていることから

墓境の可能性が考えられる。時期は，出土遺物から中世と考えられる。

0　　　　　　1m

L＿∴＿．」

第185図　第228号土坑・出土遺物実測図

第228号土坑出土遺物観察表

M29

0　　　　　　　　　　　　5cm

L＋＋＋「－一丁∃

凶版番号 銭　 種

計　　 測　　 値 初　　 鋳　　 年

備　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ） 時　　　 代 西　　　 暦

第185回M 28 元疎通賓 2．5 0 ．1 0 ．7 2．3 北宋 108 6年

M 2 9 勲寧元賓 2 ．3 0 ．2 0 ．7 1．9 北米 1068年 P L 30

第437号土坑（第186図）

位置　調査区の中央部，D4b2区。

重複関係　西側を第436号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸1．61m，短軸0．91mの長方形で，深さ17cmである。底面は平坦で，壁は緩やかに立ち上がる。

長軸方向　N－810－E

覆土　単一層である。ロームブロックを含むことから，人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　第186図の452は土師質土器の皿である。中央部の覆土中層から出土している。

所見　付近に中世と思われる火葬施設や地下式境が多数確認されている。本跡は，人骨が出土した第438号土

坑と類似していることから墓城の可能性が考えられる。時期は，出土遺物から中世と考えられる。

≧・：

A　30．0m

≠二㌔∃m
第186図　第437号土坑・出土遺物実測図
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第437号土坑出土遺物観察表

凹版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 186 凶 皿 A ll ．5 口綾 部一部 欠損。やや突出 した平底。 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石 ・雲母 ・針状 9 5％

4 52 土師質土器 B　 3．3

C　 4．8

休部 は内攣気味 に外方 に開 く。 糸切 り。底部 内面ナデ。 鉱物

にぷい橙色　 普通

第450号土坑（第187図）

位置　調査区の南部，D3b9区。

規模と形状　長軸1．52m，短軸1．04mの隅丸長方形で，深さ45cmである。底面は平坦で，壁は直立する。

長軸方向　N－50－E

覆土　4層からなる。ロームブロックを主体としていることから，人為堆積と思われる。

土居解説

1　黒　　色　ローム拉了ヰ量

2　黒　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　黒　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

4　黒　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　第187図のM47－M49は古銭である。M47は西壁寄りの覆土上層から，M48・M49は西壁寄りの覆土中

層から出土している。

所見　古銭が出土していることと，付近に中世と思われる火葬施設や地下式塀が多数確認されていることから

墓堰の可能性が考えられる。時期は，出土遺物から中世と考えられる。

B M47M48・49

二二丁』二m
第187図　第450号土坑・出土遺物実測図

第450号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　5cm

M49　　－－－「∃

図版番号銭　種
計　　測　　値 初　　鋳　　年

備　　　　　 考
径（cTn）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g） 時　　　 代 西　　　 暦

第187回M47元砿通賓 2．5 0．1 0．6 2．5 北宋 1086年

M48 ！輿寧元賓 2．4 0．1 0．6 2．9 北宋 1086年

M49 洪武通賓 2．4 0．2 0．6 4．0 明 1368年

第554号土坑（第188図）

位置　調査区の中央部，C3gO区。

規模と形状　長軸3．01m，短軸0．82mの長方形で，深さ9cmである。底面は凹凸で，緩やかに立ち上がる。
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長軸方向　N－80－E

覆土　単一層である。ロームブロックを含

むことから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・

ローム粒子微量

遺物　第188回のM51は古銭で，覆土から

出土している。

所見　古銭が出土していることと，付近に

中世と思われる火葬施設や地下式境が多数

確認されていることから墓塀の可能性が考

えられる。時期は，出土遺物から中世と考

えられる。

第554号土坑出土遺物観察表

④　I

M51

0　　　　2cm

I＿＿上」

旦

）　　　ヒ＝土∃
1m

第188図　第554号土坑・出土遺物実測図

凶版番号 銭　 種
計測値 初　　 鋳　　 年

備　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm） 重 量（g ） 時　　　 代 西　　　 暦

第1鎚団M 51 〇〇一－ 2．4 0．1 （0，6） （1．3） 判読不明 不明

第836号土坑（第189図）

位置　調査区の西部，Dla9区。

重複関係　第837号土坑に東側を掘り込まれている。

規模と形状　南北方向0・82m，確認された東西方向は0．4mの隅丸長方形で，深さ19cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がる。

長軸方向　南北方向で，N－00　である。

覆土　4層からなる。不自然な堆積状況から，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒了少量

2　黒褐色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　第189図のM53・M54は古銭である。どちらも西壁寄りの底面から出土している。

所見　古銭が出土していることと，付近に中世と思われる火葬施設や地下式境が多数確認されていることから

墓壕の可能性が考えられる。時期は，出土遺物から中世と考えられる。
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第189図　第836号土坑・出土遺物実測図
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第836号土塊出土遺物観察表

図版番号 銭　 種
計　　 測　 I値 信 孝　 鍔　 暦　 備　 考

酎 cmj　 厚さk m） 孔径（cm　 重量纏 う

第18掴M 53 至元適賓 2．4
0言　 い ・中 ・2 元　 i　 ユ285年　 恒 30

M 5Ll 元豊通常 2。5
41 日 ・7　 日 も6 北宋 1078年　 i

（3）遺物が出土している土坑

第9考量坑　第摘図）

位置　調査区の中央部，D3ビ7区．

＼三－
感

針
靡
鴇

0　　　　　　1m

』二王ニ』

第臓図　第鱒号土塊実測図

規模と形状　長径上21m，短径1．09mの不整楕円形で言莱さ73cmであ

る、〕底面は凹凸で，ピット状に掘り込まれているしん）

長径方向　N－400－W

覆土　6層からなる。－　不自然な堆積状況から，人為堆積と思われる、「，

土層解説

1　窯褐色　ローム小ブロックeローム粒子中量

2　窯褐色　ローム小ブロックがローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子中量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

5　望　　色　ローム粒子少量

6　黒褐色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子少量

遺物　第19仕草Jの237－239は土師質土器の内耳鍋である。、いずれも覆

土上層　日層）から出土している、l、

所見　時期は，出土土器から判断して15世紀後半と考えられるU性格

は不明である。

鋼　■
第相聞　第98号土坑出土遺物実測図
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第98号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値kmラ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 19 1 図 内 耳 鍋 A 〔3 0．0〕 日縁部の破片。内耳 1 か所残存。日 口縁部 内 ・外面横 ナデ。耳貼 り付け 長石 ・石英 ・白色 5 ％

2 37 土師質土器 B （5．2） 縁端部 は平坦であ る。 後 ナデ。 粒子

橙色　 普通

23 8

内 耳 鍋 A 〔30 諭〕 日縁部の破片。内耳 1 か所残存。器 目線部内 ・外面横 ナデ。耳貼 り付け 長石 ・石英 5 ％

土師質土器 B （5 ．5） 肉は薄い。口縁 端部 は平坦 である。 後ナデ。 にぷ い橙色

普通

外面煤付着

239

内 耳 鍋 B （ユ0．6） 底部 から体部 の破片。休部 は外傾 し 体部内 ・外面ナデ。体 部下端 へラ削 石英 ・雲母 ・白色 10 ％

土師質土器 C 〔ユ9．0〕 て立 ち上が る。 り。 粒子

にぷい黄橙色　 普通

外面煤付 着

第柑考丑坑（第192図）

位置　調査区の中央部，D3e7区。

規模と形状　長径1．1（うm，短径1．02mの楕円形で，深さ24。、n－で

ある。底面は皿状で，壁は緩やかに立ち上がる。

長径方向　N－270－W

尊皇　4層からなる。礫混じりの層で，一括投棄された人為堆　　　風30伽

積と思われる。

土層解説

1　里　　色　ローム粒子少量

2　黒　　色　ローム粒子中量

3　黒　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

ギ家主
し＿＿＿⊥l＿＿」

第臓図　第100号士坑実測図

遺物　土師質土器片20点，礫38点，炭化物が出土している。第193。194図の240－243は土師質土器の内耳鍋で，

破片の状態で，礫と重なり合うように出土している。240は上層から，241～243は底面からそれぞれ出土して

いる。

所見　一括投棄されたような状況で，内耳銅片と礫が出土している。時期は，出土土器から判断して15世紀後

半と考えられる。

第相国　第100号土坑出土遺物実測図（封
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二二「‾「‾：＿＿∴

第瑠94図　第100号土坑出土遺物実測図（2）

第100号土坑出土遺物観察表

〃

臣

の

÷
／
∴

10cm

」＿＿＿＿＿ニ…＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ヒ二二二∃

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・V焼 成 備　　 考

第 1 93 図 内 耳 鍋 A　2 9．4 底部か ら口縁部の破片。体部は外傾 目線部内 ・外面横 ナデ。耳貼 り付け 長石 ・石英 60％　　　　 P L 28

24 0 土師質土器 B 1 5．5

C 〔1 4．0〕

して立 ち上がる。内耳 1 か所残存。

日縁端部は平坦 である。

後 ナデ。体部下端へ ラ削 り。 にぷい橙色

普通 ‘

外面煤付着

第 19 4 図 内 耳 鍋 A 〔30 ．7〕 底部か ら口縁部 の破 片。内耳 1 か所 口縁部内 ・外面横ナデ。耳貼 り付 け 長石 ・石英 20 ％

24 1 土師質土器 B 14 ．9

C 〔18 ．6〕

残存。器 肉はやや薄い。 口縁端部 は

平坦である。

後ナデ。体部下端へラ削 り。 にぷ い橙色

普通

内面煤付着

2 42

内 耳 鍋 A 〔26 ．0〕 体 部から目線部 の破片。内耳 1 か所 目線部内 ・外面横 ナデ。耳貼 り付 け 石寒 ・雲母 ・白色 15 ％

土師質土器 B （1上 7） 残存。器 肉はやや薄 い。 日縁端部は

平坦 であ る。

後ナデ。 粒ネ

橙色　 普通

外面煤付着

24 3

内 耳 鍋 A 〔2 9．8〕 口縁部の破片。内耳 1 か所残存。口 体部 内 ・外面 ナデ。耳貼 り付 け後 ナ 石英 ・雲母 ・白色 5 ％

土師質土器 B （6．1） 縁端部は平坦であ る。 デ。 粒子

にぷい黄橙色　 普通

第2のア号土坑（第195図）

位置　調査区の中央部，D3d7区。

重複関係　第105号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　長径工12m，短径0．97mの楕円形で，深さ19cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

長径方向　N－450－E
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種土　2層からなる。ロームブロックを主体としていることか

ら，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

遺物　第196図の244－246は土師質土器の内耳鍋である。244は

北側の壁際の覆土下層から，245は中央部の底面から，246は覆

土からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から判断して15世紀後半と考えられる。

性格は不明である。

旬

、
－
▲
目
口
1
－
EO．OC－瑚

l
一

B　245　244

二十一一rl二二一二
第瑠95図　第207号土坑実測図

「　芋「‾＼三

▲＿　▲

第相国　第207号土坑出土遺物実測図

第207号土坑出土遺物観察表

‾‾‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

「‾

甘 246

10cm

［二二二二二二土二二二二二二二ヨ

図版番号 i 器　 種 計測値（′cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 19 6 図 内　耳 鍋 A 〔32．4〕 体部か ら口縁部の破片。体部は外傾 目線 部内 ・外面横 ナデ。耳貼 り付 け 石英 ・雲母 ・白色 15％

244 土師質土器 B （14 ．2） して立ち上がる。内耳 1 か所 残存。

日縁 端部 は平坦 である。

後ナデ。 粒子

にぷい橙色　 普通

外面煤付着

24 5

内 耳 鍋 A 〔25．8〕 体部 から目線部 の破片。 内耳 1 か所 目線部内 ・外面横 ナデ。耳貼 り付け 石英 ・雲母 ・白色 5 ％

土師質土器 B （9．4）．残存。器 肉は薄 い。 口縁端部 は平坦

であ る。

後 ナデ。 粒子

にぷい黄橙色　 普通

246

内 耳 鍋 A 〔30．0〕 口縁部の破片。内耳 1 か所残存。口 口縁 部内 ・外面横 ナデ。耳貼 り付 け 石英 ・白色粒子 5 ％

土師質土器 B （5．9） 縁端部は平坦である。 後ナデ。 にぷい褐色

普通

－207－



第調号皇坑（第197図）

位置　調査区の西部，D2b3区。

重複関係　第791号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸工8m，短軸上1mの長方形で，深さ45cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

長軸方向　N－00

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム中ブロック微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

3　暗　褐色　ローム小ブロック少量

4　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック8ローム粒子少量

遺物　第197図の451は陶器の天目茶碗，M46は釘である。どちらも中央部の覆土中層から出土している。

所凰　時期は，出土土器から判断して16世紀後半と考えられる。性格は不明である。
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第相国　第792号土坑◎出土遺物実測図

第792号土坑出土遺物観察表

‾‾‾‾「‾

M46

0　　　　　　　10cm

ヒ＿－　＿＿＿＿　＿＿l＿－　　　＿＿！

図版番号 器 ＼種 器　質
計　　 測　　 値（cm）

残存率
胎　　 土

色　　 調
寒由　薬 文　様・特　徴 産地・年代 備　考

A B C D

第197図

451

天目茶碗陶　器〔13．2〕（6．2） － － 25％ 灰褐色

黒　色

鉄　粕口縁部は短く外反する。 瀬戸・美濃系

16C後半

P L29

図版番号 器　種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）重量（g）

第197回M46 釘 （4．5） 0．6 0．5 （10．3） 鉄 角釘。L字状に屈曲している。

（4）土坑・土坑群

調査区の南部に地下式壕が数多く確認されている。その周囲には，土坑が密集し複雑に重複している。土坑

の形状は，方形。円形e楕円形とさまざまである。覆土の状況や類例から，墓壕の可能性も考えられる。ここ

では，土坑及び土坑群の中で墓壕の可能性がある土坑について実測図及び一覧表で掲載する。

第410号土坑土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第411号土坑土層解説

1黒褐色　炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量　　2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

－208－



団

第柑国　土坑群A実測図

第412号土坑土層解説

1　黒褐色　ロームノトブロック・ローム粒子少量

2　黒　褐色　ローム′トブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒

子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子微量

0　　　　　　　2m

L　＿＿＿＿＿　…「一一一二∃

第413号土坑土層解説

1黒褐色　ローム′トブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク少量

5

第相聞　土坑群B実測図

1　／
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第448号土坑土層解説

1　里　　色　ローム′トブロック中量，ローム粒子少量

2　黒　褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　黒　　色　ローム粒子中量

4　里　　色　ローム粒子少量

第458号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　黒　褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム中ブロック。ローム粒子少量

第460号土坑土層解説

1　黒　褐色　ローム′トブロック中量，ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク少量

4　暗褐色　ローム粒子中量

第462号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

第463号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク少量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　黒褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

第一掴2号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

、‾王立室／、‾‾ ‾‾’し＿、／〆′‾‾一

＜l

第2のの国　土坑群C実測図

第443号土坑土層解説

1　黒　褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク少量

2　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

第444号土坑土層解説

1　黒　褐色　ローム′j、ブロック・ローム粒子少量

第445号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム′トブロック少量，ロー

ム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム′トブロック微量

第447号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　2m
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第451号土坑土層解説

1　暗褐色　炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　黒褐色

4　黒褐色

5　黒褐色

6　黒褐色

7　黒褐色

8　黒褐色

炭化粒子・ローム粒子微量

炭化粒子少量，ローム粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム中ブロック・ローム′トブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム粒子少量

第452号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム′トブロック・ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

4　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒

子少量

5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク微量
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第454号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク微量

第455号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

5　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

第464号土坑土層解説

1　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

3　黒褐色　ロームノJ、ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒

子微量

第465号土坑土層解説

1　黒褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　黒褐色　ロームノJ、ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

第466号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

第468号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

第469号土坑土層解説

1　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

5　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

t＿J

Lノ

LJ

第2の2国　土坑群E実測図

第421号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

第422号土坑土層解説

1　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック微量

第423号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第424号土杭土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム′トブロック・ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

G

tJ‾
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第425号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子微量

第431号土坑土層解説
1　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

第432号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク微量
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第433号土坑土層解説

1　黒　褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

ノ

l一一一一‥－服－1－‥一－－ニー－‥－一′／－

第434号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

／　　　　　腰
／

第2の3国　士坑群F実測図

第510号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム′トブロック・ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒

子微量

第511号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子微量

第45号土坑土層解説

1　里　　色　ローム粒子中量

2　里　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　黒　　色　ローム粒子少量

4　里　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

第67号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク微量

2　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒

子微量

4　里　　色　ローム粒子微量

第84号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームノJ、ブロック・ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒

子微量

3　黒褐色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒

子微量

4　黒　褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2m

』二二二二二＝∃二二二二二二∃

第512号土坑土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ

ク微量

3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

第513号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム粒子少量

第105号土坑土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

2　黒褐色　ローム′トブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク微量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒

子微量

4　里　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク微量

第126号土坑土層解説

1黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　黒　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク微量
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第2の超園　中世の土坑実測図（1）

第151号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック

2　暗褐色　ローム小ブロック

3　黒褐色　ローム小ブロック

4　黒褐色　ロームノJ、ブロック

ク少量

SK45

SK84

ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム中プロソ
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5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム′J、ブロック微量

6　黒褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック少量

7　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
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第2の5図　中世の土坑実測図（2）

第161号土坑土層解説

1　黒　褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク少量

2　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ

ク少量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム′j、ブロック・ローム粒子微量

6　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

7　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

8　黒　　色　ローム粒子微量

9　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム′J、ブロッ

ク微量

第163号土坑土層解説

1　暗　褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒

子少量

2　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒

子微量

5　暗褐色　ローム中ブロック・ローム4、ブロック・ローム粒子微量

（5）地下式墳

第瑠号地帯式腐（＄K姻）（第206図）

位置　調査区の南西部，D3i3区。

主軸方向　N－144e－W

磋）

二「「二
‾＝≡壷1－一

SK349
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第349号土坑土層解説

1　里　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

2　黒　　色　ローム′トブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク微量
3　4　5　6　7　8　9　10

黒褐色　ロームノトブロック・ローム粒子微量

黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

黒
黒
色　ローム粒子微量

色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

黒褐色　ロームノトブロック・ローム粒子少量

望
二
階
里

色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒

子微量

11里　　色　ローム粒子・炭化粒子微量
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竪坑　上面は径上8mほどの円形，底面は長径上11m，短径上02mの楕円形である。確認面からの深さは工96m

で，主室の底面より36cm高い。底面は，主室に向かって傾斜している。

童室　主室の天井部は，ほぼ完全に残っていた。底面は長軸3．51m，短軸1。26mの長方形で，長軸方向は主軸

方向と直交している。主室の横断面形は，かまぼこ状を皇し，主室の底面から天井までの高さは，最高で上26m

である。

壁　竪坑は，外傾して立ち上がる。主室はほぼ直立し，天井部は丸みをもつ。

覆土16層からなる。竪坑から主室に向かって流れ込むような堆積状況である。10e12層は，ロームブロック

を主体としていることから，天井部の一部が崩落した土層と考えられる。

土層解説

1　黒　褐色　ローム粒子・赤色粒子微量

2　里　　色　ローム小ブロック・ローム粒子e赤色粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　黒　褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロックpローム小ブロッ

ク少量

5　里　　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

6

7

8

9

黒
暗
里
∵
曙

一∴）

褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

10　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中

量，ローム大ブロック少量

11黒　　色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒

子微量

12　褐　　色　ローム′J、ブロック・ローム粒子多量

13　黒　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ

ク微量

褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　　　14　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム中プロ、ノクのローム粒

褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク微量
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第2の6図　第1号地下式墳実測図

子微量

15　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼軽石粒子微量

16　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，鹿沼軽石粒子微量
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遺物　土師質土器片2点，混入したとみられる土師器片7点，礫35点が出土している。第207回の236は土師質

土器の内耳鍋で，覆土から出土している。また，主室の南西壁側の底面から，20～40cm太の自然礫が29個出土

している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から判断しrら15世紀後半と思われる。

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾　‾こ：‾千　手‾‾‾　　うl

㌔　i　才ノ
0　　　　　　10cm

』二二二二二ヒ二二二二二ヨ

第鏑園　第1号地下式墳出土遺物実測図

第1号地下式墳出土遺物観察表（SK49）

図版番号 器　 種 計測値（壷 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 20 7 図 内 耳 鍋 A 〔3 6．2〕 休部か ら口縁部の破片。内耳 1 か所 口縁部 内 。外面横ナデ。耳貼 り付 け 石 英 ・雲母 ・白色 15％

23 6 土師質土器 B （ユ2．9） 残存。器肉は薄 く， 目線端部は平坦

である。

後ナデ。 粒子

橙色　 普通

外面煤付着

第　号地帯武威　纏醍詭郎（第208回）

位置　調査区の西部，C2j4区。

主軸方向　N－00

竪坑　上面は長径2．22n工　短径1．3Illの楕円形，中端は長径上56nl　短径「1。2Iuの楕円形で漏斗状に狭くなっ

ている。南側の壁は，中位に二つの段をもち，室室に直接下がるスロープ状になっている。確認面からの深さ

は＿1．98111である。、

量霊　室室の天井部は，ほぼ完全に残っていた。底面は長軸2。35m，短軸1．61mの隅丸長方形で，長軸方向は

室軸方向と直交している。主室の横断面形は，かまぼこ状を皇し，主室の底面から天井までの高さはタ　最高で

1．02111である了

壁　竪坑は，外醸して立ち上がる。主室は，ほぼ直立し天井部は丸みをもつ。

澤丑15層からなる。竪坑から主室に向かって流れ込むような堆積状況である。9層は，ロームブロックeロ

ーム粒子を主体とした土層で，天井部が崩落した土層と考えられる。14合15層は，主室下層から検出された頭

骨の下の覆土である。

土層解説

1　黒　褐　色　しトlム小ブロック・しブーム粒子・炭化粒子微量
2　里　　色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒　　色　ローム小ブロック少量，ローム太ブロック・ローム粒
子の赤色粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロックのローム粒子少量，E上∴ム中ブロッ

クの鹿沼軽石粒子微量
5　黒　　色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量

6　暗褐色　ローム小ブロック0ローム粒子中量、炭化粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブ
ロック0炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

9　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・tコーム小プロツ

10　暗褐色
11暗　褐　色

12　暗褐色

13　暗褐色
14　褐　　色
15　暗褐色

－217－

ク中量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒

子・鹿沼軽石粒子微量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒
子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子多量

U一一ム小ブし「ソク・［トーム粒子少量



遺物　土師質土器2鼠　陶器片1息　流れ込みとみられる土師器片2点が出土している。いずれも細片で図示

できなかった。主室の北西壁側の下層　は層）から，人の頭骨の一部と歯が出土した。底面から20。mほどの高

さから，20～50cm太の礫が多量に出土している。

新風　主室の下層から芦　頭骨の一部と歯が出土している。このことから芦　当初の使用目的は不明であるが，最

終的には墓壕として使用された可能性も考えられる。時期は，遺構の形態や出土土器から15郎己後半と思われる。

第調図　第2号地下式場実測図

第　号地謡式磯　摘瞳試射（第209図）

位置　調査区の中央部，C3h2区。

重複関係　第8号住居跡の東壁を掘り込んでいる。

－2＿18－
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主軸方向　N－5。－W

竪坑　天井部は崩落しており，上面は長軸1．22m，短軸0．89mの長方形と推定される。底面は長軸1．15m，短

軸0．79mの長方形である。確認面からの深さは1．75mで，主室の底面とほぼ同じ高さである。

主室　底面は長軸3．29m，短軸1．71mの隅丸長方形であり，長軸方向は主軸方向と直交している。底面は平坦

で，確認面からの深さは1．8mである。

壁　竪坑，主室ともにほぼ直立する。主室の北壁と東壁から，掘り込こんだ際にできる三日月状の工具痕が確

認された。

覆土15層からなる。1－7層はレンズ状に堆積していることから，天井部崩落後の自然堆積と考えられる。

8層は今市軽石粒子・七本桜軽石粒子の土層，9層はロームブロックを主体としていることから，天井部が崩

落した土層と考えられる。11－15層は重なり合うような堆積状況から，埋め戻された土層と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　9　明褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子多量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒了‥赤色粒子微量　　　10　黒褐色　ローム粒子少量，赤色粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量　　　　　　11暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量ト鹿沼軽石粒子少量

4　黒褐色　ローーム粒子・赤色粒子微量　　　　　　　　　　　12　黒　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒
5　黒褐色　ローム粒子・今市軽石桂子・七本桜軽石粒子微量　　　　　　　　　　子・鹿沼軽石粒子微量
6　黒褐色　ローム拉了少量，今市軽石粒子・七本桜軽石粒子微量　13　黒　　色　ローム粒子・鹿沼軽石粒子微量

7　黒　色　ローム小ブロック・ローム拉了少量，今市軽石粒子・14　黒　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒
七本桜軽石粒了・微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了少量

8　赤褐色　今市軽石粒子・七本桜軽石粒子多量　　　　　　　15　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼軽石粒子微量

遺物　土師質土器片1点，陶器片3点，流れ込みとみられる土師器片が少量出土している。第210図の247は土

師質土器の内耳鍋で，覆土から出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から15世紀後半と考えられる。
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第別　図　第3号地下式壌出土遺物実測図

第3号地下式墳出土遺物観察表（SK263）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」一二二二二．上二二二二．」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 210 図 内 耳 鍋 A 〔40．2〕 目線部の破片。内耳 1 か所残存。口 目線部内 の外面横ナデ。耳貼り付け 長石 ・石英 ・白色 5 ％　　　　 P L 29

247 土師質土器 B （9 ．0）縁端部は平坦である。 後ナデ。 粒子

明赤褐色　 普通

外面煤付着

第　号地謡式磯　纏瞳媚の（第2m図）

位置　調査区の南東部，D4e4区亡

重複関係　第42号住居跡の中央部を掘り込んでいる。

主軸方向　N－720－E

竪坑　天井部は崩落しておりタ　上面は長径乱89m，短径0。8まmの楕円形と推定される。底面は長径0。76m学　短

径0．6111の楕甘形である．底面は平坦であるが，主室の底面側は緩やかに傾斜する。確認面からの深さは1．83111

で，主室の底面より42cm高い。

主室　底面は長軸3．48m，短軸1．35mの長方形で，長軸方向は主軸方向と直交している。∴南壁側の天井部は遺

存し，天井までの高さは上68mである。）

璧　竪坑，主室ともにほぼ直立する。

尊皇　21層からなる。1～6層は，レンズ状に堆積していることから，天井部崩落後に堆積した土層と考えら

れる。7層からは，竪坑から主室に向かって流れ込むような堆積状況である。l巨1◎摘層は　ロームブロッ

クが主体であることから，天井部の崩落した上層と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック微量

4　暗褐色　炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

6・黒褐色　ローム粒子微量

7　暗褐色　ローム小ブロック少量

8　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子微量

9　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ユ0　暗褐色　ローム粒子少量

．1＿1褐　　色　［ブーム中ブロック・ローム粒子中量、ローム小ブし「ソ

ク少量

12　暗褐色　ローム小ブロック中量

13　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム小ブ

ロック微量

14　褐　　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

ユ5　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

16　暗褐色　ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

17　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子微量

18　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

19　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

20　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

21暗褐色　ローム小ブロックをローム粒子・炭化粒子微量

遺物　混入したとみられる土師器片3点，礫2点が出土したのみである。

所凰　時期を判断できる遺物は出土していない。遺構の形態や，付近に中世の墓壕と思われる遺構が確認され

ていることからタ　中世と考えられる。
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第都周図　第4号地下式墳実測図

0　　　　　　2m
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第5号地謡式磯（＄瞳超28）（第212図）

位置　調査区の東部，C4C8区。

主軸方向　N－1500－W

竪坑　天井部は崩落しており，上面の形状は不明である。底面は長軸工12m，短軸0．82mの長方形である。確

認面からの深さは工86mで，底面は主室に向かって傾斜している。

童窒　底面は長軸3・95m，短軸1・34mの長方形である。竪坑は主室のやや西寄りに位置し，長軸方向は主軸方

向と直交している。底面は平坦で，確認面から底面までの深さは2。14mである。

壁　竪坑，主室ともにほぼ直立する。

覆土　22層からなる。19～22層は，竪坑から主室に向かって流れ込むような堆積状況である。13e17。18層は，

ロームブロックを主体としていることから，天井部が崩落した土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　12　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中プロツ　13　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム大ブロック中量，ロー
ク少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム粒子少量

3　暗褐色　炭化粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック　14　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

4　暗褐色　炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　16　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム大ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量17　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子中量

6　暗褐色　ローム小ブロック少量　　　　　　　　　　　　18　褐　色　ローム大ブロック多量，ローム中ブロック・ローム粒

7　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　子少量

8　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　　19　褐　　色　ローム粒子中量

9　褐　　色　ローム中ブロック・。ーム粒子少量　　　　　　　　　20　褐　　色　ローム粒子少量

10　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子少量　　　　　　　　21暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

11暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量　　　　22　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量



遺物　土師質土器片1点，混入したとみられる土師器片8点が出土している。第213図の409は土師質土器の内

耳鍋で，覆土から出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から15世紀後半と考えられる。

第2瑠2回　第5号地下式壌実測図
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第2相国　第5号地下式墳出土遺物実測図

第5号地下式頻出土遣物観察表（SK428）

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 213 図 内 耳 鍋 A 〔2 8．0〕 体部 から口縁部の破片。内耳 1 か所 口縁部内 ・外 面横 ナデ。耳貼 り付 け 長石 ・石英 ・白色 5 ％

40 9 土師質土器 B （10．5） 残存。器肉はやや薄い。 口縁端部は

平坦 であ る。

後ナデ。 粒子

にぷ い褐色　 普通

－222－



第6号地下式壊（SK429）（第215図）

位置　調査区の南東部，D4bl区。

主軸方向　N－870－E

竪坑　天井部は崩落しており，上面は長軸0．83m，短軸0．72mの長方形と推定される。底面は一辺0．7mほど

の方形である。確認面からの深さは1．65mで，底面は主室に向かって媛やかに傾斜している。

主室　底面は長軸3．55m，短軸1．63mの隅丸長方形で，長軸方向は主軸方向と直交している。底面は平坦で，

確認面からの深さは2．12mである。

壁　竪坑は，外傾して立ち上がる。主室は，ほぼ直立する。

覆土　27層からなる。1－12層・25層は，ローム粒子を微量含みレンズ状に堆積していることから，天井部崩

落後の自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗褐色　炭化粒子少量，小礫微量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
5　黒褐色　炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・小礫微量
8　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
10　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
11暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
12　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
13　褐　　色　ローム粒子多量

16　暗褐色　炭化粒子少量，ローム中ブロック・ローム粒子微量
17　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロッ

ク少量

18　褐　　色
19　褐　　色
20　褐　　色

21褐　　色
22　褐　　色
23　褐　　色
24　黒褐色
25　褐　　色

ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
ロームノトブロック・ローム粒子多量
ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム′トブロッ
ク中量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム′トブロック・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロッ
ク少量

14　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量　26　黄　　色　鹿沼軽石粒子多量
15　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量　27　暗褐色　炭化粒子微量

遺物　第214・216・217図の410－444は土師質土器である。竪坑の底面近くから，411－414・422の皿が5枚重

なった正位の状態で，415・417・420・429の皿が正位の状態で，416・418・423－425・430の皿が逆位の状態

でそれぞれ出土している。主室の中央部の下層から，428・432の皿が破片の状態で出土している。主室の西壁

の下層から，410・421の皿が斜位の状態で出土している。覆土からは，419・421・426・431・433－443の皿，

444の内耳鍋がそれぞれ出土している。

所見　土師質土器の皿が合計34枚出土している。当遺跡の地下式境から多量の遺物が出土しているのは，本跡

のみである。時期は，遺構の形態や出土土器から15世紀後半と考えられる。
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第214図　第6号地下式墳出土遺物実測図（1）

0　　　　　　　　　　　　10cm
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第劉　園　第　号地下式壕実測図
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第別　図　第6号地下式墳出土遺物実測図（3）

第6号地下式嬢出土遺物観察表（SK429）

10cm

」＿∴＿二土二二二＝二l

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第214 図 皿 A ll．2 完形。やや突出した平底。体部は内 体部内・外面ロクロナデ。底部回転 長石・石英・雲母・100％　　　 P L29

410 土師質土器 B　 3．5

C　 4．8

攣気味に外方に開く。 糸切り。底部内面ナデ。 白色粒子

浅黄橙色　 普通

411

皿 A ll．8 日縁部一部欠損。やや突出した平底。体部内・外面ロクロナデ。底部回転 長石・石英・雲母・90％　　　　 P L 29

i
土師質土器 B　 3．3

C　4．8

体部は内攣気味に外方に開く。 糸切り。底部内面ナデ。 白色粒子

にぷい黄橙色　普通

412

皿 A ll．3 日録部一部欠損。平底。体部は内攣 体部内・外面ロクロナデ。底部回転 長石・石英・雲母・90％　　　　 P L 29

土師質土器 B　 3．0

C　 4．6

気味に外方に開く。 糸切り。底部内面ナデ。 針状鉱物

橙色　 普通

4ユ3

皿 A ll．3 口縁部一一部欠損。やや突出した平底。体部内・外面ロクロナデ。底部回転 長石・石英・白色 90％

土師質土器 B　 3．1

C　 5．0

休部は内攣気味に外方に開く。 糸切り。底部内面ナデ。 粒子

橙色　 普通

414

皿 A lL 6 目線部一部欠損。やや突出した平底。体部内・外面ロクロナデ。底部回転 長石・石英・雲母・90％　　　　 P L29

土師質土器 B　 3．5

C　 4．8

体部は内攣気味に外方に開く。 糸切り。底部内面ナデ。 針状鉱物

浅黄橙色　 普通

415

皿 A l工2 口縁部油一部欠損。やや突出した平底。体部内・外面ロクロナデ。底部回転 長石・石英・雲母 90％　　　　 P L 29

土師質土器 B　 3．2

C　 4．8

休部は内攣気味に外方に開く。 糸切り。底部内面ナデ。 橙色

普通

416

皿 A ll．5 口縁部一部欠損。平底。体部は内攣 体部内・外面ロクロナデ。底部回転 長石・石英・雲母・90％

土師質土器 B　 3．2

C　 4．7

気味に外方に開く。 糸切り。底部内面ナデ。 白色粒子

浅黄橙色　 普通

417

皿 A ll．1 底部から口縁部の破片。平底。体部 体部内・外面ロクロナデ。底部回転 長石・石英・雲母・75％

土師質土器 B　 3．2

C　 5．0

は内攣気味に外方に開く。 糸切り。底部内面ナデ。 白色粒子

橙色　 普通

第216図 皿 A ll．1 底部から口縁部の破片。平底。休部 体部内・外面ロクロナデ。底部回転 長石・石英・雲母・70％

418 土師質土器 B　 3．3

C　 4．8

は内攣気味に外方に開く。 糸切り。底部内面ナデ。 白色粒子

橙色　普通

419

皿 A ll．4 底部から口緑部の破片。平底。体部 体部内・外面ロクロナデ。底部回転 長石・石英・雲母 70％

土師質土器 B　 3．3

C　 4．7

ほ内攣気味に外方に開く。 糸切り。底部内面ナデ。 浅黄橙色

普通

420

皿 A ll．0 底部から口縁部の破片。平底。体部 体部内・外面ロクロナデ。底部回転 長石・雲母・針状 60％

土師質土器 B　 2．7

C　 5．0

は外方に開く。 糸切り。底部内面ナデ。 鉱物

橙色　 普通

421

皿 A ll．0 底部から口縁部の破片。やや突出し体部内・外面ロクロナデ。底部回転 長石・石英・白色 60％

土師質土器 B　 3．5

C　 4．2

た平底。体部は内攣気味に外方に開

く。

糸切り。底部内面ナデ。 粒子

橙色　 普通
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 216 図 皿 A 〔11．2〕 底部 から目線部 の破片。平底。体部 体部 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 石英 ・雲母 ・針状 60％

42 2 土師質土器 B　 3．6

C　 5．1

ほ内攣気味 に外方 に開 く。 糸切 り。底部 内面 ナデ。 鉱物

にぷい橙 色　 普通

423

皿 A lO．8 底部 から口緑部 の破片。平底。体部 体部 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石 ・石英 ・白色 60％

土師質土器 B　 3．3

C　 4．2

は内攣気味 に外方 に開 く。 糸切 り。底部内面ナデ。 粒子

橙色　 普 通

424

皿 A l O．8 底部か ら口縁部の破片。やや突出 し 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石 ・石英 ・雲母 ・60％

土師質土器 B　 3．6

C　 4 ．4

た平底。体部は内攣気味に外方に開

く。

糸切 り。底部内面ナデ。 白色粒子

橙色　 普通

425

皿 A 〔10 ．8〕 底部か らロ縁部の破片。平底。体部 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石 ・雲母 ・針状 55％

土師質土器 B　 3 ．1

C　 4 ．5

は内攣気味に外方に開 く。 糸切 り。底部内面ナデ。 鉱物

橙色　 普通

426

皿 A l L 2 底部か らロ縁 部の破片。平底。体部 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部 回転 長石 ・石英・雲母・ 55 ％

土師質土器 B　 3 ．3

C　 4 ．8

ほ内攣気味に外方に開 く。 糸切 り。底部内面ナデ。 白色粒子

浅黄橙色　 普通

427

皿 A 〔11．7〕 底部 から日縁部 の破 片。 平底。休部 体部内 e 外面ロクロナデ。底部 回転 長石 ・石英 ・雲母 55％

土師質土器 B　 3．3

C　 4．6

ほ内攣気 味に外 方に開 く。 糸切 り。底部 内面 ナデ。 橙色

普通

428

皿 A 〔11．3〕 底部 から口縁部 の破片。やや突出 し 体部 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石 ・石英 ・針状 50％

土師質土器 B　 3．4

C　 4．9

た平底。休部 は内攣気味 に外方 に開

く。

糸切 り。底部 内面 ナデ。 鉱物

橙色　 普通

429

皿 A 〔11．4〕 底部か ら日縁部 の破片。平底。体部 体部 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石 ・石英 ・針状 45％

土師質土器 B　 2．9

C　 4．7

ほ内攣気味 に外方 に開 く。 糸切 り。底部内面 ナデ。 鉱物

橙色　 普通

430

皿 A 〔11．0〕 底部か ら口縁部の破片。やや突出 し 体部 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石 ・雲母 ・針状 30％

土師質土器 B　 3．2

C　 4 ．6

た平底。体部は内攣気味 に外方に開

く。

糸切 り。底部内面ナデ。 鉱物

橙色　 普通

431

皿 A l l．2 底部か ら口縁部の破片。やや突出 し 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石 ・石英 ・雲母 ・55％

土師質土器 B　 3．2

C　 5 ．1

た平底。体部は外方に開 く。 糸切 り。底部内面ナデ。 白色粒子

にぷい黄橙色　 普通

432

皿 A 〔11．0〕 底部か ら日縁部の破片。やや突出 し 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石 ・石英 ・雲母・ 45％

土師質土器 B　 3 ．5

C　 4 ．2

た平底。体 部は内攣気味に外方 に開

く。

糸切 り。底部内面ナデ。 白色粒子

橙 色　 普通

433

皿 A ll ．0 底部か ら口縁部 の破 片。平底。休部 体部内 ・外面ロ クロナデ。底 部回転 長石 ・石英 ・雲母・ 45 ％

土師質土器 B　 3．4

C 〔4．4〕

は内攣気 味に外方 に開 く。 糸切 り。底部内面ナデ。 白色粒子

橙色　 普通

第 217 図 皿 A 〔11．0〕 底部 から目線部 の破片。平底。体部 体部内 ・外面ロ クロナデ。底部 回転 長石 ・雲母 ・針状 45 ％

434 土師質土器 B　 3．4

C　 4．6

は内攣気味 に外方 に開 く。 糸切 り。底部 内面 ナデ。 鉱物

橙色　 普通

435

4 36

4 37

43 8

43 9

4 40

皿 A 〔11．1〕 底部 から口縁部 の破片。平底。体部 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石 ・石英 ・白色 45％

35％

30％

30％

30％

30 ％

土師質土器 B　 3．2

C　 4．2

A 〔11．6〕

は内攣気味 に外方 に開 く。 糸切 り。底部 内面 ナデ。 粒子

橙色　 普通

長石 ・石英 ・雲母 ・皿 底部か ら口縁部の破片。やや突出 し 体部 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転

土師質土器

皿

B　 3．2

C　 4。7

A 〔11．4〕

た平底。体部 は内攣気味 に外方に開

く。

底部か ら口緑部の破片。平底。体部

糸切 り。底部内面 ナデ。

体部 内 ・外面 ロクロナデ。底部回転

白色粒子

浅黄橙色　 普通

長石 ・石英 ・白色

土師質土器 B　 3．3

C　 4．8

A 〔11．1〕

ほ内攣気味 に外方 に開 く。 糸切 り。底部内面 ナデ。 粒子

浅黄橙 色　 普通

長石 ・石英・雲母 ・皿 底部か ら口縁部の破片。やや突出 し 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転

土師質土器

皿

B　 3．1

C　 4 ．8

A 〔11．6〕

た平底。体部は内攣気味に外方に開

く。

底部か ら口縁部の破片。平底 。体部

糸切 り。底部内面ナデ。

体部内 e 外面 ロクロナデ。底部回転

白色粒子

橙色　 普通

長石 ・石英 e 白色

土師質土器 B　 3 ．2

C　 4 ．6

A 〔10 ．4〕

ほ内攣気 味に外方に開 く。 糸切 り。底部内面ナデ。 粒子

浅黄橙色　 普通

長石 ・石英 ・雲母・皿 底部か ら口縁 部の破 片。平底。休部 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部 回転

土師質土器 B　 3．4

C 〔4．4〕

ほ内攣気味 に外 方に開 く。 糸切 り。底部内面ナデ。 白色粒子

浅黄橙色　 普通
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 217 回 皿 B （2 ．4） 底部か ら体部 の破 片。平底。休部 は 体部内 ・外面 ロクロナデ。底 部回転 長石 ・石英 ・針状 30 ％

44 1 土師質土器 C　 4 ．9 外方に開 く。 糸切 り。底部内面 ナデ。 鉱物

橙色　 普通

442

皿 B （2．6） 底部か ら体部の破片。平底。体部は 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 石英 ・雲母 ・白色 30％

土師質土器 C　 4．9 外方 に開 く。 糸切 り。底部 内面 ナデ。 粒子

橙色　 普通

443

皿

土師質土器

B （上2）

C　 4 ．5

底部か ら体部の破片。平底。体 部は

外方に開 く。

体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転

糸切 り。底部内面ナデ。

長石 ・石英 ・白色

粒子

浅黄橙色　 普通

20％

444

内 耳 鍋 B （8 ．8） 日縁 部の破片。 内耳 1 か所残存。耳 目線部内 ・外面横 ナデ。耳貼 り付 け 長石 ・石英 ・雲母 5 ％

土師質土器 貼 り付 け。 目線端部 は平坦であ る。 後，ナデ。 浅黄色

普通

第　号地謡戎磯　纏瞳鯛拇（第218図）

位置　調査区の南‾乗部，D4b3区。

主軸方向　N－200－W

竪坑　天井部は崩落しており，上面は長径l。43m，短径1．09mの楕円形と推定される。底面は径0。8mほどの

円形である。底面は平坦で，確認面からの深さは上65mである。主室の底面より49cm高い。

童窒　底面は長潮軋76m，短軸上2射mの長方形で，長軸方向は主軸方向と直交している。底面は平坦で，確認

面から底面までの深さは2．14mである。底面全体から，焼土とともに炭化したわら状のものと炭化材が検出さ

れている。

壁　竪坑，主室ともにほぼ直立する。

啓丑　26層からなる。H層は　ロームブロックを主体としていることから，天井部が崩落した土層と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　褐　　色

7　黒褐色
8　暗褐色
9　暗褐色
10　暗褐色

ローム粒子・炭化粒子微量
炭化粒子少量
ローム粒子・焼土粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
ローム粒子微量
ローム粒子少量
ローム小ブロック・炭化粒子少量
ローム′J、ブロック・ローム粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
炭化粒子微量

ユ5　黒　褐色
16　暗褐色
17　褐　　色
18　褐　　色
19　黄褐色
20　褐　　色
21暗褐色
22　褐　　色
23　褐　　色
24　暗褐色

11褐　　色　ローム大ブロックのローム小ブロック・ローム粒子多量　25　暗褐色
12　暗褐色　ローム中ブロック微量
13　暗褐色　ローム小ブロック微量
14　褐　　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量，ロー

ム粒子少量

遺物　第2＿19図のM37は刀子で，覆土から出土しているし「

ローム中ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子・白色粘土粒子微量
ローム太ブロック多量，ローム粒子少量
ローム4、ブロック多量
鹿沼軽石粒子多量
ローム粒子・炭化粒子少量
炭化物・炭化粒子微量
ローム中ブロック少量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム太ブロック・ローム粒子微量
炭化粒子少量，ローム粒子微量

26　暗褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

所凰　主室の底面全体から，焼土とともに炭化したわら状のものと炭化材が検出された地下式壕は，本跡のみ

である。時期を判断できる遺物は出土していない。遺構の形態や，付近に中世の墓壕と思われる遺構が確認さ

れていることから，中世と考えられる。

第　号地帯式磯　纏瞳鯛鋸　（第218図）

位置　調査区の南東部，D4b2区。

重複関係　第533。534号土坑と重複している。

主軸方向　N－220－W

竪坑　天井部は崩落しており，上面は長径1．51m，短径L25mの楕円形と推定される。底面は長径0．85m，短
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第218図　第7・8号地下式墳実測図
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径0．65mの楕円形である。底面は平坦で，確認面からの深さは1．56mである。主室の底面より49cm高い。

主室　底面は長軸5．96m，短軸1．24mの長方形で，長軸方向は主軸方向と直交している。底面は平坦で，確認

面からの深さは2．05mである。

壁　竪坑は，外傾して立ち上がる。主室は，ほぼ直立する。

覆土　21層からなる。2－7・20・21層は，ロームブロック主体の天井部及び壁の崩落した土層と考えられる。

土居解説
1　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・′ト礫微量　　　　　　　　12　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　褐　　色　ローム中ブロック多量，ローム′トブロック・ローム拉　13　粟褐色　ローム小ブロック微量

子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　暗褐色　ローム中ブロック微量

3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中プロソ　15　褐　　色　ローム小ブロック・⊂「一ム粒子少量，ローム中ブロッ
ク少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク微量

4　褐　　色　ローム大ブロック・ローム粒子多量　　　　　　　　　16　黒褐色　ローム粒子微量
5　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム拉　17　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

6　褐　　色

7　褐　　色

8　暗褐色
9　暗褐色
10　褐　　色
11黒褐色

子少量
ローム粒子少量
ローム粒子多量，ローム中ブロック中量
ローム小ブロック少量
炭化粒子微量
ローム小ブロック多量，ローム粒子少量
ローム粒子・炭化粒子微量

18　暗褐色　ローム大ブロック少量，ローム粒子微量
19　暗褐色　ローム小ブロック微量

20　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロッ
ク中量

21褐　　色　ローム′トブロック多量，ローム粒子中量，ローム中ブ
ロック少量

遺物　第219・220図の445・446は土師質土器の内耳鍋，M38－M44は古銭である。主室の中央部の覆土中層か

ら，445・446の内耳鍋は破片の状態で，M38－M43の古銭は貼り付いた状態で出土している。M44の古銭は，

覆土から出土している。

所見　第7号地下式堀の西側に隣接し，2基の主室の長軸が，ほぼ直線に並んだ状態で検出された。どちらも

主室は細長く，竪坑の底面は主室の底面から49cmほど高くなっている。時期は，遺構の形態や出土土器から15

世紀後半と考えられる。

第219図　第7・8号地下式墳出土遺物実測図（1）
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第詔園　第8号地下式墳出土遺物実測図（2）

第7号地下式頻出土遺物観察表（SK48の

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 i 材 質

特　　　　　　　 徴 備　　 考
刀身（cm） 身幅（cm） 重ね（cm） 重量（g ）

第218回M 37 刀　　 子 （4．5） 1．6 0．2 （2．8） 鉄 刃部から茎部の破片。

第8号地下式頻出土遺物観察表（SK490）

図版番号 器　 種 計漸酎扁 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 220 図 内 耳 鍋 A　 3 1．5 体部か ら日縁部の破片。内耳 3 か所 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・外 長石 ・石 英 ・白色 80 ％　　　　 P L 29

4 45 土師質土器 B （1 7．3） 残存。体部は外傾 して立 ち上が り，

ロ縁部 に至る。

面 ナデ。耳貼 り付 け後 ナデ。 粒子

にぷい黄橙色　 普通

休部外面煤付着

第 2 18 図 内 耳 鍋 A 〔29 ．8〕 底部か ら口縁 部の破 片。体 部は外傾 目線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 石英 ・雲母 ・白色 20 ％

44 6 土師質土器 B 17 ．7

C 〔18．3〕

して立ち上 が り， 口縁部 に至 る。 面ナデ，体部外面下端へ ラ削 り。 粒子

にぷい褐色　 普通

体 部外面煤付着
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図版番号 銭　 種
計　　 測　　 値 初　　　 鋳　　　 年

備　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ） 時　　　 代 西　　　 暦

第218図M 38 皇宋適填． 2．5 0．2 0．6 4．3 北宋 103 8年 P L 30

M 39 勲寧元賓 2．4－ 0．2 0．6 4．0 北宋 10 68年

M 4 0 元豊通貨 2．4 0．1 0．7 3．0 北宋 1178年

M 4 1 宣和適賓 2．5 0．2 0 ．6 3．6 北宋 1119年

M 4 2 0 0 0 （⊃ 2 ．4 0 ．1 0 ．6 3 ．2 判読不 明 不明

M 43 〇〇〇〇 2．5 0 ．1 0 ．7 3 ．2 判読不明 不明

M 44 浜武通貨 2．0 0．2 0．5 3．3 明 136 8年

第9号地謡式壌（SK飽98）（第221図）

位置　調査区の南東部，C4i5区。

主軸方向　N－620－E

竪坑　天井部は崩落しており，上面は長軸上39m，短軸1．12mの長方形と推定される。底面は長軸0。72m，短

軸0．64mの長方形である。底面は平坦で，確認面からの深さは上65mである。主室の底面から60。m高い。

重宝　底面は長軸5・32m，短軸H5mの長方形で，長軸方向は主軸方向と直交している。底面は平坦で，確認

面からの深さは2。25mである。

壁　竪坑は，外傾して立ち上がる。主室は，ほぼ直立する。

覆土17層からなる。16。17層はロームブロックを主体としていることから，天井部の崩落した土層と考えら

れる。、

＼＼＼　　　　　　ノ／一

、－－－　、＿．．．．＿　′／

Ui

第2割図　第9号地下式墳実測図
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土層解説

1　褐　　色
2　暗褐色
3　褐　　色

4　褐　　色

5　暗褐色
6　暗褐色
7　褐　　色

8　褐　　色

ローム中ブロック・ローム粒子少量
ローム′トブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子・炭化粒子微量
ロ・一ム小ブロック微量

コーム粒子中量，ローム中ブロック少量
ローム小ブロック・ローム粒子中量

10　暗褐色　ロ

は　暗褐色　ロ
12　暗褐色　ロ
13　黒褐色　ロ

14　暗褐色　ロ
15　褐　　色　ロ

16　褐　　色　ロ

ーム′トブロック少量

－ム粒子少量，ローム小ブロック微量
－ム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
－ム粒子少量

－ム小ブロック・ローム粒子微量
－ム中ブロック少量

－ム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小プロツ
ク中量

9　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　　17　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　第222図の447。448は土師質土器の内耳鍋で，覆土から出土している。主室の底面の北東壁際から，長

径30cm大の礫が5個，竪坑の底面から同様の礫が1個出土している。

所凰　主軸の方向は異なるが，第7。8号地下式壕と同じ形状である。時期は，遺構の形態や出土土器から15

世紀後半と考えられる。

第222図　第9号地下式墳出土遺物実測図

第9号地下式墳出土遺物観察表（SK498）

0　　　　　　　10cm

L二一一二一一一一一一一一一二七二二二』

図版 番 号 器　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 22 2 図 内 耳 鍋 B （9 ．9） 口縁 部 の 破 片 。 内 耳 1 か所 残存 。 口 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 耳 貼 り付 け 石 英 ・雲 母 ・白 色 5 ％

44 7 土師質土器 縁 端 部 は ， 平 坦 で あ る 。 後 ナ デ。 粒 子

橙 色　 普 通

内 耳 鍋 B （9 ．2） 目線 部 の 破 片 。 内 耳 1 か所 残 存 。 口 目線 部 内 e 外 面 横 ナ デ 。 耳 貼 り付 け 石 英 ・雲 母 ・白色 5 ％

44 8 土師質土器 縁 端 部 は ， 平 坦 で あ る 。 後 ナ デ。 粒 子

浅 黄色　 普 通

第臓号地帯式磯纏K馴郎（第223図）

位置　調査区の南東部，D3bO区。

主軸方向　N－100－W

竪坑　上面は径上8mほどの円形，底面は長径0．78m，短径0．58mの楕円形である。確認面からの深さは1・92m

で，主室の底面より35cm高い。底面は，主室に向かって傾斜している。

童窒　主室の天井部は，ほぼ完全に残っていた。底面は長軸3．13m，短軸1誹7mの長方形で，長軸方向は主軸

方向と直交している。主室の横断面形は長方形で，主室の底面から天井までの高さは工05mである。

壁　竪坑は，外傾して立ち上がる。主室は，ほぼ直立する。

啓豊　21層からなる。焼土粒子の炭化粒子。ローム粒子が少量から微量含まれる土層が，重なり合うように堆

積している。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ
ク・炭化粒子微量
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5　黒褐色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック・ローム拉　14　黒褐色　ローム粒子・炭化材・炭化粒子微量
子・炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼士粒子・炭化

粒子微量

7　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量

8　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

9　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼軽石粒子微量

10　黒　褐色　ローム粒子微量

11暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少

量，焼土粒子・炭化粒子微量

ユ2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム′トブロック・炭化粒子微量

13　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

15　暗褐色　ローム粒子少量

16　暗褐色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・
焼土粒子微量

17　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量

18　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ

ク・炭化粒子微量

19　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

20　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ
ク微量

21黒褐色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

所凰　出土遺物はなく，時期は断定できない。遺構の形態や，付近に中世の墓壕と思われる遺構が確認されて

いることから中世と考えられる。

：‾

l lll　　　一一　－

／

旦「

し
旦　30．0m

一

一

　

～

＼

1

、

l

ノ

＼

第223図　第10号地下式墳実測図

0　　　　　　2m

ヒ二二二二王二二二二』

第m考地帯式壌（＄瞳5野）（第224図）

位置　調査区の南東部，C4il区。

主軸方向　N－1100－E

堅坑　天井部は崩落しており，上面の形状は明確でない。西側の壁は，中位に三つの段をもっている。底面は

長軸0．58m，短軸0．25mの長方形である。底面は平坦で，確認面からの深さは2．03mである。

童窒　底面は長軸3．45m，短軸1．05mの長方形で，長軸方向は主軸方向と直交している。底面は平坦で，確認

面からの深さは2．08mである。

壁　竪坑は，やや外傾して立ち上がる。主室は，ほぼ直立する。
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遺物　混入したとみられる縄文土器片1点，土師器片2点が出土している。主室の北西壁際の底面から，長径

20cmほどの礫が4個出土している。

所見　時期を判断できる遺物は出土していない。遺構の形態や，付近に中世の墓壕と思われる遺構が確認され

ていることから中世と考えられる。

旦　30．0m

第2別図　第11号地下式墳実測図

0　　　　　　　　2m

［＿二∴＿＿＿＿＿＿＿＿ムー＿u＿＿∃二「二二∃

第柑号地謡式磯（SK6摘）（第225図）

位置　調査区の南東部，C3iO区。

重複関係　崩落した天井部の上面を，第560～563号土坑に掘りこまれている。

主軸方向　N－1620－E

竪坑　天井部は崩落しており，上面の形状は不明である。底面は長軸0．75m，短軸0。55mの長方形である。底

面は平坦で，確認面からの深さは1。15mである。主室の底面から80cm高い。

童窒　底面は長軸4．4m，短軸工82mの長方形で，長軸方向は主軸方向と直交している。底面は平坦で，確認

面からの深さは上95mである。

壁　竪坑，主室ともにほぼ直立する。

覆土　20層からなる。1～8層は，ローム土に鹿沼軽石粒子を含む層であることから，埋め戻された土層と思

われる。20層は天井部の崩落した土層と考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小プロツ　　5　褐

ク少量，ローム大ブロック・鹿沼軽石粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，ローム大ブ　　6　褐

ロック・鹿沼軽石粒子微量

3　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒　　7　褐

子少量，ローム大ブロック・鹿沼軽石粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブ　　8　褐

ロック・鹿沼軽石粒子微量
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色　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ローム粒

子少量，鹿沼軽石粒子微量

色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，鹿沼軽石粒

子微量

色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒

子少量，鹿沼軽石粒子微量

色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少

量，ローム中ブロック・鹿沼軽石粒子微量



9
　
i
O
 
H
　
1
2
　
1
3
1
4
　
1
5

褐　　色　ローム／トブロック・Eト…ム粒子中量

暗褐色　炭化粒子少蔓

褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒j′・少量

褐　　色　ローム粒子中量

褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

撃
∵
暗

褐色　炭化粒子多量

褐色　炭化粒子中量

16　暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子微量

17　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

18　褐　　色　ローム粒子中量

19　暗褐色　炭化粒子微量

20　褐　　色　ローム大ブロック・。ーム粒子多量，ローム中ブロッ
ク中量

所見　出土遺物はなく，時期は断定できない。遺構の形態や，付近に中世の墓壕と思われる遺構が確認されて

いることから中世と考えられる。

第225図　第12号地下式墳実測図

0　　　　　　　2m

［二二二士二二二∃

第臓考地謡式壌　摘瞳那8）（第226図）

位置　調査区の南西部，D3j2区。

重複関係　第2号溝を掘りこんでいる。

童軸方向　N－200－W

竪坑　天井部は崩落しており，上面は径工4mほどの円形と推定される。底面は径0．95mほどの円形である。

底面は平坦で，確認面からの深さは2．29mである。主室の底面から31cm高い。

重宝　底面は長軸3・65m，短軸上48mの長方形で，長軸方向は主軸方向と直交している。底面は平坦で，確認

面からの深さは2．6mである。

壁　竪坑，主室ともにやや外傾して立ち上がる。

覆土12層からなる。ロームブロックを主体とし，ブロック状に堆積していることから，人為堆積と思われる。
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土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
2　由褐色　ローム′トブロック中量，ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ
ク微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒了ヰ量，斬沼軽石粒了少量12暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中プロッ
6　黒褐色　ロー→ム桂子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク微量

遺物　第226・227図の449・450は土師質土器である0449の内耳鍋は，主室中央部の底面から逆位の状態で出

土している0内耳鋼の外面には煤が付着し・底部は欠損している0450の内耳鍋は，覆土から出土している。

所見　主室の底面から・内耳鍋が逆位の状態で出土している0内耳鍋の下及び周囲を丁寧に掘り下げたが，人

骨は確認できなかった。時期は，遺構の形態や出土土器から15世紀後半と考えられる。

2m

ト－一・一十－－」

7　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子微量

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
9　黒褐色　ローム粒子微量

10　黒褐色　ローム′トブロック中量，炭化粒子微量
11暗褐色　ローム粒子中量

。、憬　／柑
l　　　　　　　／

⊥・
第226図　第13号地下式墳・出土遺物実測図（1）
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第22ア図　第13号地下式墳出土遺物実測図（2）

第13号地下式頻出土遺物観察表（SK718）

図版番号 器　 種 計測値（cmJ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 †色調 ・焼成 備　　 考

第 227 図 内 耳 鍋 A　3 0．0 底 部一部 欠損。平底。内耳 3 か所残 日縁部内 ・外面横ナデ。体部 内 ・外 長石 ・石英 ・雲母・ ら0 ％　　 P L 29

44 9
土師質土器 B 17．0

C 1 5．9

存。休部 は内攣気味 に立 ち上が り，

口縁部 に至 る。 口縁端部は平坦であ

る。

面ナデ。耳貼 り付け後ナデ。 白色粒子

橙色　 普通

内面煤付着

第 22 6 回 内 耳 鍋 A 〔3 7．4〕 底部か ら口縁部の破 片。体部は外傾 口稼部 内 ・外面横 ナデ。体部内 ・外 石英 ・白色粒子 20％

4 50 土師質土器 B　ユ7 ．9

C 〔18 ．4〕

して立ち上が り，目線 部に至 る。ロ

縁端部は平坦 である。

面 ナデ，休部外面下端へ ラ削 り。 にぷい赤褐色

普通

外面煤付着
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第掴号地謡式磯（＄瞳鋼8）（第228図）

位置　調査区の南西部，D3jl区。

重複関係　第747号土坑を掘り込み，崩落した天井部の北西側上面を，第749号土坑に掘り込まれている。

童軸方向　N－160－W

竪坑　天井部は崩落しており，上面の形状は不明である。底面は長軸0．55m，短軸0．45mの長方形である。確

認面からの深さは1．83mで，底面は主室に向かってわずかに傾斜している。

重宝　底面は長軸3．52m，短軸1．69mの長方形で，長軸方向は主軸方向と直交している。底面は平坦で，確認

面からの深さは工91mである。

壁　竪坑，主室ともにほぼ直立する。

覆土16層からなる。1e　2層はロームブロックと鹿沼軽石粒子を含む層で，埋め戻された土層と思われる。

16層は，ロームブロックを主体としていることから，天井部が崩落した土層と考えられる。

土層解説
1　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク・鹿沼軽石粒子少量
2　褐　　色　ローム中ブロック・鹿沼軽石粒子中量，ローム大ブロ

ック・ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム′トブロックe炭化粒子少量，ローム小ブロック

微量
4　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

5　暗褐色　ローム中ブロック・炭化粒子少量
6　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

7　暗褐色　ローム′j、ブロック・ローム粒子少量

色
色
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
　
褐
褐
褐
褐

暗
暗
黒
褐
窯
暗
暗
暗
褐

8

9

1

0

1

・

1

i

2

1

3

1

4

1

5

1

6

ローム中ブロック少量
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

ーム小ブロック・炭化粒子微量

－ム粒子・炭化粒子微量
－ム小ブロック中量，ローム粒子少量
－ムノJ、ブロック少量

－ム粒子少量，ローム小ブロック微量

－ム中ブロック・ローム小ブロック少量
－ム小ブロック中量
－ム中ブロック・ローム小ブロック中量

遺物　混入したとみられる須恵器片1点が出土したのみである。

所見　時期を判断できる遺物は出土していない。遺構の形態や，付近に中世の墓壕と思われる遺構が確認され

ていることから中世と考えられる。

第228図　第14号地下式墳実測図
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沌　火葬施設

第　号火浄施設　纏隠臓郎（第229図）

位置　調査区の南部，D招2区。

重複関係　第2号火葬施設を掘り込み，Plに掘り込まれている。

規模と形状　T字状を呈している。燃焼部は，主軸と直交する長軸H7cm，短軸40cmの隅丸長方形で言蒙さ13～

18enlである。断面は逆台形で，壁面は外傾して立ち上がる。開口部は主軸と平行する長軸93cm，短軸59cmの隅

丸長方形で言莱さ5cmである。断面は逆台形で，壁面は緩やかに外傾して立ち上がる。燃焼部のほぼ中央に位

置する通気藩はヲ　主軸と平行し，長さほ8宛mと推定され，上幅35cm　下幅祁cm言蒙さ封cmである。断面はU字

状を呈する。Plは，径35cmの円形で，深さ33cmである。覆土の状況から本跡とは伴わない。

主軸方向　N一（う「、－E

底面　開口部から燃焼部にかけてプ　緩やかに下がっている。燃焼部及び通気溝の底面は凹凸で，火熱を受けて

赤変している。

覆羞10層からなる。廃土粒子夕　炭化粒子，骨片等を含む層である。）

ま．層解説

1黒褐色　ローム′トブロック中蔓，ローム粒子少量　　　　　　　6　極暗褐色　焼土粒戸中量，ローーム粒子0炭化粒子少鼠　骨粉微量
2　黒　　色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子微量　　　　　　　7　望　　色　炭化物中鼠　炭化粒子。骨粉少鼠　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒了や量，ローム小ブロック少量　　　　　　　8　黒褐色　炭化物・炭化粒了少量，ローム粒子や骨粉微量
4　極暗褐色　炭化粒子中鼠　ローム小ブロックの。ーム粒子少量　　9　黒褐色　炭化粒了ヰ主星，焼土粒子e炭化物少量，ローム粒子微量
5　里　　色　焼土粒子少鼠　ローム粒子e炭化粒子弓子粉微量　　　10　黒　　色　ローム粒了一微量

遺物　覆土上層から中層にかけて，骨粉及び炭化物の層がみられる。燃焼部の底面から，骨片及び炭化材が出

土している。

新風　燃焼部と通気溝から，骨片，炭化材及び焼土が検出されたことから言量骸を火葬したものと考えられる。

時期はタ　遺構の形態などから，中世と考えられる。

第　号淡諌施設　摘瞳臓郎　（第229図）

位置　調査区の南部，D4f3区。

重複関係　第1号火葬施設と，P2にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　T字状を呈している。燃焼部は，主軸と直交する長軸109cm，短軸48cmの隅丸長方形で言宗さ13cm

である。断面は逆台形で，壁面は外傾して立ち上がる。燃焼部のほぼ中央に位置する通気藩は，主軸と平行し，

長さほH8cmと推定され，上幅4km　下幅22cm言蒙さ28cmである。断面はU字状を呈する。P2ほ　長径購cm，

短径33cmの楕円形で，深さ45cmである。覆土の状況から本跡とは伴わない。

主軸方向　N－（甘－＼・Ⅴ

底面　通気溝から燃焼部にかけて，緩やかに下がっている。燃焼部及び通気溝の底面は凹凸で，壁際近くは火

熱を受けて赤変している。

覆土　8層からなる。焼土粒子プ　炭化粒子，骨粉及び骨片等を含む層である。

土層解説

H　黒褐色　ロームノトブロック。ローム粒子少量　　　　　　　　　ユ5　極暗褐色　ローム粒子の焼土粒子0炭化粒子少量，骨粉微量

12　望　　色　炭化物少量，ローム粒子の焼土粒子0骨粉微量　　　　16　黒褐色　ローム′トブロックeローム粒子e炭化物少量

ユ3　暗褐色　ローム粒子e赤色粒子微量　　　　　　　　　　　　　17　黒　　色　ローム粒召数量

ユ4　黒　　色　炭化物e炭化粒子少量，ローム粒子・骨片微量　　　　18　黒　　色　ローム粒子少量

遺物　覆土上層から下層にかけて，骨粉，骨片及び炭化物が，燃焼部の底面から，炭化材が出土している。

所凰　燃焼部と通気溝から，骨片，炭化材及び焼土が検出されたことから，遺骸を火葬したものと考えられる。

時期は，遺構の形態などから，中世と考えられる。
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0／
第2号火葬施設

第229図　第1・2号火葬施設実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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第3号火葬施設（SK157）（第230図）

位置　調査区の西部，Dlj6区。

重複関係　第231号土坑を掘り込み，Plに掘り込まれている。

規模と形状　丁字状を呈している。燃焼部は，主軸と直交する長軸173cm，短軸50cmの隅丸長方形で言深さ5C。

である。断面は逆台形で，壁面は緩やかに外傾して立ち上がる。燃焼部のやや北側に位置する通気溝は，主軸

と平行し，長さ110cm，上幅40cm，下幅28cm，深さ11－23cmである。断面はU字状を呈する。Plは，径38cmの

QIIく

第230図　第3号火葬施設実測図
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円形で，深さ29cmである。覆土の状況から本跡とは伴わない。

主軸方向　N－900－E

底面　通気溝から燃焼部にかけて，緩やかに下がっている。燃焼部及び通気溝の底面は凹凸で，通気溝近くの

壁際は火熱を受けて赤変している。

覆土　5層からなる。焼土粒子，炭化粒子及び骨片等を含む層である。

土層解説
1　黒　　色　ローム桂子・焼土拉千・炭化粒了・・骨片微量
2　男　　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・炭化物・

骨片微量
3　黒　　色　炭化物中量，炭化拉了・・焼土杜7－・骨片少量，ロー

ム粒了・微量

4　黒　　色　炭化物・炭化粒了‥骨粉少量．焼土粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

遺物　覆土上層から底面にかけて，骨粉，骨片及び炭化物の層がみられる。

所見　骨片，炭化材及び焼土が検出されたことから，遺骸を火葬したものと考えられる。時期は，遺構の形態

などから，中世と考えられる。

第4号火葬施設（SK173）（第231図）

位置　調査区の西部，Clb7区。

規模と形状　丁字状を呈している。燃焼部は，主軸と直交する長軸174cm，短軸58cmの隅丸長方形で，深さ33cm

である。断面は逆台形で，壁面は外傾して立ち上がる。燃焼部のほぼ中央に位置する通気溝は，主軸と平行し，

長さ126cm，上幅31cm，下幅13cm，深さ21－45cmである。断面はU字状を呈している。

主軸方向　N一．350－W

底面　通気溝から燃焼部にかけて，緩やかに下がっている。燃焼部及び通気溝の底面は凹凸で，火熱を受けて

赤変している。

覆土16層からなる。焼土粒子，炭化粒子及び骨粉等を含み，ブロック状に堆積している。

土層解説
1　黒　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム拉了や量，ローム小ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム′トブロック微量
4　極暗褐色　ローム拉了一多量，ローム小ブロック中量
5　黒　　色　炭化粒子多量，炭化物中量，炭化材少量

－／′　　　　　　　　日　　：

第231図　第4号火葬施設実測図

6　黒　　色　ローム桂子中量

7　褐　　色　ロームノトブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロッ
ク少量

8　黒　　色　ローム中ブロック・ロームノトブロック中量，ローム粒
子微量

0　　　　　　　　　　　　　　1m
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9　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ユ0　異　　色　炭化物8炭化粒子中量チ　炭化材。骨粉少量

目　星　　色　炭化好き炭化物0炭化粒子中鼠　骨粉少鼠　焼土粒子

微量

13　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

14　異　　色　炭化物e炭化粒子中量ザ　焼土中ブロック・焼土粒子少

量蔓　炭化材微量

15　窯　褐色

12　暗褐色　ローム／トブロックさロー∵ム粒子少量，ローム中プロッ　ユ6　暗褐色

ク微量

ローム小ブロック。lコーム粒子少量

ローム小ブロックや！コーム粒子中量，焼土粒子微量

遺物　覆土上層から底面にかけてタ　骨粉，骨片及び炭化物の層がみられる。燃焼部の底面から，多量の炭化材，

火熱によって割れたと思われる礫が出土している。礫は，底面に据え置かれた状態で確認されている。

所凰　今回検出された火葬施設の中で芦　最も規模が大きい。検出された炭化材は，縦長の繊維に節が確認でき

たことから竹とみられる。燃焼部と通気藩から学　骨粉，骨片，炭化材，焼土及び礫が検出されたことから9　遺

骸を火葬したものと考えられる。時期は言豊構の形態などからタ　中牡と考えられる。

、、．ゝ∴二ノ

l、・　．　　　　　・　－

げ　／
叫

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m
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第調図　第5号火葬施設実測図

第　号洗顔施設　纏K邦郎（第232図）

位置　調査区の南部　D4（区。

重複関係　第84号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　rlつ：状を呈している．燃焼部は，主

軸と直交する長軸125cm，短軸49cmの隅丸長方形

で言莱さ4cmである。断面は逆台形でタ　壁面は緩

やかに外傾して立ち上がる。燃焼部のほぼ中央に

位置する通気溝は，主軸と平行し，長さは推定で、

87cm学　士幅購cm　下幅22cm言蒙さ　～摘cmである。

断面はU字状を呈している。

主軸方向　N一針「⊥W

底面　通気溝から燃焼部にかけて，緩やかに下が

っている。燃焼部及び通気溝の底面は凹凸で芦　通

気溝近くの壁際は火熱を受けて赤変している。

覆土　は層からなる。焼土粒子，炭化粒子及び骨粉等を含み，ブロック状に堆積している。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子中量，焼土粒子e炭化　　7　極暗褐色

物の炭化粒子・骨粉少量　　　　　　　　　　　　　　　8　黒褐色
2　黒褐色　ローム粒子の焼土粒子の炭化物0炭化粒子も骨粉少量　　9　暗褐色
3　望　　色　炭化粒子多鼠　炭化物中量㍉廃土粒子せ骨粉少量
4　暗褐色　ローム粒子。廃土粒子中屋＼ローム小ブロックを炭化　10　黒　　色

粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ユ　褐　　色
5　黒　褐色　ローム小ブロック0炭化粒子中量，ローム粒子・焼土

粒子や炭化物微量
6　黒　　色　廃土粒子中量，炭化物。炭化粒子0骨粉少量，ローム

粒子微量

遺物　覆土上層から底面にかけてタ　骨粉及び炭化物の層がみられる。

ローム粒子の焼土粒子の炭化粒子少量
ローム粒子e焼土路子や炭化粒子ゆ骨粉少量
ローム粒子中量，ローム小ブロックゆ炭化物少鼠　焼
土粒子0炭化粒子微量

炭化物や炭化粒子・骨粉少量，ローム粒子微量
ローム小ブロックeローム粒子中鼠　炭化物も炭化粒
子少量

所凰　燃焼部と通気藩から，骨粉夕　炭化物及び焼土が検出されたことからヲ　遺骸を火葬したものと考えられる。

時期は，遺構の形態などから，中世と考えられる。

第　号火葬施設　摘瞳雑報　（第233図）

位置　調査区の南部，r「日高区

規模と形状　丁字状を呈している。燃焼部は，主軸と直交する長軸134cm，短軸43cmの隅丸長方形で言蒙さ摘cm
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である。断面は逆台形で，壁面は緩やかに外傾し

て立ち上がる。燃焼部のほぼ中央に位置する通気

溝は，主軸と平行し，長さ76cm，上幅34cm，下幅

21cm，深さ11－18cmである。断面はU字状を呈す。

主軸方向　N－64。－W

底面　通気溝から燃焼部にかけて，緩やかに下が

っている。燃焼部及び通気溝の底面は凹凸である。

覆土12層からなる。焼土粒子，炭化粒子及び骨

粉等を含み，ブロック状に堆積している。

土居解説
1　黒　　色　炭化物・炭化粒子少量
2　男　　色　炭化粒子中量，炭化物少量・ローム小ブロック・

骨片・骨粉微量
3　黒　　色　炭化物・炭化粒子中量，焼土粒子少量，骨粉微量
4　極暗褐色　ローム粒子少量．ローム小ブロック・炭化粒子微量
5　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子・骨片少量
6　黒　　色　焼土粒子・炭化粒子・骨粉微量
7　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，炭化物少量，ローム拉

了‥骨粉微量
8　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・骨片・骨粉

少量
9　暗褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子中量，ローム粒子少量
10　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

叫　　　叫

1m
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第233図　第6号火葬施設実測図

11黒褐色　焼土′トブロック・炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子
微量

12　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子少量

遺物　覆土上層から底面にかけて，骨片・骨粉及び炭化物の層がみられる。燃焼部と通気溝の底面から，骨片

及び炭化材が出土している。

所見　燃焼部と通気溝から，骨片及び炭化物が検出されたことから，遺骸を火葬したものと考えられる。時期

は，遺構の形態などから，中世と考えられる。

第7号火葬施設（SK636）（第234図）

位置　調査区の南西部，E3e3区。

規模と形状　丁字状を呈している。燃焼部は主軸

と直交し，長軸154cm，短軸72cmの隅丸長方形で，

深さ12－15cmである。断面は逆台形で，壁面は緩

やかに外傾して立ち上がる。燃焼部のほぼ中央に

位置する通気溝は，主軸と平行し，長さ78cm，上

幅25cm，下幅14cm，深さ19－28cmである。断面は

U字状を呈している。

主軸方向　N－230－W

底面　通気溝から燃焼部にかけて，緩やかに下が

っている。燃焼部及び通気溝の底面はほぼ平坦で，

通気溝近くの壁際は火熱を受けて赤変している。

覆土　5層からなる。炭化物，炭化粒子及び骨粉

等を含み，ブロック状に堆積している。 し⊥」m
第234図　第7号火葬施設実測図

ー243－



土居解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量　　　　　　　　　4　黒褐色　炭化粒子少量，骨粉微量
2　暗褐色　ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・骨粉微量　5　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　炭化粒子微量

遺物　覆土上層から底面にかけて，骨粉，炭化粒子及び炭化物の層がみられる。燃焼部の底面から，火熟を受

けて赤変した礫が出土している。

所見　燃焼部と通気溝から，骨粉及び炭化物が検出されたことから，遺骸を火葬したものと考えられる。時期

は，遺構の形態などから，中世と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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第235図　第8号火葬施設実測図

第8号火葬施設（SK714）（第235図）

位置　調査区の南西部，E3d4区。

重複関係　第49号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　丁字状を呈している。燃焼部は主軸と直交し，長

軸179cm，短軸63cmの隅丸長方形で，深さ10cmである。断面は

逆台形で，壁面は外傾して立ち上がる。燃焼部のほぼ中央に位

置する通気溝は，主軸と平行し，長さ94cm，上幅24cm，下幅8

cm，深さ18cmである。断面はU字状を呈している。

主軸方向　N－640－W

底面　燃焼部及び通気溝の底面は，やや凹凸がある。

覆土　燃焼部の南側が底面まで削平されていたため，覆土は確

認できなかった。

遺物　燃焼部及び通気溝の底面から，骨粉及び炭化粒子が検出

された。

所見　燃焼部と通気溝から，骨粉及び炭化粒子が検出されたこ

とから，遺骸を火葬したものと考えられる。時期は，遺構の形態などから，中世と考えられる。

0　　　　　　50cm

」二＿　」

第236図　第9号火葬施設実測図

第9号火葬施設（SK720）（第236図）

位置　調査区の南西部，D2j6区。

規模と形状　丁字状を呈している。燃焼部は主軸と直交

し，長軸156cm，短軸54cmの長方形で，深さ10－15cmで

ある。断面は逆台形で，壁面は外傾して立ち上がる。燃

焼部のほぼ中央に位置する通気溝は，主軸と平行し，長

さ109cm，上幅35cm，下幅25cm，深さ8－25cmである。

断面はU字状を呈している。

主軸方向　N－400－E

底面　通気溝から燃焼部にかけて，緩やかに下がってい

る。燃焼部及び通気溝の底面はほぼ平坦であり，通気溝

の中央部は火熱を受けて赤変している。

覆土10層からなる。炭化物，炭化粒子，骨粉及び骨片

等を含む層である。
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土居解説
1　暗褐色　炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子・炭化材微量

2　褐　　色　ローム粒子多量

3　暗褐色　炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子・骨片微量

4　にぷい橙色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子・骨粉少量

5　黒褐色　炭化粒了ヰ量，焼土粒了∵少量

6　にぷい赤褐色　炭化粒子少量，焼土粒子・骨粉微量

7　にぷい橙色　焼土粒子・炭化粒子・骨粉微量

8　暗赤褐色　炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子微量

9　にぷい黄灰色　炭化拉了や量，炭化物・骨片・骨粉少量
10　褐　　色　ローム大ブロック多量

遺物　覆土上層から底面にかけて，骨粉，骨片，炭化物及び炭化材の層がみられる。

所見　燃焼部と通気溝から，骨粉，骨片，炭化物及び炭化材が検出されたことから，遺骸を火葬したものと考

えられる。時期は，遺構の形態などから，中世と考えられる。

第10号火葬施設（SK750）（第237図）

位置　調査区の南西部，E3a2区。

規模と形状　丁字状を呈している。燃焼部は主軸

と直交し，長軸148cm，短軸70cmの隅丸長方形で，

深さ15cmである。断面は逆台形で，壁面は緩やか

に外傾して立ち上がる。燃焼部のほぼ中央に位置

する通気溝は，主軸と平行し，長さ140cm，上幅

27cm，下幅15cm，深さ25cmである。断面はU字状

を呈している。

主軸方向　N－890－W

底面　通気溝から燃焼部にかけて，緩やかに下が

っている。燃焼部及び通気溝の底面はやや凹凸で，

通気溝の中央部は火熱を受けて赤変している。

覆土　3層からなる。炭化材及び骨片等を含む層

である。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化材・

骨片微量
3　暗褐色　炭化材中量，ローム小ブロック・ローム粒子

少量，骨片微量

遺物　覆土上層から底面にかけて，骨片及び炭化

材の層がみられる。

所見　燃焼部と通気溝から，骨片及び炭化材が検

出されたことから，遺骸を火葬したものと考えら

れる。時期は，遺構の形態などから，中世と考え

られる。

第11号火葬施設（SK767）（第238図）

位置　調査区の南西部，D2j5区。

重複関係　第775号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　丁字状を呈している。燃焼部は主軸

と直交し，長軸138cm，短軸46cmの隅九長方形で，

叫　　　　叫

旦　30．4m

‾ヽ竜三ヨア‾
0 1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－」

第237図　第10号火葬施設実測図

！　　　；　一一一一一」

第238図　第11号火葬施設実測図
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深さ10－15cmである。断面は逆台形で，壁面は外傾して立ち上がる。燃焼部のほぼ中央に位置する通気溝は，

主軸と平行し，長さ75cm，上幅33cm，下幅20cm，深さ6－22crnである。断面はU字状を呈している。

主軸方向　N－860－W

底面　燃焼部及び通気溝の底面は，ほぼ平坦である。

覆土　2層からなる。炭化物，炭化粒子，骨片等を含む層である。

土居解説

1黒褐色　炭化粒子中量，炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子・　2　黒褐色　ローム粒子・炭化材少量，焼土粒子・炭化物・骨片微量

骨片微量

遺物　覆土上層から底面にかけて，炭化物，炭化粒子及び骨片の層がみられる。

所見　燃焼部と通気溝から，炭化物，炭化粒子及び骨片が検出されたことから，遺骸を火葬したものと考えら

れる。時期は，遺構の形態などから，中世と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

ト一一一一一Il十－一一－」

第239図　第12号火葬施設実測図

第12号火葬施設（SK855）（第239図）

位置　調査区の西部，DlaO区。

重複関係　第771・772・854号土坑と重複してい

るが，新旧関係は不明である。

規模と形状　丁字状を呈している。燃焼部は主軸

と直交し，長軸は235cm，短軸61cmの隅丸長方形

と推定され，深さは4cmである。断面は逆台形で，

壁面は緩やかに外傾して立ち上がる。燃焼部のほ

ぼ中央に位置する通気溝は，主軸と平行し，長さ

は98cmと推定され，上幅41cm，下幅15cm，深さ6－

13cmである。断面はU字状を呈している。

主軸方向　N－880－E

底面　通気溝から燃焼部にかけて，緩やかに下が

っている。燃焼部及び通気溝の底面は，ほぼ平坦

である。通気溝の壁際は火熱を受けて赤変してい

る。

覆土　2層からなる。焼土粒子，炭化粒子及び骨

粉等を含む層である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化材・骨片微量

2　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　覆土上層から底面にかけて，骨片及び炭化材の層がみられる。

所見　燃焼部と通気溝から，骨粉，炭化材及び焼土が検出されたことから，遺骸を火葬したものと考えられる。

時期は，遺構の形態などから，中世と考えられる。
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（7）井戸跡

第瑠号井戸跡（第240図）

位置　調査区の中央部，D3cl区。

重複関係　第125号土坑の北側を掘り込んで

いる。

規模と形状　径L3mほどの円形である。断

面形は円筒形を呈している。北部の側面には，

足掛け穴と思われる壷鐙状の掘り込みがある。

確認面から1。8mまで掘り下げたが，壁が崩

落する危険性があるため，底面まで確認でき

なかった。

尊堂　H層からなる。ブロック状に堆積して

いることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　里　　色　ローム小ブロックeローム粒子微量

2　黒褐色　小礫少量，ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム中ブロック中量・ローム粒子・小磯

少量

4　黒褐色　′j、礫少量，ローム中ブロック・ローム粒子

微量

5　黒褐色　ローム粒子・小礫少量

6　褐　　色　ローム申ブロック・ローム小ブロック中量う

ローム粒子少量

7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

8　黒褐色　ローム小ブロックヰローム粒子少量

9　黒　　色　ローム粒子少量

10　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・小礫少量，

ローム中ブロック微量

ユ1黒　　色　ローム小ブロック微量
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窮別図　第1号井戸跡　　第別図　第2号井戸跡
実測図　　　　　　　　　　実測図

遺物　陶器片1点，土師器片上喪，礫3点が出土している。いずれも細片で図示できなかった。

所凰　時期を判断できる遺物は出土していない。付近に中世の遺構が多数確認されていることから，墓域と関

連する井戸跡と思われる。

第2号井戸跡（第241図）

位置　調査区の南部，D3i7区。

規模と形状　上面は径0．8mほどの円形，下位は径工05mほどの円形である。断面形は台形状を呈する。確認

面から2mほど掘り下げたが，壁が崩落する危険性があるため，底面まで確認できなかった。

覆土12層からなる。ロームブロックを主体とし，小礫を多量から中量含む人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　小礫多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，鹿沼

軽石粒子微量
3　褐　　色　ローム中ブロック・小礫中量，ローム小ブロック・ロ

ーム粒子少量，鹿沼軽石粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒
子少量

7　暗褐色　ローム小ブロック・小礫中量，ローム粒子・鹿沼軽石
粒子少量

8　黒　　色　ローム小ブロック・鹿沼軽石粒子・小礫少量，ローム
粒子微量

9　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子・小礫中量，ローム中
ブロック・鹿沼軽石粒子少量

10　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・小礫少量，鹿沼軽石
粒子微量

11暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・
小礫中量，鹿沼軽石粒子微量

12　黒褐色　小礫中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量，ロー
ム小ブロック・鹿沼軽石粒子微量
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遺物　土師質土器片4点，土師器片し軋　長径10cm以内の礫1，866点，10cm以上の礫28点が出土している。内耳

鍋の細片が覆土から出土している。小礫は各層に含まれ，土層から埋め戻されていた状況が確認できた。

新風　時期を判断できる遺物は出土していない。付近に中世の遺構が多数確認されていることから，墓域と関

連する井戸跡と思われる。

第3号井声跡（第242図）

位置　調査区の西部，D2f8区。

重複関係　第3号不明遺構の中央部を掘り込んでいる。

規模と形状　上面は行0．95nlほどの円形，下位は径0．65Illほどの円形であるJ　断面形は上面から0．6ITlほど掘

り込んだ位置までほ漏斗状を皇し，以下は円筒形を呈する。確認面から工8mほど掘り下げたがタ　壁が崩落す

る危険性があるため，底面まで確認できなかった。

覆土12層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と思われるこ．

土層解説

1　黒褐色　ロームノJ、ブロックeローム粒子0小礫微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・小磯少量，ローム粒子微量

3　異　　色　ローム粒子・炭化粒子0小礫微量

4　里　　色　ローム粒子・小礫少量

5　里　　色　ローム粒子中量，小礫少量

6　里　　色　ロレ∵ムノj、ブロックのローム粒子少量

7　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子中量，小礫微量

8　黒　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック0小磯微量

9　異　　色　ローム小ブロック・ローム粒子8小礫微量

10　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

H　黒　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・小礫少量

ユ2　異　　色　ローム粒子微量

遺物　陶器片45点∴土師質土器片2点，古銭1枚言昆入したとみられる土師器片8点が出土している。、第24こい

2舶図の455～458は陶器の破片である。456の常滑の片口鉢は，覆土上層から出土している。455の常滑の片口

鉢，457の常滑の禁は∴覆土中層から出土しているし、458の常滑の禁，ⅣI52の‾古銭は∴覆土から出土している、一、、

所見　付近に中IIj二の遺構が多数確認されていることから，墓域と関連する井戸跡と思われる．，・・・土器は，1＿3世紀

後半と思われる457砂458の聾や，15世紀後半と思われる456の片口鉢が出土している。時期は，覆土の堆積状

況や出土土器から15世紀後半頃と考えられる。

旦30．6m

第別図　第3号井戸跡実測図

三二「二‥‾‾‾‾l‥‾‾‾‾‾‾＿＿

第別図　第3号井戸跡出土遺物実測図拍）
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第244図　第3号井戸跡出土遺物実測図（2）

第3号井戸跡出土遺物観察表

図版番号 器　 形 器　 質
計　　 測　　 値

残存率
胎　　 土

色　　 調
粕　 薬 文　 様 ・特　 徴 産地 ・年代 備　 考

A B C D

第 244 図

4 5 5

片 口鉢 陶　 器 〔3 7．2〕 （8．9） 5 ％ 暗灰黄色

橙　 色

無　 粕 片 口部残存。 ロ緑下位 に沈

線が巡 る。

常滑系

14 C 後半

第 2 43 図

4 56

片 口鉢 陶　 器 〔3 1．0〕 （7．2） 5 ％ 暗灰黄色

赤褐色

自然寒由 口縁下位 に沈線が巡る。 常滑系

15 C 後半

P L 2 9

第 2 44 図

4 57

棄 陶　 器 〔36 ．8〕 （16．8） 1 5％ 明黄褐色

灰オリーブ色

無　 粕 口緑部の断面は，N 字状 を

呈する。

常滑系

13 C 後半

P L 29

4 58

要 陶　 器 〔28 ．6〕 （13．7） 5 ％ 黄灰 色

灰オリーブ色

外　 面

自然寒由

口縁部の断面は，N 字状 を

呈する。

常滑系

13 C 後半

図版番号 銭　 種
計　　 測　　 値 初　　 鋳　　 年

備　　　　　 考

径 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ） 時　　　 代 西　　　 暦

第2舶国M 52 〇〇〇〇 2 ．4 0．1 0．6 2 ．4 判読不 明 不 明
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位置　調査区の西部，C2i2区、、

規模藍形状　径温。且5mはどの円形。

断面形は円筒形を呈する、、、、確認面か

ら2Illほど掘り下げたが，壁が崩落

する危険性があるため，底面まで確

認できなかった、、

覆土10層からなる、－、ロームプロ、ソ

クを主体とし，小礫を中量から微量

含んでいることから人為堆積と思わ

れる。、

土層解説
1暗掲　色　小礫中量．ロー1一一ム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子の小磯少量
：　掲　　色　1、一！、【I】▼ノ’r「ノク・トトl∴小

ゾし1リケ・小礫中量，＝∵一∴

中ブロック少量

・1黒　掲　色　U一一一一∴拉イ・中量．しトーム中‾ノ7、、

rl「ソク・U一一ム小ブH‥ノウ・

小礫少量

1　暗　侶　色　小礫中　＿∴1、uム中ゾ＝∵ソケ・

rトーノ、小ゾし「′ノウ・l「－∴粒

子少量

（、う　褐　　色　しトーム小ゾし「ソク・〔トー∴粒

子率鼠ローム中ブロック微量

γ　黒褐色　rトーム小ゾし「ノク・tトム粒

子の小礫少量

8　黒褐色　ローム粒子を粘土粒子少量

～）暗視色　目一一一∴小ブし「ノン・tト！、粒

子少量，小礫微量

1（1暗褐色　しト→ム小プロ・ソク・t：トム粒

J∴・小礫微量

遺物　遺物は出土していない√

新風　出土遺物がなくタ　時期は不明である。付近に中世の遺構が多数確認されていることから芦　墓域と関連す

る井戸跡と思われる。、

第　号井評捗　第別図）

位置　調査区の南西部，E3ビ3区。

重複関係　両壁を，第637号土坑に掘り込まれている。

親機と形状　上面は径圭8mほどの関取　下位は且。35mほどの円形である。断面形は円筒形を呈する。確認面

から2mほど掘り下げたが学　壁が崩落する危険性があるためタ　底面まで確認できなかった。

傍羞　7層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子微量

2　里　　色　ローム粒子少量

3　黒　　色　ローム小ブロックかローム粒子微量

・1．黒　褐　色　しトーム粒J∴・小礫少量

5　黒褐　色　U－ム粒千少量，小礫微量

（う　‥黒褐　色　tlトム小ブし「ノク・ローム粒J’・少量

7　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　遺物は出土していない。

新風　出土遺物がなら　時期は不明である。付近に中世の遺構が多数確認されていることから，墓域と関連す

る井戸跡と思われる。
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第毎号井犀跡（第247図）

位置　調査区の南西部，E31〕1区、、

重複関係　南側上部を第679号土成，北東側上部を第680号土成に掘り

込まれている。

規模と形状　径上8mほどの円形である。断面形は円筒形を呈する。

確認面から2．2111ほど掘り下げたが，壁が崩落する危険性があるため，

底面まで確認できなかった。

覆土（う層からなる、、レンズ状に堆積していることから，自然堆積と

思われる。

土層解説

＿1　黒　褐　色

2　黒褐色

3　黒　褐色
・1　黒　出　色
5　黒褐色

6　黒褐色

ローム小ブロックeローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　遺物は出土していない。

所見　出土遺物がなく，時期は不明である。、付近に中世の遺構が多数

碓認されていることから，墓域と関連する井戸跡と思われる。

第謬考発声妙（第248回）

位置　調査区の西部，D2f7区。

重複関係　第739号土成の南側を掘り込み，上部を第752号土坑に掘り

込まれている。

規模と形状　長径1．55m，短径1．32mほどの楕円形である。断面形は

ほぼ円筒形を呈する。確認面から1Jmほど掘り下げたが，壁が崩落

する危険性があるため，底面まで確認できなかった。

長径方向　N－760－W

覆土　5層からなる、＿、レンズ状に堆積していることから，自然堆積と

思われる。

土層解説
ユ　黒褐色　小礫中量，ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロックの小磯少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，小礫少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，小礫中量
5　褐　　色　ローム粒子多量，小礫少量

遺物　遺物は出土していない。

新風　出土遺物がなく，時期は不明である。付近に中世の遺構が多数

確認されていることから，墓域と関連する井戸跡と思われる。
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（8）集石遺構

第1号集石遺構（第249図）

位置　調査区の南部，D3i7区。

確認状況　表土除去後の遺構確認面で確認した。

規模と平面形　礫は長径1．4m，短径0．9mの楕円形に広がっている。礫は底面まで密に重なっていた。底面か

ら，わずかに焼土が検出された。礫を取り除いた後の形状は，長径9．4m，短径8．3mの楕円形で，深さ22cmであ

る。底面は皿状を里し，壁は緩やかに立ち上がる。

遺物　礫はこぶし大を中心に1，749点，土師質土器片42点，常滑系陶器片3点が出土している。礫の材質は，砂

岩と安山岩である。第250図の459は土師質土器の焙烙で，覆土中層から出土している。

所見　礫の出土状況から，人為的に集められた可能性が高い。底面の焼土は，そのときに混入したものと思わ

れる。性格は不明である。時期は，土師質土器の焙烙が出土していることから，17世紀後半頃の可能性が考え

られる。

（か

旦

第249図　第1・2号集石遺構実測図
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第250図　第1号集石遺構出土遺物実測図
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第1号集石遺構出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測腑 ‥＋ 器 形 の 特 徴
手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 250 図 焙　　 烙 A 〔19譲〕 底部 から口縁部の破片。 内耳 1 か所 目線部内 ・外面ナデ。耳貼 り付 け後 長石 ・石英 ・白色 15 ％

4 59 土師賞土器 B　 4．4　 残存。耳貼 り付 け。 口縁端部 は平坦 ナデ。 粒子 内 ・外面煤付着

C 〔12．4〕 であ る。 にぷい赤褐色　 普通

第2号集石遺構（第249図）

位置　調査区の南東部，C4115区、－、

重複関係　第497号土坑を掘り込んでいる。

確認状況　表土除去後の遺構確認面で確認した。

規模と形状　長径l・6m，短径乱8mの楕円形に広がっている。礫を取り除いた後の形状は，長径工5m，短径

0。7mの楕円形で言蒙さ16cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

澤丑　2層からなる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量 2　黒褐色　ローム小ブロック少蔓，炭化粒子微量

遺物　礫はこぶし太を中心に138点，常滑系陶器片3氏　土師器片経たが出土している。礫の材質は，砂岩と

安山岩である。礫は覆土上層のみに広がっている。常滑系陶器片は，細片のため図示できなかった。

所凰　礫の出土状況から，人為的に集められた可能性が高い。性格は不明である。時期は断定できないが，第

4号集石遺構と同様の状態で検出されていることから，ほぼ同時期のユ7世紀前半頃と考えられる。

第3号集萄遺構（第251図）

位置　調査区の中央部，C3i7区。

確認状況　表土の上面で確認されていた。

規模と形状　長径2e65m，短径圭25mの楕円形に広がっている。礫を取り除いた後の形状は，長径上51m，短

径上28mの楕円形で言采さ23cmである。底面は皿状を里し，壁は緩やかに立ち上がる。

覆土　礫混じりの単一層である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

遺物　礫はこぶし太を中心に出土している。礫の材質はタ　砂岩，安山岩，チャートである。礫は底面まで密に

重なっている。第252図の462は瀬戸⑳美濃系の菊皿で，覆土上層から出土している。463は常滑系陶器の片口

鉢，46射ま常滑系陶器の婆で，覆土から出土している。

所凰　礫の出土状況から，人為的に集められた可能性が高い。性格は不明である。時期は，陶器の瀬戸。美濃

系の菊皿が出土していることから，且7世紀前半以降の可能性が考えられる。

第堵考集萄遺構（第25ユ図）

位置　調査区の東部，C4b6区。

確認状況　表土の上面で確認されていた。

規模と形状　長径2。25m学　短径私6mの楕円形に広がっている。礫は底面まで密に重なっていた。礫を取り除

いた後の形状は，長径2。12m，短径私6mの楕円形で言莱さ用cmである。底面は凹凸で，壁は緩やかに立ち上
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がる。

覆土　礫混じりの単一層である。

土居解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　こぶし大の礫を中心に出土している。礫の材質は，砂岩と安山岩である。礫は底面まで密に重なってい

る。第253図の465は土師質土器の内耳鍋，Ql09は礫器で覆土上層から出土している。466は瀬戸・美濃系の天

目茶碗で，覆土から出土している。

所見　礫の出土状況から，人為的に集められた可能性が高い。性格は不明である。時期は，瀬戸・美濃系の天

目茶碗が出土していることから17世紀前半頃の可能性が考えられる。
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第252図　第3号集石遺構出土遣物実測図

第3号集石遺構出土遺物観察表

図版番号 器　 種 器　 質
計　　 測　　 値

残存率
胎　 土

色　 調
寒由　 薬 文　 様 ・特　 徴 産地 ・年代 備　 考

A B C D

第 25 2 図

4 62

菊　 皿 陶　 器 （2 ．3） 7．6 5 ％ 灰 白色

浅黄色

黄　 粕 内面 内出 し菊花文。高台貼

り付 け。

瀬戸 ・美濃系

17 C 前半

P L 29

4 63 片 口鉢 陶　 器 〔27 ．0〕 （4．9） 5 ％ 暗灰黄色

橙　 色

自然粕 □縁下位 に沈線が巡る。 常滑系

15 C 後半

46 4 棄 陶　 器 （6．2） 5 ％ 灰　 色

灰オリーブ色

自然粕 口縁部の断面は，N 字状 を

呈する。

常滑 系

13 C 後半

＼1∃≡ヂ
466

第253図　第4号集石遺構出土遺物実測図

第4号集石遺構出土遺物観察表

ー‾二l
Q109

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト－一一11－－十一　－一一一」

図版番号 器　種 計測値（印） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第253図内耳鍋 B（5．7）口縁部の破片。内耳1か所残存。口口緑部内・外面ナデ。耳貼り付け後長石・石英・雲母 5％

465 土師質土器 縁端部は平坦である。 ナデ。 褐灰色

普通
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図版番号
計　　 測　　 値

器 種 器 質　 A i B i c　 D 残存率
胎　 土

色 調　 紬 薬
文　 様 さ特　 徴　　　 産地 0年代　 備　 考

第 253 図 天 目茶椀 陶　 器　 …　 （1．8）　　　　 4．5 5 ％ 灰　 色　　　 鉄　 瓶 底部の破 片。削 り出 し高台。 瀬戸 ・美濃系

466 灰　 色 不明

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考長さ（cm）i 幅（cm）
重量事射

雛53離 ユ09 礫　　 器 13．8 7．5 5．0 477．1 安　山　岩 片側に自然画が残る。

7　その他の時代の遺構と遺物

今回の調査で言目石器時代から中e近世の遺構のほか，年代が明らかでない遺構として掘立柱建物跡4枚

道路跡1条言酎2条，堀1条，不明遺構9軋　ピット群3か軋土坑758基が確認されている。以下，これら

の遺構について記述する。

は）掘立柱建物跡

第瑠号掘畳櫨建物跡（第254図）

位置　調査区の南部　D3摘区。

規模　桁行3軋梁行1間の側柱構造の建物跡である。桂穴は8か所（Pl～P8）で，柱間寸法は，桁行1。78～

2・24m，梁行4・54～4の56m，面積は28．21m2である。柱穴は，P巨P5が長径104砂113恥　短径7208娠mの不

整楕円私　P2e P38P6が長径80～102恥　短径62～84cmの楕円私　P4ゆP7が径76の86cmの円私　P8が長

軸110cm，短軸81cmの長方形で，深さは，P30P5が50砂42cmと浅く，それ以外は65～71cmと一定である。柱

痕あるいは柱抜き取り痕はP4鋒P7で確認されている。柱の太さは，径15cm前後と推定される。

柄行方向　N－350－W

尊皇1～3層はしまりが弱く，柱痕あるいは柱抜き取り痕の土層と思われる。その他の土層は，埋土と考え

られる。粘性は普通で，強く突き固められた形跡はない。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，白色粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，赤色粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ
ク微量

5　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

6　黒　　色　ローム小ブロックeローム粒子少量

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

8　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

9　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

色
色
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
　
　
　
　
　
褐
褐
褐

暗
暗
黒
黒
黒
黒
暗
暗
暗

0

　

1

⊥

　

2

　

3

　

4

　

5

　

だ

U

　

7

　

8

、

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

－

1

　

1

　

－

⊥

　

l

ローム小ブロック・ローム粒子少量，赤色粒子微量
日

　

日

　

H

 

H

 

H

 

H

　

日

　

日

ーム粒子中量，ローム小ブロック微量

－ム粒子少量，ローム中ブロック微量

－ム粒子中量，白色粒子少量

－ム粒子微量

－ム粒子少量

－ム粒子の白色粒子微量

－ム粒子少量，ローム中ブロック微量

－ム粒子中量，ローム小ブロック少量

所凰　本跡は，調査区南部の平坦地に構築されている。柱穴の規模と柱間の寸法については，P7を除き規則

性が認められる。出土土器はなく，時期不明である。

第3号掘童櫨建物跡（第255図）

位置　調査区の北西部，C2d9区。

重複関係　南部を，第6号不明遺構に掘り込まれている。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱構造の建物跡である。柱穴はユ0か所（PトP用で　柱間寸法は，桁行2。25～
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第254図　第1号掘立柱建物跡実測図

2．5m，梁行1．84－1．92m，面積は27．43m2である。柱穴は，いずれも径36－61cmの円形で，深さ40～71cmで

ある。柱痕はP6で確認されている。柱の太さは，径15cm前後と推定される。P3からP5間を除く各柱穴間か

ら，溝が確認された。上幅22－30cm，下幅12－18cm，深さ10－20cmで，断面形はU字状である。溝の底面から

は，小ピットが多数確認された。

柄行方向　N－860－W

覆土1層はしまりが弱く，炭化材を含んでいることから柱痕の土層と思われる。その他の土層は，埋土と考

えられる。粘性は普通で，強く突き固められた形跡はない。

土層解説

1　褐灰色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭　　4　黒褐色　ローム粒子微量
化材・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ロームノトブロック・ローム粒了少量　　　　　　　　　6　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
3　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微量



7

8

9

10

11

黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量　　　　12　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

黒褐色　ローム小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　13　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

黒

黒

色　ローム′トブロック・ローム粒子・炭化粒子微量　　　　14　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量　　　　　　　15　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

遺物　柱穴を結ぶ溝の底面から不規則な間隔で，長さ15cm，幅10cm程度の円礫が26個出土している。

所見　柱穴と溝は，覆土の状況から同じ遺構と判断した。柱穴を結ぶ溝は，南側のP3－P5間を除く柱穴の芯

からやや外側を巡っている。構内から，人為的に置かれたと考えられる円礫が不規則な間隔で並び，底面から

は小ピットが多数確認された。本跡の桁行方向は，第4号掘立柱建物跡の桁行方向とほぼ同じで，東側に隣接

して構築されていることから，同時期と考えられる。どちらも出土土器はなく，時期不明である。

「、－：ユニ′　、、一（　‾√

第255回　第3号掘立柱建物跡実測図
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第　号掘豊櫨建物跡　第鵠図）

位置　調査区の北西部，C2e7区。

規模　桁行4関学梁行1間の側柱構造の建物跡である。柱穴は10か所津　～Pmで　柱間寸法は，桁行且。92～

2の08m声　楽行3。82～3e9m資　面積は23。35㌦である。柱穴は学　いずれも径28～50cmの閏形で言策さばタ　㌘2が且6cm芦

P8◎P且0が36⑳40cm，それ以外は20～28cmと一定である。いずれの柱穴からも，桂痕及び桂抜き取り痕は確

認されていない。

柄行方向　N－900－W

覆土　3層は硬く締まっていることから，埋土と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
3　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・炭化物微量
4　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒千少量

㊨十一

qq仙r‾‾　‾　　Wん　　　　、

6　黒褐色　ローム粒子微量

7　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒
子微量

8　黒褐色　ローム粒千少量，ローム小ブロック微量

ー∴二　　　二　　　∵P8

①
P6　　　　　　　　　　 P5　　　　　　　　　 p4

P3

第訴因　第4号掘立柱建物跡実測図
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所見　本跡は，調査区北西部の平坦地に構築されている。柱穴の規模と柱間の寸法については，規則性が認め

られる。桁行方向は，第3号掘立柱建物跡の桁行方向とほぼ平行で，西側に隣接して構築されていることから，

同時期の可能性が考えられる。どちらも出土土器はなく，時期不明である。

第5号掘立柱建物跡（第257図）

位置　調査区の南部，D4fl区。

規模　東側柱列3間，西側柱列2間，南側柱列2間，北側柱列2間の側柱構造の建物跡である。柱穴は9か所

（Pl～P9）で，柱間寸法は，桁行1．92－2．91m，梁行1．71－2．51m，面積は24．9m2である。柱穴は，Pl・

P3が長径55・66cm，短軸45・56cmの楕円形，P2・P4－P9が径28～55cmの円形で，深さ31－56cmである。柱

痕は，Pl・P4で確認されている。柱の太さは，径22cm前後と推定される。

桁行方向　N－300－W

第257回　第5号掘立柱建物跡実測図
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尊堂1層はしまりが弱く，柱痕あるいは柱抜き取り痕の土層と思われる。その他の土層は，埋土と考えられ

る。粘性は普通で，強く突き固められた形跡はない。

土層解説
1　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　　ローム小ブロック微量
3　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子少量

4　褐　　色　　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
5　褐　　色　　ローム粒子少量
6　黒褐色　　ローム粒子e炭化粒子微量

新風　本跡は，調査区南部の平坦地に構築されている。柱穴の規模は，P8がやや小規模である以外はほぼ一

定である。柱間の寸法については，北側柱列と南側柱列はほぼ同じであるが，東側柱列は3間，西側柱列は2

間の等間隔である。出土土器はなく，時期不明である。

（2）道路跡

第瑠号道路跡（第258図◎付図）

位置　調査区の南西部，E3gl区～E4C5区。

重複関係　第361号土坑を掘り込み，第16・351・638号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　調査区域外（E3gl区）から北東に向かって27mほど緩やかな曲線状に延びサ　そこから（E3C3区）

東に向かって調査区域外（E4C5区）まで，33mほど直線的に延びている。確認できた範囲で，長さ約60m，

幅1。51～2。28mである。断面形は，弧状あるいは逆台形である。路面は，小礫混じりの黒色土で，道幅全体が

硬化している。硬化面をはがす過程で，路面の東側に波板状の凹凸部分が確認された。凹部の形状は，長径

50～95cm，短径25～40cmの不整楕円形で言策さ6～16cmである。凸部は幅15～30cmで，凹部と交互に並ぶ連続

した波板状を呈している。

穫蓋　遺構確認の際に路面が確認されたため，覆土はない。路面は黒色及び黒褐色で，いずれも踏み固めて硬

化している。

路面土層解説
1　里　　色　ローム粒子8白色粒子・小礫微量，締まり強
2　里　　色　ローム粒子少量，小礫微量，締まり強

波板状凹凸部土層解説
1　黒褐色　砂礫混じり粘土質の土，締まり強

二
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第訴因　第1号道路跡実測図
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新風　確認面及び硬化面から，常滑系陶器片9点，土師質土器片5点が出土している。いずれも細片で図示で

きなかった。時期は，出土土器から中世には使用されていたと考えられる。

（3）溝跡

今回の調査で，12条の溝が確認された。ほとんどの溝は，覆土が薄く出土遺物も少ないことから，性格や時

期を判断することができない。そのうち，確認できた長さが20m以上の溝について記述し，それ以外は一覧表

で掲載し，配置や全体の形状については遺構全体図に掲載する。

第2号清勝（第259図◎付図）

位置　調査区の南西部，DlaO～E3e7区。

重複関係　第34号土坑を掘り込み，第811e848。869e878号土坑。第13号地下式境。第7号不明遺構に掘り込

まれている。

規模と形状　ClaO区から南東方向（N－590－E）の調査区域外（E3e7区）まで，ほぼ直線的に延びている。

調査できた範囲の長さは90．5mである。上幅0。62～0。86m，下幅0．25－0。41m，深さ15～30cmで，断面形は逆

台形である。底面はほぼ平坦であり，調査区域外付近は浅くなっている。

尊皇　5層からなり，自然堆積である。

土層解説（B，C，D）
1　黒　　色　ローム粒子少量
2　里　　色　ローム4、ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片が少量出土している。

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

5　里　　色　ローム粒子微量

所凰　中世の第13号地下式壕に掘り込まれていることから，15世紀後半以前と思われる。性格は不明である。

第5号湧跡（第259図◎付図）

位置　調査区の北西部，Cle7～C3a3区。

重複関係　第15820号住居跡，第243e317号土坑，第6号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　Cle7区からの北東方向（N－700－E）のC3a3区まで，蛇行状に延びている。全長は，68。5m

である。上幅0．49～0．61m，下幅0。22～0．26m，深さ12～16cmで，断面形は逆台形である。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説（I，」，K，M）
1　黒　　色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片と陶器片が少量出土している。

3　暗褐色　ローム粒子少量

所凰　出土遺物は，流れ込みや住居跡及び土坑を掘り込んだ際に混入したものと思われる。性格は不明である。

第6号溝静（第259図◎付図）

位置　調査区の北西部，C2aO～C2b4区。

重複関係　第329号土坑を掘り込み，第5号溝に掘り込まれている。

規模と形状　C2b4区から北東方向（N－700－E）のC2aO区まで直線的に延び，第5号溝に合流する。確認

できた長さは26。3mである。上幅0。38～0．98m，下幅0。16～0．51m，深さ15～20cmで，断面形は弧状を呈する。
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尊皇　4層からなり，自然堆積である。

土層解説（M，N，○）

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片と弥生土器片が少量出土している。

3　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

新風　出土遺物は，いずれも流れ込みと考えられる。第5号溝に掘り込まれていることから，それ以前と考え

られるが，時期及び性格は不明である。

第謬考溝跡（第259図◎付図）

位置　調査区の北部，B2j8～B3i4区。

重複関係　第20号住居跡，第290号土坑を掘り込み，第281ゆ291号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　調査区域外（B2j8区）から東方向（N－860－E）のB3i4区まで蛇行状に延びる。確認できた

長さは，24。8mである。上幅0．49～0．69m，下幅0。22～0．42m，深さ25－31cmで，断面形はU字状を呈する。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説（L）
1　黒褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　黒褐色　　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片と弥生土器片が少量出土している。

3　暗褐色　　ローム粒子微量

所凰　出土遺物は，流れ込みや住居跡及び土坑を掘り込んだ際に混入したものと思われる。時期及び性格は不

明である。

第8号清勝（第259図〇付図）

位置　調査区の北部，B3b6－B3i6区。

重複関係　第24。33号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　B3i6区から北方向（N－90－E）の調査区域外（B3b6区）まで直線状に延びている。確認で

きた長さは，29。6mである。上幅0．41～0．7m，下幅0。21－0．28m，深さ43～61cmで，断面形は逆台形を呈する。

尊皇　6層からなり，自然堆積である。

土層解説（P，Q，R）

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量

遺物　土師器片と陶器片が少量出土している。

4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子微量

所凰　出土遺物は，流れ込みや住居跡を掘り込んだ際に混入したものと思われる。時期及び性格は不明である。

第9号清勝（第259図e付図）

位置　調査区の東部，B5il～C3a7区。

重複関係　第30号住居跡，第320。321号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　C3a7区から北東方向（N－450－E）にほぼ直線的に延び，B4hl区でくの字状に屈曲し，調査

区城外（B5il区）まで，直線的に延びている。調査できた範囲の長さは，64．1mである。上幅0。72－0．98m，

下幅0．46～0．75m，深さ12～30cmである。

ー263－



旦3。5「

鱗蝉等ここア障鱒

SDl

旦3。帥　　▲＿＿＿＿

‾葦這ニ⊇㌣‾
2　　　　　2

SD3

単五3。伽　　＿

闇
3

SD5

塑3CSm

‾‘甲Jl▲－
占　　　2

SD6　SD5

ヱ＿285町

11壬l‾士、二三子‾l

旦296汀、

‾＼危一辺’－
SD9

い埠308r

ll三千こ三；二

三306。て

‾Ⅶ温こンー軸
4

SD3

ぶ3〇6－¶

＿旦3。8rr

、‾二手‾‾l二‾＿

逆30．8m　＿　　　　　選3。．8m
‾Ⅶ一一㌔

2　SD5

遭3C6．¶
、、驚ダIl‘
1　SD6

‾千二二二2

旦3G6r

一1「這壬二三二三P
SD6

旦2967・

ヱ29．2m　　　＿　　　　塑28伽

‾二手二

整3〇6汀、

、‾‾琶己「
SD12　SDlO

畳3。伽

SD2

土308．“

ニ車
上．3。8「　＿

軸、賢妻、▲、－
3＄雷茅

‾l二二‾二l壬：三二二：

。里30．8m

『転義撃蕗
4

SD9

ヱ．30帥

‾‾‾三二二＿二＿

10cm

仁一・「・　1＿＿＿＿　「」

第259図　第1～12号溝跡◎第9号溝出土遺物実測図

ー264－

I‾ll＝：l二‾二二二

2m

虻二二二二ヨ二二二二二二』



尊皇　4層からなり，自然堆積である。

土層解説（S，T，∪）

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量　　　4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師器片261点，陶器片3点，鉄淳70gが少量出土している。第259図の460は土師器の鯨で，覆土から

出土している。

新風　出土遺物は，流れ込みや住居跡及び土坑を掘り込んだ際に混入したものと思われる。地籍図の筆境と溝

の位置がほぼ一致する事から，区画溝と思われる。時期は，中世以降と考えられる。

SD－1土層解説（A）
1　黒褐色　ローム粒子微量

SD－3土層解説（E，F）
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

SD－4土層解説（G，H）
1　黒　　色　ローム粒子少量
2　黒　　色　ローム粒子微量
3　黒　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

SD－10土層解説（W，×）
1　黒褐色　ローム粒子微量

SD－11土層解説（∨）
1　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

SD－12土層解説（Y）
1　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

第9号溝出土遺物観察表

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
5　褐　　色　ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 25 9 図 甑 A 〔17 ．7〕 底部 か ら口縁 部の破 片。単孔 式で， 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部外面縦 長石 ・石英 ・白色 79 ％

4 60 土 師 器 B 15．8

C　 2．4

体部 は卵形 を呈 する。体 部は内攣 し

て立 ち上 が り， 目線部 は外傾 する。

位 のヘ ラ削 り， 内面 ナデ。 粒子

橙色　 普通

（4）城跡

第瑠考堀跡（第260図◎付図）

位置　調査区の北西部，B Og8区～Dlb6区。

重複関係　第50号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　調査区城外（Dlb6区）から北西方向（N－220－W）の調査区域外（BOg8区）の谷部に向かっ

て，傾斜しながら直線的に延びている。調査できた範囲の長さは，58．6mである。上幅2．52～4。83m，下幅

0．81－1．03m，深さ23－167cmで，断面形はU字状を呈する。

尊皇　7層からなり，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

（A－A′）

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒　　色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒

子少量

（B－B′）

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

6　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼軽石粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子・小礫微量
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遺物　覆土から，縄文土器片7点，土師器片4点，土師質土器片4点，陶器片10点が出土している。

所凰　調査区域外の谷部に向かって傾斜していることから，自然地形を生かした区画と排水を目的とした堀と

考えられる。時期は，第50号住居跡を掘り込んでいることや，覆土からの出土土器から中世の可能性が考えら

れるが，詳細は不明である。

風30伽　　　　　2

第2郎図　第1号堀跡実測図
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（5）不明遺構

今回の調査で，不明遺構9基を確認した。その中で，形状の異なる主な遺構について記述し，それ以外は一

覧表で記載し，配置や全体の形状については遺構全体図に掲載する。

第瑠考不明遺構（第261図）

位置　調査区の南部，E3aO区。

重複関係　第2号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸6．82m，短軸5．12mの不定形である。

長軸方向　N－560－E

壁　壁高は15～40cmで緩やかに立ち上がる。

底面　皿状を呈する。

ピット　23か所（Pl～P23）。Pl～P3e P5e P6。P8－P13。P15～P18e P20。P22e P23は径21～60cm

の円形，P4。P7e P14e P19e P21は長径60～84cm，短径35～52cmの楕円形で，深さは14～90cmである。ピ

ットは北東側から南側にかけての壁際に集中している。配列に規則性が認められず，いずれも性格は不明であ

る。

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量　　6　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量　　　　　　　　7　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　自然礫46点，土師器片と陶器片が少量出土している。

所凰　覆土から出土した土器は，いずれも流れ込みとみられる。形状は大形の皿状を呈している。時期及び性

格は不明である。
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第諸因　第1号不明遺構実測図
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第3号不明遺構（第262図）

位置　調査区の西部，D2f8区。

重複関係　中央部を第3号井戸跡に掘り込まれている。第739号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長軸5．45m，短軸4．18mの不定形である。

長軸方向　N－80－E

壁　壁高は41～62cmで，北側の壁を除きほぼ直立する。北側の壁は，中央に向かってスロープ状に傾斜している。
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壁溝　南側から西側にかけて巡っている。上幅20～23cm，下幅8～12cm言策さ10cmで，断面形はU字状である。

底面　平坦である。

尊皇10層からなり，ロームブロックを主体としているとから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　黒褐色

4　黒褐色
5　里　　色

6　黒褐色

7　褐　　色

8　褐　　色

9　褐　　色

10　黒褐色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム中ブロック中量，ローム太ブロック・ロームノトブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック少量，ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム太ブロック・ローム中ブロック中量，ローム小ブロックeローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム太ブロック・ローム粒子少量

ローム大ブロック・ローム中ブロックeローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

遺物　遺物は出土していない。

所凰15世紀後半の第3号井戸に掘り込まれていることから，それ以前と考えられる。性格は不明である。

第錆図　第3号不明遺構実測図

第堵考不明遺構（第263図）

位置　調査区の西部，D2d9区。

重複関係　第132号土坑の上部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径8．29m，短径5。76mの楕円形である。

長径方向　N－720－E

壁　壁高は6～32cmで緩やかに立ち上がる。

底面　皿状を呈する。
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ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。P巨P3～P5は径39～62cmの円形，P2は長径44cm，短径70cmの楕円形で，深さ

は25～45cmである。配列に規則性が認められず，いずれも性格は不明である。

尊皇　3層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　里　　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子中量

‾‾＼一一1－－－－－－ll－1－－－11一一一一ll－l一一一1－－1一一一一11、、「ノノーー1－－1－－∴‾

第2闘図　第4号不明遺構実測図
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遺物　自然礫18点，土師器片と陶器片が覆土から少量出土している。

所凰　覆土から出土した土器は，いずれも流れ込みとみられる。形状は大形の皿状を呈し，第1号不明遺構と

類似した形状である。時期及び性格は不明である。

第6考不明遺構（第264図）

位置　調査区の北西部，C2e9区。

重複関係　第208号土坑と第3号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸8。16m，短軸3．46mの長方形である。

長軸方向　N－80－E

壁　壁高は41～62cmで，ほぼ直立する。

底面　平坦である。

尊皇15層からなり，ロームブロックを主体としているとから人為堆積と考えられる。

第誘因　第6号不明遺構実測図
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土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック微量
5　黒褐一色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

6　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

7　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロックeローム粒子微量
8　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

9　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

10　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量
11里　　色　ローム粒子微量

12　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

13　褐　　色　ローム粒子多量，ローム′トブロック中量
14　黒褐色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・ローム粒子中量

15　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　浪人したとみられる土師器片68点，陶器片1点が出土している。

荷風　時期を判断できる遺物は出土していない。時期及び性格は不明である。

（6）ピット群

今回の調査で，ピット群を3か所確認した。以下，その特徴について記述する。

第瑠考ぽッ睦群（第265図）

位置　調査区の中央部，C2jO区～D2a7区。

規模と形状　南北約8m，東西約16mの長方形の範囲から，112か所のピットを確認した。ピットの平面形は

径16～54cmの円形あるいは楕円形で，深さは10～68cmである。

遺物　第266図のM23～M27は古銭である。第31号ピットの覆土からM27の古銭，第41号ピットの覆土から

M23～M26の古銭が出土している。

所魔　中世の墓境の可能性をもつ遺構と隣接していることから，墓域と関連するピットの可能性が考えられる。

第31。41号ピットの時期は中世と推定されるが，他のピットから遺物が出土していないことから，時期及び性

格は不明である。

第2号だッ睦群（第267図）

位置　調査区の中央部，D2jl区～D3b2区。第1号ピット群の南西側に位置している。

規模と形状　南北約9m，東西約9mの方形の範囲から，43か所のピットを確認した。ピットの平面形は径21～

74cmの円形あるいは楕円形で，深さは12～55cmである。

所凰　中世の墓壕の可能性をもつ遺構と隣接する位置に存在していることから，墓域と関連するピットの可能

性が考えられる。ピットから遺物が出土していないことから，時期及び性格は不明である。

第3号だッ匝群（第278図）

位置　調査区の中央部，C3e8区～C3hO区。

規模と形状　南北約11m，東西約12mの長方形の範囲から，20か所のピットを確認した。ピットの平面形は径

24～55cmの円形あるいは楕円形で，深さは17～76cmである。

所凰　古墳時代の住居跡及び時期不明の土坑の周辺に存在している。柱や柵列が立てられた可能性も考えられ

るが，対応関係を把握することができなかった。ピットから遺物が出土していないことから，時期及び性格は

不明である。
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M26

第266図　第1号ピット群出土遺物実測図

第1号ピット群出土遺物観察表

0　　　　　　5cm

！；！

図版番号銭　種

計　　測　　値 初　　鋳　　年
備　　　　　考

径（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）時　　　代 西　　　暦

第266図M23！苧罠寧元賓？2．4 0．1 0．6 2．6 北宋 1068年か

M24元豊通貨2．4 0．1 0．7 2．5 北宋 1078年

M25元豊通賓2．3 0．1 0．7 1．5 北宋 1078年

M26一宋通○？（2．5）0」 0．7 （1．7） 北宋 1038年か

M27皇宋通膏2．4 0．1 0．6 1．2 北宋 1038年
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第267図　第2号ピット群実測図
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（千）土　坑

今回の調査で，時期不明の土坑758基を検出した．その中で，馬の骨が出土し，埋葬したと考えられる土坑

を4基検出した。その他の土坑は，出土遺物がほとんどなく，時期及び性格が不明な土坑である。形状は，長

方形。方形ゆ円形◎楕円形ゆ不定形ゆピット状のものとさまざまである。ここではヲ　下記のように分類し努

（ア）については本文に記述し言イ　から杉　についてはそれぞれ特徴あるものを抽出して実測図に掲載し汐　位
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置や規模については一括して一覧表に記載する。

ア　罵骨が出土した上坑・・・4基

イ　長軸が短軸の2倍以上の長さの長方形及び隅丸長方形の土坑e e。123基

り　長軸が短軸の2倍以内の長さの長方形及び隅丸長方形の土坑　e e。163基

工　方形及び隅丸方形の土坑・・・22基

オ　「1月杉の土坑・・・62基

力　楕円形の土坑・・・25＿1基

キ　不定形の土坑・・・42基

ク　長軸（径）が80cm以内のピット状の土坑…　091基

（ア）馬骨が出土した土坑

第錆考量琉（第269図）

位置　調査区の南部，D4i3区。

規模と形状　長径1。9m，短径上5mの楕円形で言葉さ28cmである。底面は皿状である。壁は緩やかに立ち上がる。

長径方向　N－76e－W

尊皇　6層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒　褐色　ローム粒子微量
2　里　　色　ローム粒子少量
3　望　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
6　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　東壁際の覆土下層から馬の歯が出土している。中央部の覆土下層から骨の小片が出土しているがタ　遺存

状態は悪く，取り上げられなかった。

所凰　馬を埋葬した土坑の可能性が考えられる。時期は不明である。

第調号羞坑（第269図）

位置　調査区の西部，CleO区。

規模と形状　長径1．63m，短径工3mの楕円形で，深さ17cmである。底面は平坦である。壁は緩やかに立ち上

がる。

長径方向　N－480－E

尊皇　6層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量　　4　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量　　　　　　　　　　6　暗褐色　ローム′j、ブロック・ローム粒子少量

遺物　北東壁際の底面から馬の歯が出土している。中央部の覆土下層から骨の小片が出土しているが，遺存状

態は悪く，取り上げられなかった。

所凰　馬を埋葬した土坑の可能性が考えられる。時期は不明である。

第闘号羞坑（第269図）

位置　調査区の中央部，C3j6区。

規模と形状　長軸上56m，短軸0．7mの隅丸長方形で，深さ50cmである。底面は平坦である。壁は外傾して立

ち上がる。
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長軸方向　N－‘4e－E

尊皇　6層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　炭化粒子微量
2　暗褐色　炭化粒子少量
3　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
5　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　南壁際の覆土下層から馬の歯が出土している。歯以外の骨は出土していない。

新風　馬を埋葬した土坑の可能性が考えられる。時期は不明である。

第鯛考達観（第269図）

位置　調査区の中央部，C3f8区。

規模と形状　長軸工52m，短軸1．12mの隅丸長方形で言采さ14cmである。底面は平坦である。壁は緩やかに立

ち上がる。

長軸方向　N－70－W

覆豊　4層からなる。不自然な堆積状況から，人為堆積と思われる。

土層解説

1里　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　　　3　里　　色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量　　　　　　　4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　南側壁寄りの底面から，馬の足の部分の骨が出土している。

所凰　馬を埋葬した土坑の可能性が考えられる。時期は不明である。
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分類（イ）土塊土層解説

第63号土坑土層解説

1　里　　色　ローム小ブロックeローム粒子中量

2　黒　　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

3　黒　　色　ローム中ブロックeローム小ブロック中量，ローム粒

子少量

第64号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

2　黒　褐　色　ローム粒子多量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロ

ック少量

5　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

第170号土坑土層解説

1　黒　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　里　　色　ローム粒子微量

3　黒　　色　ローム粒子の炭化粒子微量

4　黒　　色　ローム小ブロック。ローム粒子微量

5　黒　　色　ローム小ブロックのローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク少量

6　黒　　色　ローム粒子少量

第343号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

第357号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロックのローム小ブロッ

ク微量

5　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

6　暗褐色　ローム中ブロック・Eト…ム粒子中量，ローム小ブロッ

ク少量
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7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック。ローム小ブロッ

ク中量

8　暗褐色　ローム中ブロックeローム小ブロック0ローム粒子微量

9　黒　　色　ロー叫ム小ブロックeローム粒子微量

第725号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロックやローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク微量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロックやローム粒

子少量

3　暗褐色　ローム中ブロック0ローム小ブロック中量，ローム粒

子少量

分類（ウ）土塊土層解説

第29号土坑土層解説

1　里　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

3　黒　　色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　黒褐色　ローム小ブロックかローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク微量

6　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ

ク微量

7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第53号土坑土層解説

1　里　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

2　黒　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　里　　色　ローム粒子少量

第54号土坑土層解説

1　里　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

2　黒　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ

ク少量

3　黒褐色　ローム粒子中量
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第178号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ローーム小ブロックもローム粒子少量

3　黒　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク微量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

5　暗褐色　ローム′j、ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク微量

第346号土坑土層解説

1　里　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

2　黒　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク微量

5　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒

子微量

分類（エ）土塊土層解説

第136号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2

3

窯
黒
褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロックoローム粒子少量

第143号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク微量

3　黒褐色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒

子微量

4　黒褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロックeローム小ブロッ

ク中量

5　黒褐色　ローム小ブロックせローム粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

第190号土坑土層解説

1　望　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロックの炭化粒子微量

2　黒　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

3　黒　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

第191号土坑土層解説

1　里　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　里　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒　　色　ローム粒子微量

4　里　　色　ローム粒子中量

5　里　　色　ローム粒子。ローム小ブロック少量，ローム中ブロッ

ク微量

第223号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子中量

第294号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒

子微量

第812号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローーム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム中ブロックeローム小ブロック・ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム中ブロック微量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローーム中ブロック・ローム小ブロッ

ク少量

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム太ブロッ

ク少量

8　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

分類（オ）土坑土層解説

第183号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブ

ロック・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック。ローム小ブロッ

ク微量

3　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，炭化粒子微量

第399号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第400号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子。炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

第403号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　褐　　色　ローム小ブロックサローム粒子中量

分類（カ）土塊土層解説

第111号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒

子微量

第133号土坑土層解説

1　黒　　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，ローム中ブ

ロック微量

4　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第246号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第274号土坑土層解説

1　黒　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　黒　　色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム小ブロック微量

第333号土坑土層解説

1　里　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量

7　褐　　色　ローム粒子多量
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第362号土坑土層解説

1　‥黒褐色　ローム粒子0炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

分類（キ）土坑上層解説

第182号土坑土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　暗褐色　ロームノJ、ブロック0ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク少量

第502号土坑上層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化物・炭化粒

子微量

2　黒褐色　ローム粒子e焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム小ブロック。ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム小ブロックのローム粒子少量，炭化物e炭化粒

子微量

5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子少量，ロームノトブロック微量

7　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク微量

分類（須土塊土層解説

第149号土坑土層解説

1　里　　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量

3　黒　　色　ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量

第257号土坑上層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

第273号土坑　土層解説

1里　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム′j、ブロック少量

第517号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量

2　褐　　色　ローム中プロ、ノク中量，ローム小ブロック8ローム粒

子少量

3　褐　　色　ローム小ブロックさローム粒子中量

4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

第518号土坑土層解説

1　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第519号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第520号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子微量

第524号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロックe炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒

子少量

3　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

第663号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック。ローム粒子微量

3　黒褐色　ロームノトブロック少量，ローム粒子微量

第668号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

表2　土坑一覧表＜7　その他の時代の遺構と遺物（7）＞

土坑

番号
位置

長径方 向

（長軸方 向）
平面形

規　　　 模

壁面 底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複 関係　 旧→新）
長径×短径

脹輔×魔軸湖

深 さ

（cm）

1 E 4 a 5 〔N －810…W 〕〔楕 円 形〕 1．04 ×（0．81） 13 緩斜 皿状 自然

2 E 3 b 8 N －82 0－ E 楕 円 形 4．06　×工 78 40 緩斜 皿状 人為 土師器片 本跡→ SX l，SK 3

3 E 3 b 8 1〔N －860－W 〕〔楕 円 形〕（4．34）× 0．67 18 外傾 皿状 人為 土師器片 SK 2→本跡

4 E 4 a 4 N －750－W 長 方 形 1．96　× 1．22 10 直立 平坦 人為 土師器片 S I2→本跡

5 D 4 i4 － 円　　 形 1．10　×　0．97 12 緩斜 凹凸 自然

6 D 4 e 5 N … 0 0 楕 円 形 4．82　×　2．16 14 緩斜 皿状 自然

7 E 3 d8 N －100－E 楕 円 形 0．84　×　0．64 2 2 外傾 皿状 自然 S K8→本跡

8 E 3 d8 － 〔円　　 形〕 0．67 ×（0．61） 2 0 外傾 皿状 自然 本跡→ S K7

9 E 3 d9 N －440－W 楕 円 形 1．55　×　0．54 2 3 外傾 平坦 自然

1 0 E 3 d9 － 〔円　　 形〕 0．82 ×（0．時 24 外傾 皿状 自然 本跡→ SK l l

1 1 E 3 d 9 N －390－E 楕 円 形 1．13　×　0．59 32 外傾 皿状 自然 SK lO→本跡

12 E 3 e8 N －700－E 不整楕円形 5．94　× 1．42 46 直立 平坦 自然 本跡→ SK 13

13 E 3 e 8 － 円　　 形 1．29　× 1．15 12 直立 凹凸 自然 SK 12→本跡

14 E 4 d 3 － 円　　 形 径　　 0．88 30 緩斜 平坦 自然

15 E 4 C4 － 円　　 形 1．06　× 1．00 9 緩斜 平坦 自然 須恵器片

16 E 4 C4 N －480－E 隅丸長方形 1．64　×　0．94 36 緩斜 皿状 自然 S F l→本跡
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土坑

番号
位置

長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　 模

壁面 底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複関係　 旧→新）
長径 ×短径

脹鰍×慮榔凍

深 さ

（cm）

17 D 4 i4 N ＿－150－W 楕　 円 形 0．96　×　0．74 20 緩斜 平坦 自然

18A D 4 f6 － 〔円　　 形〕 1』1 ×（0．66） 46 直立 平坦 人為 陶器片
巨8B→ 本跡

18 B D 4 f6 N 一㍍」W 楕　 円 形 1誹「×　私28 4 2 直立 平坦 人為 本跡→18A

2 0 A D 4 fl N －2 0－E 楕　円　 形 0．78　×　0．62 2 4 外傾 平坦 人為 SK2上ヰ本跡→20A

2 0 B D 4 fl N －3 8－W 楕　 円　 形 0．74　×　0．44 4 4 外傾 平坦 人・自 SK21→20 A→本跡

21 D 4 fl N －47 0－W 楕 円 形 1．76　×1．54 2 2 外傾 平坦 自然 本跡→SK2 0A ，B

22 D 4 g 2 N －90－W 楕 円 形 1．44　×1．24 1 2 外傾 凹凸 自然 縄 文土器 片

23 D 4 g l 〔N －80－W 〕〔楕 円 形〕（1．46D くL 24 1 8 外傾 凹凸 人為

24 D 4 0 N －770－W 楕　 円 形 1．14　×　0．54 6 外傾 平坦 自然

25 D 4 h3 N －520－E 楕　 円 形 2．18　× 1．70 5 外傾 平坦 自然

26 D 4 i3 N －760－W 楕 円 形 1．90　× 1．50 28 緩斜 凹凸 人為 馬骨 （歯）

28 E 4 a2 N －880－W 楕 円 形 1．36　×　0．95 15 外傾 平坦 人為 土師器片

29 E 4 b2 N －5 0…W 隅丸長方形 ユ．79　× 1．08 3 2 直立 平坦 人為 本跡→SK30

30 E 4 a2 N －9 0－W 1 隅丸長方形 3．10　×　0．96 P l 外傾 平坦 人為 SK29→本跡

31 E 4 a2 N －87㌦W 楕 円 形 1．79　× 1．12 18 外傾 平坦 人為 土師質土器片

32 D 4 日 N …3 0－E 楕　 円　 形 1．63　× 1．20 5 7 直立 平坦 人為 弥生土器片 本跡叫SX2

33 E 3 d 7 N …12 0－W 長 方 形 2．05　×　0．58 1 6 直立 平坦 自然

3．4 E 3 d 7 N －300－W 〔楕 円 形〕 1．06 ×紅 61） 12 外傾 皿状 自然 本跡→SD2

3 6 D 4 j2 N －400－W 楕 円 形 2．10　×　0．99 8 外傾 凹凸 人為

37 D 4 g2 N －720－W 不整楕円形 1．98　×1．34 9 外傾 凹凸 自然

38 E 4 C4 － 円　　 形 1．08　× 1．04 20 外傾 皿状 自然 土 師器片

40 E 3 b7 N －66㌦虻 長 方 形 3．18　×　0．64 62 直立 平坦 人為 土 師器片

4ユ D 3 h7 N －110－E 楕 円 彬 1．36　×　0．76 10 外傾 平坦 人為

43 D 3 i7 N －750－E 楕 円 形 1．22　×　0．60 2 6 外傾 凹凸 人為 土師器片 SK44→本跡

44 D 3 i6 N －6 0－E 楕 円 形 1．62　×　0．92 2 2 外傾 平坦 人為 土師器片 本跡→SK43

50 D 3 g 4 N －520－E 楕 円 形 1．72　× 1．34 4 2 外傾 凹凸 人為

！

土師器片

土師器片

本跡→SK6 3

53 D 3 g 4 N －8 9－W 隅九長方形 1．72　×　ま．14 2 8 外傾 平坦 人為

54 D 3 g4 N －13 0－E 隅丸長方形 1．64　×1．22 3 8 外傾 平坦 人為

55 D 3 f3 － 円　　 形 1．22　×1．16 2 6 緩斜 凹凸 人為

57 D 4 f l N －160－E 隅丸長方形 1．24　×　0．94 8 外傾 平坦 自然

58 D 3 h2 N －750－E 隅丸長方形 1．72　×1．42 12 外傾 平坦 人為

59 D 3 g2 － 円　　 形 1．18　× 1．14 10 外傾 平坦 人為

60 E 4 C5 － 円　　 形 1．36　× 1．31 12 暖斜 凹凸 自然

62 D 3 g l N －210－E 不整楕円形 L 96　×　0．95 55 外傾 平坦 人為

63 D 3 g l N －73÷－E 長 方 形 1．97　×　0．66 33 直立 平坦 人為 r SK 62→本跡

SI5→本跡

本跡一ヰSK7 2B

64 D 3 f2 N －72 0－E 隅丸長方形 1．44　×　0．62 4 2 外傾 平坦 人為

65 D 3 fl N －680－E 長 方 形 1．82　×　0．62 4 1 直立 平坦 人為 土師器片

66 D 3 f l N －7丁－E 長 方 形 2．29　×　0．59 4 3
直立 ！
平坦 人為 土師器片，陶器片

陶器片

i

68 D 4 e l N －220－E 不整楕円形 1．12　×　0．98 3 8 外傾 凹凸 人為

69 D 2 fO N －170－E 隅丸長方形 1．62 ×十 30 2 5 外傾 平坦 人為

70 D 2 eO N －3 0－W 隅丸長方形 2．80　×1．03 43 直立 平坦 人為

71 D 2 f9 N －680－E 長 方 形 1．64　×　0．66 34 外傾 平坦 人為

72A D 2 e9 〔N －5 0－E 〕〔不整楕円形〕〔2．00〕× 1．23 15 緩斜 平坦 人為

72B D 2 e O N －3 0－W 長 方 形 1．58　× 1．03 20 外傾 平坦 人為 SK7 2A一ヰ本跡

73 D 2 e 8 － 円　　 形 1．14　× 1．03 15 外傾 平坦 人為

74 D 3 h l N －770－W 隅丸長方形 1．60　×　0．67 18 外傾 皿状 人為
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土塊

番号

長径方向

（長軸方 向）

規　　　 模

覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複 関係　 旧→新）
位置 平面形 長径 ×短径

瀾酢摘猟廟

深 さ

（cm）

壁面 底面

75 D 3 e8 N －150－E 隅丸長方形 2．03　×　0．77 24 外傾 凹凸 自然 SK76→本跡

76 D 3 e 8 〔N －60 0－E 〕〔楕 円 形〕〔1．50〕×1．20 16 ′ 外傾 平坦 人為 縄文土器片，土師器片 本跡→SK7 5

77 D 3 e 9 N －720－W 楕　 円 形 3．27　×　0．75 8 外傾 平坦 人為 本跡→SK7 8

78 D 3 e 9 N －120－E 隅丸長方形 2．33　× 1．00 8 外傾 平坦 人為 SK7 7→ 本跡

79 D 4 e 2 － 円　　 形 1．05　×　0．95 21 外傾 平坦 人為 縄 文土器片

80 D 3 e3 N －230－E 楕　 円 形 0．98　×　0．61 15 外傾 皿状 人為

81 D 4 d2 N －100－E 隅丸長方形 1．92　× 1．10 7 6 直立 平坦 人為 縄文土器片，土師器片 SI5→本跡→ SK130

8 2 D 4 d l ＼一十一E 隅丸長方形 2．42　× 1．17 19 緩斜 平坦 自然 土 師器片 SI5→SK8 3→ 本跡

83 D 4 d l N …680－W 楕　 円 形 3．23　×1．64 2 0 外傾 平坦 自然 土 師器片，須恵器片 本跡→SK82

8 5 D 4 cl 〔N －850－W 〕〔長 方 形〕〔2．15〕×1．35 1 3 直立 平坦 人為 本跡→SK84

8 6 D 3 d4 － 円　　 形 1．31 ×1．21 2 0 外傾 平坦 人為 SK87→本跡

87 D 3 d4 N －720－W ．隅丸長方形 L 58　×1．10 30 直立 平坦 人為 弥生土器片 本跡→SK86 ，88

88 D 3 d 4 N －24 0－E 隅丸長方形 1．48　×　0．90 ユ2 外傾 平坦 人為 SK87・→本跡

89 D 3 d 5 N －16十一W 長 方 形 1．95　×　0．60 20 直立 平坦 人為

90 D 3 d 4 N ＋ぱ－W 長 方 形 1．36　×　0．97 14 外傾 平坦 人為

91 D 3 e 5 N －220－W 楕　 円 形 1．65　× 1．02 14 外傾 凹凸 自然

92 D 3 e 5 N －120…W 長 方 形 1．09　×　0．51 24 直立 平坦 自然

93 D 3 d6 N －870－W 隅丸長方形 1．37　× 1．00 8 緩斜 平坦 人為 SKl O3→本跡

94 D 3 ビ7 N －720－E 隅丸長方形 1．34　×　0．56 3 5 直立 凹凸 人為

95 D 2 fO N …720－E 隅丸長方形 2．51 ×　0．60 10 緩斜 凹凸 人為 SK9 6→本跡

96 D 2 fO 〔N －3 0－W 〕〔楕 円 形〕（2．50）×0諸4 7 緩斜 皿状 人為 本跡→SK95

9 7 D 3 e6 Y －8 十一W 楕 円 形 L 17　×　0．91 1 7 外傾 ． 凹凸 自然 土師器片

99 D 3 e7 － 円　　 形 0，86　×　0．81 1 5 外傾 皿状 人為

101 D 3 f8 N －3 0－W 楕　 円 形 1．75　×　0．85 9 外傾 平坦 人為

102 D 3 f4 N －20 0－W 長 方 形 1．42　×　0．61 10 外傾 平坦 人為 陶器片 SK12 1A→本跡→SKユ22

103 D 3 d 6 N －440－W 楕　 円 形 2．56　× 1．83 38 緩斜 皿状 人為 本跡→SK9 3

1 04 D 3 f9 N －60－E 楕 円 形 2．66　×　0．78 22 緩斜 皿状 自然

縄 文土器 片

土師器片，須恵器片

！

土師器片

i

本跡→SKl 16

10 8 D 4 f2 N －200－W 楕 円 形 0．92　×　0．64 46 外傾 平坦 人為

110 D 4 e 3 N －120－W 隅丸長方形 1．12　×　0．93 35 直立 平坦 人為

111 D 3 d 3 N －90－E 楕 円 形 1．88　× 1．03 9 外傾 平坦 自然

113 D 3 b5 N －130－E 隅丸方形 1．82　× 1．65 19 直立 平坦 人為

114 D 3 f7 N －40－W 楕 円 形 5．14 × 0．60 9 緩斜 平坦 人為

115 D 3 g9 N －30－W 楕　 円 形 1．88　×　0．59 3 0 直立 平坦 人為

1ユ6 D 3 g9 N －20－E 楕 円 形 2．89　×　0．65 9 外傾 皿状 人為 SKH 5・→本跡

SKl 19→ 本跡

H 7 D 3 f8 N －770－E 不整楕円形 1．20　×　0．69 2 2 緩斜 凹凸
！

人為

118 D 3 C6 N －2 0－W 隅丸長方形 1．00　×　0．69 3 3 直立 平坦 人為

H 9 D 3 C6 〔N －810－E 〕〔隅丸長方形〕1．15 ×（0．48ラ 18 直立 平坦 人為 本跡→SK51 ，118

SK 12 1B・→本跡→SKlO2

120 D 3 C2 N －670－E 隅丸長方形 1．91 ×1．15 1 3 外傾 平坦 自然

121A D 3 e4 〔N －800－W 〕〔長 方 形〕〔1．66〕×〔0．57〕 28 外傾 車坦 人為

121 B D 3 e4 〔＼－甘l 町 〔方　　 形〕（0．72）×細．38） 28 外傾 平坦 人為 本跡→SK12 1A

1 22 D 3 e 4 N －720－W 楕 円 形 1．32　×　0．52 40 外傾 平坦 自然 SKlO 2→本跡→SK12 3

12 3 D 3 e 4 N －250－W 楕 円 形 2．73　× 1．14 28 緩斜 平坦 自然 SK122→本跡

本跡→SEl

12 4 D 3 c l N －250－W 楕　 円 形 1．38　× 1．05 52 外傾 平坦 自然

125 D 3 c l N －60－W 方　　 形 2．21 ×　2．18 10 緩斜 平坦 自然

127 D 3 b2 N －180－E 楕 円 形 1．49　×　0．99 13 外傾 平坦 自然

128 D 3 b2 N －250－W 楕　 円 形 0．93　×　0．71 19 外傾 皿状 自然
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土塊

番号
位置
長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　 模 ！

壁面 底面 覆土

i 主 な出土遺物
備　　　　　 考

（重複関係　 旧→新）
深さ

（cm）

129 D 3 a2 N －Oc 不整楕円形 2．20　×　0．75 9 i緩斜 平坦 人為

130 D 4 d2 〔N －48e－E〕
〔長 方 形中 15〕細 57〕

50 直立 平坦 人為 SI5→本跡→SK81

ユ32 D 2 C9 N 一㌢L w
隅娘 方形恒 ×0・79

ユ8 外傾 平坦 人為 本跡→SX4

133 D 2 dO ＼－1二十一W 楕　円　形 2．63　×1．47 26 緩斜 皿状 人為 SK134→本跡

134 D 2 dO 〔N －8 0－W 〕〔楕 円 形〕
ユ・35 ×細 い 6 緩斜 凹凸 人為 土師器片 本跡→SK133

135 D 2 b5 ＼－リ十一W 長 方 形
2・28 ×叫 30 暖斜 平坦 人為 陶器片

136 D 2 a6 N －5′0－E 隅丸方形 1．00　×　0．92 18 外傾 平坦 人為

137 D 2 b∠皇 N －230－W 楕　円 形 1．16　×　ユ．03 24 外傾 平坦 人為

138 D 2 a6 － 円　　 形 1．15　×　L純 22 外傾 皿状 人為 須恵器片

139 D 2 a7 持「」待つ椚
〔楕 円 形〕恒 ×Oe73

10 外傾 凹凸 人為 本跡→SK147

140 D 2 a7 －
円　 形 恒 2 ×ば

ユ2 外傾 凹凸 自然 土師器片

ユ射 D 2 a7 雄一250－W 〕
〔楕 円 形高 潮 組曲

；
19 外傾 凹凸 人為 本跡→SK150

142 C 2 j8 N －85㌧W
隅丸方形 iL 27 ×日 日 3 直立 平坦 人為 縄文土器片ラ　土師器片

ユ43 D 2 a8 ＼一寸十一W
i

i 隅丸方形 il・10 ×0可 72
直立 平坦 人為

l
土師器片

ユ44 D 2 bO N …鮮
長 方 形 恒 ×1・可 27

直立 平坦 人為 SK145→SK146→本跡

145 D 2 b9 待「つ誉」須 〔長 方 形〕〔ユ．70〕×1。50 ［ 購 直立 平坦 人為 本跡－ヰSKユ46→SKヱ′44

摘6 D 2 bO 〔N 弓ぽJ 勘
〔長 方 形〕恒 頼 刷

3ユ 直立 平坦 人為 土師器片 SK145→本跡→SK144

147 D 2 a7
i N －210－E

方　　 形
1・45 ×1・10日

外傾 凹凸 人為 須恵器片 SK139→本跡

ユ48 C 2 j7 N 十猫㌧虻 楕　円 形
2胤 相 可　 9 綾斜 凹凸 自然

ユ49 D 4 g3 N 十露L w 楕　円 形 0ぁ65　×　0．55 33 直立 凹凸
i 人為

ユ50 D 2 a7 N －530－E
楕 円 形 恒 7 ×0・39

33 外傾 凹凸 人為 SK141→本跡

ユ52 C 2 i6 鮮㌘鮭戌 楕　円 形 2を70　×　0ま40 ユ7 直立 平坦 人為 SKユ53－ヰ本跡

153 C 2 i6 〔N －25cJ 勘 〔楕 円 形〕〔1．30〕×0．93 13 外傾 皿状 人為 本跡→SK152

ユ54 C 2 j6 N －Oc 隅丸長方形 2．32　×1。30 4ユ 直立 平坦 人為 SK156，176→本跡→SK155

155 C 2 j6 N …『」W
隅丸方形 恒 ×1さ23 i 24 外傾 平坦 人為 SK156言76→SK154→本跡

156 C 2 j6 〔N －4㌦W 〕〔隅丸長方形〕
（2調 ×1可 15

外傾 平坦 人為 本跡・→SK154－鴻SK155

ユ可
D 2 i）6 － 円　　 形

1・23 X L 烈日 5
直立 皿状 人為 土師器片 SI7→本跡→SK159

159 i
D 2 C6 N －250－W 楕　円 形 1・81 ×1可 62 外傾 皿状 人為 土師器片 S‡7→SKユ58→本跡

161 ！D 3 b4 N －0 0 隅丸長方形 4ぷ ×2可 37 直立 平坦 人為 匡 師器片　　　　　 i

i　　　　　　 ！

i　　　　　　 i

本跡→SK162，164

162 i
D 3 a4 細∴ 4㌦受〕〔隅丸長方形〕

鉦75〕×2・33 日 0 直立 平坦 人為 SK161→本跡→SK163

163 i
C 3 j4 N －760－E

長 方 形 恒 廿 項 25
直立 平坦 人為 SK162→本跡

ユ64 i
D 3 a4 1 －16∴－E

長 方 形 恒 7 ×0・47 i 20
外傾 平坦 人為 SKl私上や本跡

165 ！
B l j9 ＼－13∴－W

長 方 形 il・92 相 可 張
外傾 凹凸 人為 SH 3→本跡

166 ！
B l j8 N …61㌧虻

隅丸長方形恒 4 ×0・87 i 35
直立 平坦 人為

i　　　　　　 ！

i　　　　　　 ！

i　　　　　　 i

極 生土器片　　　　 I

SI13－→本跡

167 ！
C l e7 N －850－E

不整那 形恒 × ・鱒巨 7
外傾 平坦 人為

169 C I cO － 円　　 形　 0．95 ×0．87　　 23 外傾 皿状 自然

170 iC l d6 N －700－E 長 方 形 恒 ×0・77 i 25 I 直立 平坦 人為

1可
C I c7 N 一鮮L w

楕 醐 車 齢 膵 「 中 外傾 平坦 人為 I

i

SK172→本跡

172 i
C I c8 N －21㌦W

長 方 形 恒 6 ×0・88 i 12 I
外傾 平坦 人為 本跡→SK171

174 i
C l b8 N －470－E

不整楕円形 恒 ×1・20！ 38 i
外傾 凹凸 自然 i

l

l

！

！

土師器片　　　　　 ！

本跡→SK154→SK155

本跡→SK180

175 ！
D 2 C8 N－240－E

楕 円 形 恒 ×0072 i 8 ！
外傾 凹凸 自然

176 ！
C 2 j6 〔N －3 0－E〕

〔長 方 形〕恒 2jx 〔1調 ！ 24 i
直立 平坦 －

177 iD 2 C8！N －460－W 楕 円 形 恒 2 ×1・可　 6つ 外傾 平坦 人為

178 iD 2 b9i N －590－W 隅丸長方形恒 ×0可 42 i 直立 皿状 人為

179 ！D 2 C7 i i 円　 形 il・20 ×＝8 日 2 i
外傾 平坦 人為

180 i D 2 C7！〔N 一鮮 可 〔楕 円 形虹 望聖 ・92 ！ 25 i
外傾 平坦 人為 土師器片 SK179→本跡→SK181
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土坑

番号
位置

長径方 向

（長軸方 向）

［　 規　　　 模
r

！

壁面 底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複関係　 旧→新）

181 D 2 C 7 N －38 0－E 楕　 円 形 0．98　×　0．88 12 外傾 平坦 人為 SKユ80→本跡

182 D 2 d 8 N －52 0－E 不 定 形 2．80　× 1．49 4 5 外傾 凹凸 人為 土師器片

183 C 2 d 9 N －560－E 円　　 形 1．00　×　0．84 4 0 外傾 皿状 人為

184 D 2 a6 N －1ざ－E 長 方 形 3．95　×　0．77 2 8 直立 平坦 人為 土師器片，須恵器片， 陶器片

185 C 2 j5 N －730－E 長 方 形 2．10　×　0．71 3 0 直立 平坦 人為 土師器片

186 D 2 a5 N －550－E 楕 円 形 1．13　×　0．99 7 緩斜 平坦 人為

187 C 2 j5 N －670－E 長 方 形 2．10　×　0．69 4 7 直立 凹凸 人為 須恵器片

188 D 2 a4 N －80－E 楕 円 形 1．90　× 1．20 2 0 外傾 凹凸 人為

189 D 2 a4 N －150－W 不整楕円形 1．65YX l．12 3 7 外傾 凹凸 人為

190 C 2 i4 N －630－E 隅丸方形 1．29　×1．07 1 6 外傾 平坦 自然

191 C 2 h 4 N －550－W 隅丸方形 1．77　×1．68 2 2 外傾 凹凸 人為 土 師器片

192 C l b 9 N －420－W 楕 円 形 1．26　×　0．92 24 外傾 平坦 自然

193 C l b 9 N －250－W 楕 円 形 0．90　×　0．79 20 外傾 平坦 自然

194 C l b O N －400－E 楕 円 形 1．72　×　ユ．33 24 外傾 凹凸 人為

195 C l a O N －17〇一W 楕 円 形 1．25　×　0．94 35 外傾 凹凸 自然

196 C l aO － 円　　 形 0．90　×　0．85 32 外傾 平坦 自然

197 C l aO N －180－W 楕 円 形 1．13　×　0．92 4 7 外傾 凹凸 人為

198 C l aO N －420－W 楕‖円 形 1．21 × 1．06 30 外傾 平坦 自然

199 C 2 a l N －300－W 楕 円 形 1．38　× 1．02 28 外傾 凹凸 自然

201 D 4 h l N －410－E 楕 円 形 1．40　×　0．63 56 外傾 平坦 人為 土師器片

202 D 3 gO N －220－W 楕 円 形 2．43　×　0．70 8 7 外傾 平坦 人為 土師器 片

205 C 2 a2 N －90－E 楕 円 形 1．62　×　0．96 4 0 外傾 凹凸 人為 縄 文土器 片

206 C 2 al N －130－E 長 方 形 1．96　×　L OO 3 5 直立 平坦 人為 土師器片，須恵器片

208 C 2 f9 N －8 0－E 〔長 方 形〕3．50 ×（1．42） 15 外傾 平坦 人為 本跡→SX6

2 09 C 2 g 3 N －130－E 楕　 円 形 1．50　×1．30 3 5 外傾 皿状 人為

210 C 2 i2 N －520－E 隅丸方形 1．43　×1．16 6 5 外傾 凹凸 人為 土 師器片，陶器片

211 C l a O N －6 0－W 楕 円 形 1．24　×1．02 2 0 外傾 平坦 人為

212 C 2 b l N －720－E 不整楕円形 1．56　×　0．96 44 外傾 平坦 人為

弥生土器片，土師器片

縄文土器片，土師器片

本跡→SK2 1421 3 D 4 f2 － 円　　 形 1．16　×1．10 26 外傾 平坦 人為

214 D 4 f2 N －33〇一W 楕 円 形 1．38　×1．16 40 外傾 平坦 人為 SK2 13→ 本跡

SK 2 17→ 本跡

2＿15 C l d8 N －200－E 楕 円 形 1．44　×　0．90 24 外傾 凹凸 自然

216 C l dO 〔N －110－W 〕〔長 方 形〕〔3．48〕× 0．88 8 横斜 皿状 人為

217 C l dO N －410－E 隅丸長方形 ‾1．98　× 1．56 12 4 内傾 平坦 人為 本跡→SK2 16 SK2 18 と重複

218 C l dO 〔N 鵬480－E 〕〔楕 円 形〕 1．38 ×（1．08） 54 直立 平坦 不明 SK2 17 と重複

220 C l dO － 円　　 形 1．44　× 1．33 4 0 外傾 皿状 自然 本跡→SB2

2 2 1 C 2 cl N －520－E 長 方 形 4．05　× 1．66 13 外傾 凹凸 人為 本跡→SK22 2

2 22 C 2 cl N －75e－E 楕 円 形 2．07　× 1．16 4 4 緩斜 皿状 自然 縄文土器片，土師器 片

弥生土器片 ，土師器片 ，陶器片

SK22 1→本跡

SK2 2 7・→本跡

223 C 2 h O N －80〇二W 方　　 形 1．37　× 1．32 17 外傾 平坦 自然

225 C 2 j8 N －800－W 長 方 形 1．59　× 1．04 2 7 外傾 凹凸 人為

226 C 2 j8 N －0 0 楕 円 形 1．36　×　0．91 10 外傾 凹凸 人為 古銭

227 C 2 j9 － 〔円　　 形〕0．63 ×（0．39） 30 外傾 皿状 人為 土師器片 SK2 28→本跡→SK22 6

2 29 C 2 j9 N －4 0－W 長 方 形 1．39　×　0．74 6 0 外傾 平坦 人為 陶器片

土 師器片

SK2 28→本跡

本跡→ 第 3 号 火葬施設

230 C 2 h 9 N －300－E 楕 円 形 1．34　× 1．17 5 8 外傾 平坦 人為

231 C 2 j6 〔N －700－E 〕〔楕 円 形〕 1．31 ×（0．85） 17 緩斜 平坦 人為

233 B l j7 N －220－E 長 方 形 2．16　×　0．70 105 直立 平坦 人為 SI13→ 本跡

23 6 C l e O N －48〇一E 楕 円 形 1．63　×1．30 1 7 緩斜 平坦 人為 馬骨 （歯）
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土坑

番号
位置

長径 方向

（長軸方 向）
平面形

規　　　 模 ！

壁面 底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複 関係　 旧→新）
長径 ×短径

脹鰍×魔鰍凍

深 さ

（cm）

237 C 2 dl N －290－W 隅丸長方形 3．03　×1．80 1 8 外傾 平坦 人為

239 C 2 cl －
円　　 形 1．76　×1．71 4 2 外傾 皿状 自然 縄文土器片

240 C 2 cl N －30 0－W 隅丸方形 1．24　×1．13 4 5 直立 平坦 人為

241 C 2 b 4 N －520－E 楕　 円 形 0．88　×　0．70 60 外傾 皿状 人為 土師器片 SI15－ヰ本跡

244 C 2 d 2 N －580－W 楕　 円 形 1．92　× 1．20 40 外傾 皿状 人為

245 C 2 b 5 N 一汗 l E 楕　 円 形 1．05　×　0．90 33 外傾 平坦 人為 土師器片

246 C 2 d4 N －100－W 楕 円 形 2．93　×　0．64 53 直立 平坦 人為

247 C 2 d3 － 円　　 形 2．17　×　2．07 51 外傾 平坦 自然

248 C 2 d3 N －19L w 長 方 形 1．46　×　0．62 38 直立 平坦 人為 陶器片

249 C 2 e4 N －68L E 長 方 形 1．42　×　0．72 18 外傾 平坦 人為 土師器片，陶器片 ‘

250 C 2 g4 N －5 L w 長 方 形 2．60　×　0．64 12 外傾 平坦 人為 縄 文土器片，土 師器片

251 C 2 g4 N －0 0 楕 円 形 0．76　×　0．62 4 8 外傾 平坦 人為

252 C 2 g 5 N －22㌦W 長 方 形 4．05　×　0．55 7 外傾 平坦 人為

253 C 2 g 6 N －6 L w 隅丸長方形 3．84　×　0．52 1 0 外傾 平坦 人為 SK25 4，25 5，25 6→本跡

254 C 2 g 6 〔N －6L w 〕〔長 方 形〕 1．40 ×〔0詫9〕 52 直立 凹凸 人為 本跡→SK25 3

2 55 C 2 h 6 〔N －8㌧ E 〕〔楕 円 形〕 1．60 ×〔1．20〕 38 直立 平坦 人為 SK25 6→本跡→SK25 3

2 56 C 2 h 6 〔N －28㌦ E〕〔楕 円 形〕 1．81 ×〔1．45〕 30 外傾 凹凸 人為 本跡→SK25 5－ヰSK 25 3

2 57 C 2 g 6 － 円　　 形 0．63　×　0．60 24 外傾 皿状 自然

258 C 2 f6 N －30－W 楕 円 形 L 71 × 1．00 34 緩斜 平坦 自然 土師器片

260 C 2 h6 N －860－W 隅丸長方形 1．12　×　軋92 56 外傾 平坦 人為

261 C 2 e5 N －30－W 楕　 円 形 1．28　×　0．62 18 外傾 平坦 人為 本跡→SK2 62

26 2 C 2 e5 N －80十一E 楕 円 形 1．54　×　0。38 6 外傾 凹凸 人為 SK2 6 1→本跡

264 D 2 a9 N －850－E 長 方 形 2．10　× 1．37 3 8 直立 平坦 人為 土師器片 SK2 72→本跡

26 5 C 2 b7 － 円　　 形 0．98　×　0．92 3 3 直立 平坦 人為 土師器片

266 C 2 fl N －750－E 楕　 円 形 1．30　×　0．68 19 外傾 平坦 自然

267 C 2 fl N －400－E 楕　 円 形 0．64　×　0．54 4 2 外傾 皿状 人為

268 C 2 f2 － 円　　 形 1．10　× 1．05 1 3 外傾 凹凸 人為

弥生土器片，土 師器片

縄文土器片 ，土 師器片

土師器片，須恵器片

SK2 71→ 本跡

269 C 2 g 3 N －250－W 楕 円 形 1．65　× 1．46 6 3 直立 平坦 人為

270 C I c6 N －44 0－W 楕　円 形 1．57　×　0．97 3 0 外傾 皿状 自然

271 C I c6 － 〔円　　 形〕 0．98 ×（0．85） 53 直立 平坦 自然 本跡→SK27 0

27 2 D 2 a O N －83√－E 長 方 形 0．66　×　0．44 5 8 直立 平坦 人為 本跡→SK26 4

S I18→本跡

SD 7 →本跡

27 3 C 2 C 5 － 円　　 形 0．85　×　0．80 1 3 緩斜 皿状 自筆

274 C 2 d 5 N －50－E 楕 円 形 1．39　×　0．95 16 外傾 平坦 人為

275 C 2 C6 N －250－W 楕　 円 形 1．10　×　0．85 12 緩斜 平坦 自然

276 C 2 C5 － 円　　 形 0．60　×　0．59 7 外傾 凹凸 自然

277 C 3 e l N －220－W 長 方 形 1．20　×　0．77 16 外傾 平坦 自然

279 C 3 d3 － 円　　 形 1．18　× 1．11 26 外傾 平坦 人為

281 B 3 jl N －180－W 長 方 形 2．79　×　0．84 50 直立 平坦 人為

282 C 2 h 8 N －3 √－W 楕　 円 形 1．24　× 1．07 26 外傾 皿状 自然 SIlO→本跡

本跡→ SK2 85

28 3 C 2 iO N －860－W 長 方 形 1．35　×　0．85 2 1 外傾 平坦 人為

284 C 3 a 5 N －84 0－E 長 方 形 3．11 ×　0．51 3 3 直立 平坦 人為

285 C 3 a 5 N －86ニーE 長 方 形 5．12　×　0．52 3 5 直立 平坦 人為 土師器片

土 師器片

SK2 84 ，286→本跡

28 6 C 3 b 6 〔N －3 0－W 〕〔長 方 形〕（3．40）×0．74 2 0 直立 平坦 人為 SK2 87→本跡→SK285

28 7 C 3 b 6 〔N －86 0－E 〕〔長 方 形〕（2．10）×0．54 3 1 直立 平坦 不明 本跡→SK2 86

28 8 C 3 b6 N －30－W 長 方 形 3．25　×　0．66 3 5 外傾 平坦 人為 本跡→SK28 9 ，298

28 9 C 3 b7 〔N －30－W 〕〔長 方 形〕（2．45）×0．60 2 0 外傾 平坦 人為 SK2 88→本跡→SK2 98
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土塊

番ぢ
位置

長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　 模 ！

壁面 底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複関係　 旧→新）
長径 ×短径

瀾縮摘猟廟

深 さ

（cm ラ

290 B 3 j4 〔N －380－W 〕〔長 方 形〕〔5．64〕× 0．78 2 9 外傾 平坦 人為 弥生土器 片，土 師器片 本跡→SD7

2 9 1 B 3 i3 N －85㌧W 不整楕円形 2．75　× 1．47 2 4
i

外傾 平坦 人為 土師器片 SD7－ヰ本跡

293 C 2 gO 伊 －860－W 長 方 形 1．96　×　0．98 2 5 外傾 平坦 自然 土 師器片

294
1iC 3 gl 伊 －880－W 方　　 形 1．66　× 1．29 1 9 外傾 平坦 自然

295 C 3 hl N －3 0－E 隅丸長方形 0．96　×　0．79 2 0 外傾 平坦 自然

296 C 3 gユ Ⅳ」ぽ－W 隅丸長方形 1．95　×　0．58 4 9 直立 平坦 人為 土師器片

297 C 3 a 7 N －450－E
［

楕　円 形 0．75　×　0．62 24 外傾 皿状 人為 SK29 8－→本跡

298 C 3 a 7 N －810－W 長 方 形 3．40　×　0．78 2 5 外傾 平坦 人為 SK28 8，28 9→本跡→SK29 7

29 9 B 3 e 7 N －320－W 楕　 円 形 L 53　× 1．00 30 外傾 平坦 自然

300 B 3 f7 ＼一二1「－E 楕 円 形 1．12　×　0．70 15 外傾 平坦 自然

301 A 3 iO N －390－W 楕　 円 形 L 28　× 1．02 20 外傾 皿状 人為 縄 文土器 片

302 A 4 il N －180－E 楕　 円 形 1．02　×　0．84 2 2 緩斜 皿状 人為 SI3 1→ 本跡

303 A 4 il N －730－E 不整楕円形 1．01 ×　0．64 3 2 緩斜 平坦 自然

305 A 4 il N －86㌦虻 楕　 円 形 1．16　× 1．02 2 0 外傾 平坦 自然

306 A ∠‖ 2 － 円　　 形 1。15　× 1．14 P 6 外傾 平坦 人為 土 師器片 SI2 1と重複

307 B 4 b 2 N －49㌦虻 楕　円 形 1．26　×　0．92 2 6 外傾 皿状 自然 弥生」二器片

308 B 4 a 2 N －12㌦ W 楕　 円 形 L lO　X　O。76 20 外傾 平坦 自然 弥生土器片

309 B 3 f5 N －2 0－E 楕 円 形 1．61 ×　0．53 30 緩斜 皿状 人為 土師器片 SI25－ヰ本跡

310 C 2 eO － 円　　 形 1．04　×　鉄鍋 30 外傾 皿状 人為

3日 B 3 f7 1 －10■－W 楕 円 形 0．88　×　0．59 30 外傾 平坦 自然

3ユ2 B 3 f7 〔N －00　 〕〔楕 円 形〕（1．57ラ× 0．85 27 タも傾 皿状 自然 本跡→SK3 13

3 13 B 3 膵 N －690－W 楕　 円 形 ま。65　×　0。57 3ユ 外傾 皿状 自然 SK3 12→本跡

314 B 3 g 5 N －50㌦虻 楕　 円　形 目測　×　0．48 14 外傾 皿状 自然 弥生土器片 SI2 5→本跡

3ユ5 B 4 ぎ2 － 〔円　　 形〕〔1．05〕×〔0，92〕 65 内傾 平坦 人為 須恵器片 SI2 9→本跡

316 B 4 C 4 N －60 0－W
楕 円 形 ！1。10　×　0，82 3 8 直立 平坦 人為 第1号鍛治工房跡→ 本跡

317 C 3 a 2 － 円　　 形 0．60　×　0．54 34 外傾 平坦 自然 本跡→SD5

3ユ9
B 4 h4 恒 230－E 〕〔楕 円 形〕 1．08 ×乱84） 34 外傾 皿状 自然 縄文土器片 本跡→S伸

32 2
B 4 h9 年 350－E 楕　 円 形 1．30　×　ま．10 12 外傾 平坦 人為 SK32 3→本跡

323
B 摘 恒 330…E 長 方 形 3．50　×　0．82 15 外傾 平坦 人為 本跡→SK32 2

本跡→SK3 28

3 24
B 4 e7 恒 59。－E

長 方 形 3，09　×　0．58 34 外傾 皿状 自然

325
B 4 e8 i N －50。－E

不整楕円形
4・02 ×2可 購

外傾 皿状 自然

326
B 射 7 恒 480…E 〕

〔不 義∴形〕
姐 0jX L 購 い 0

外傾 凹凸 自然

327
B 4 d 6恒 60 0－E 〕〔不 定 形〕（1タ41両 所 46 外傾 平坦 自然

328
B 4 d 6恒 600…E 〕〔不 定∴形〕由 頸 ×錮 7 i 50 外傾 平坦 自然 SK3 27→本跡

SK3 32→本跡

33 0
C 2 i6 恒 50－W

長 方 形
2・91 ×0・55 i 28

直立 平坦
l

人為 i上帥器片

331
C 3 jユ恒 79。－E

長 方 形
1・41 × 0・75 日 2

緩斜 平坦 人為

332
D 3 a l i N －60－W

不 定 形
3・12 × 1可 15

直立 凹凸 人為
！

土師器片　　　　　 i

本跡→SK33 1

S I22→本跡

SI2 2→ 本跡

第1号鍛治工房跡 →本跡

333 i B 3 d9 年 310－W 楕 円 形
1・43 × 1・18 日 1

直立 平坦 自然

334 i B 2 h中 一420－W 長 方 形 2・08 ×0・可 37 直立 平坦 人為

3可五 后 ‾蒜 恒 130－E 楕 円 形 ！1・11 ×0可 26 外傾 凹凸 自然

336 ！B 4 d l i N －80 0－W i 楕 円 形 ！1・95 × 1・40 日 5 外傾 平坦 自然

337 ！B 3 h l恒 5 0－W i 長 方 形 i2・05 ×0・55 i 2 8 直立 平坦 人為
！

339 i C 3 h3 i N －15。－W i 長 方 形 ！2・12 ×0・57 日 8
直立 平坦 人為

340 i B 柚 2 恒 13。－W i 楕 円 形 ！1・05 ×0・88 ！ 20
外傾 平坦 自然

343 ！D 3 j7 年 87。－E i 楕 円 形 ！3・96 × 0・82 日 2
直立 平坦 自然

345 ！B 4 d4 年 250－可 楕 円 形 ！4・84 × 2・05 日 1 i 外傾 平坦 人為
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土坑

番号
位置

長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　 模 l

壁面 底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複関係　 旧→新 ）
長径 ×短径

混線X 魔軸湖

深 さ

（cm ）

346 E 4 a5 N －800－E 長 方 形 〔1．80〕× 1．03 4 4 直立 平坦 人為 土師器片 SI2→ 本跡

347 D 2 d6 N －6 0－E 隅丸長方形 1．81 ×　0．97 14 外傾 皿状 自然 土師器片 SI7→ 本跡

348 D 3 i8 N －410－E 楕 円 形 1．04　×　0．88 1 0 緩斜 平坦 人為

350 D 3 i2 N －270－E 隅丸長方形 1．40　×　0．66 2 4 外傾 平坦 人為

351 E 4 d 5 N －870－E 楕 円 形 1．54　×1．14 34 外傾 平坦 人為 SFl→本跡

352 A 3 jO N －610－E 楕 円 形 1．32　×　0．92 1 2 外傾 平坦 自然

353 D 2 a 5 N －20 0－W 楕 円 形 0．94　×　0．59 14 外傾 平坦 自然

354 D 2 a 5 N －310－W 楕 円 形 1．35　× 0．58 78 外傾 皿状 自然

355 D 2 b 5 N －540－E 不 定 形 1．16　×　0．99 42 外傾 皿状 自然

356 E 4 C2 N －850－E 長 方 形 4．50　×　0．75 15 外傾 平坦 人為 土 師器片 SFl→本跡

357 E 4 b2 N －20－E 長 方 形 2．87　×　0．68 6 2 直立 平坦 人為

358 E 3 cO N －70㍉－E 長 方 形 1．00　×　0．50 2 1 外傾 平坦 自然 土師器片

359 B 3 C9 N －530－W 楕 円 形 1．27　× 1．15 18 直立 平坦 自然

360 B 3 C9 N －520－W 楕 円 形 1，12　×　0セ92 16 l 外傾 凹凸 人為
】
i

36 1 E 4 cl － 円　　 形 1．24　×1．15 3 2 外傾 平坦 人為 本跡→SFl

36 2 C 2 b 8 N －350…E 楕 円　 彬 1．25　×　0．72 1 8 外傾 平坦 自然 弥生土器片，土師器片

364 B 3 b 6 N －130－E 楕 円 形 0．44　×　0．34 1 7 外傾 平坦 自然

365 B 3 d 6 － ；円　 形 0．78　×　0．74 2 8 外傾 皿状 自然

367 B 3 d 7 N …50L w 楕　 円 形 0．66　×　0．53 30 外傾 皿状 人為

368 C 5 b2 － 円　　 形 1．08 × 1．00 25 緩斜 皿状 人為

369 C 5 c l N －300－E 長 方 形 2．68　×　0．64 34 緩斜 平坦 人為

370 C 5 C4 N …36㌧虻 長 方 形 1．22　×　0．52 18 緩斜 平坦 人為 土 師器片

371 C 5 d4 N －340－E 楕 円 形 2．00　×　0．62 8 緩斜 平坦 自然

372 C 5 d4 N －203－E 楕 円 形 0．85　×　0．74 2 5 緩斜 皿状 人為

373 C 5 d 5 － 円　　 形 1．12　× 1．08 ユ2 外傾 平坦 人為 土師器片

374 C 5 d 3 － 円　　 形 0．74　×　0．72 2 4 外傾 平坦 人為 土師器片

375 C 5 d 2 N －300－E 長 方 形 1．17　×　0．85 3 3 緩斜 平坦 人為 SK37 7→ 本跡

376 B 5 i2 N －430－W 長 方 形 2．50　×　0．45 1 0 穣斜 平坦 人為

土師器片 SK37 5→ 本跡

本跡→SK38 0

37 7 C 5 e 2 〔N －61二一W l 〔長 方 形〕 0．64 ×（0．42） 9 緩斜 凹凸 自然

378 C 5 e l N －23 0－E 楕 円 形 1．45　×　L lO 1 8 緩斜 平坦 人為 弥生土器片，土師器片

土師器片

379 C 5 f2 N －800－W 長 方 形 1．40　×1．29 1 7 緩斜 平坦 人為

380 C 5 f l 〔N －670－W 〕〔長 方 形〕（0．78）×0．72 30 外傾 平坦 人為 SK37 9→本跡－ヰSK3 87

3 8 1 C 5 fl N －750－W 長 方 形 1．27　× 1．10 35 外傾 平坦 人為 SK3 80→本跡→SK38 2

3 82 C 5 fl N －680－W 長 方 形 1．34　×　0．59 37 緩斜 平坦 人為 SK3 8 1，383→本跡

383 C 5 fl 〔N －140－E 〕〔長 方 形〕〔2．08〕× 0．45 31 緩斜 皿状 人為 本跡→SK3 82

3 84 C 5 e2 N －260－E 楕 円 形 l

l

1．33　×　0．80 12 緩斜 平坦 人為 SK3 85－中本跡

385 C 5 e2 〔N －560－E 〕〔長 方 形〕紅40〕× 0．72 19 緩斜 平坦 人為 本跡l→SK3 84

S K3 88→本跡

38 6 C 5 e 2 N －270－E 長 方 形 2．20　× 1．70 2 0 緩斜 平坦 人為 －土師器片

土師器片

土師器片

土師器片

387 C 5 g l － 方　　 形 1．42　× 1．40 3 4 緩斜 平坦 人為

388 C 5 g l 〔N －750－E 〕〔楕 円 形〕 1．20 ×紅34） 34 緩斜 平坦 人為 本跡→SK3 87

38 9 C 5 g 2 N －10千一E 楕　 円 形 1．25　× 1．05 2 1 緩斜 平坦 人為 本跡→SK3 90

390 C 5 f2 N －14 0－E 長 方 形 1．93　×　0．61 2 0 緩斜 平坦 人為 SK3 89→本跡

SI38→本跡→SK39 9，40 4

SK 39 5→ 本跡→ SK3 97

3 9 1 C 5 a l N －220－E 長 方 形 0．98　×　0．83 8 緩斜 平坦 自然

392 C 5 al N －220－E 長 方 形 2．13　×1．38 2 1 緩斜 平坦 人為

393 D 3 a7 N －17十一E 楕　 円 形 1．00　×　0．50 2 9 緩斜 凹凸 人為

394 C 5 cl 〔N －33G－E 〕〔長 方 形〕鉦27）×0．61 36 外傾 平坦 人為
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土塊

番号
位置

長径 方向

（長軸方向）
平面形

規　　　 模

底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複関係　 旧→新）
長径 ×短径

湛鍬×魔鰍扉

深 さ

（cm ）

壁面

395 C 5 Cユ〔N －22 0J 勘 〔長 方 形〕 1．65 ×〔0．42〕 18 外傾 平坦 人為 土師器片 SI3 7→本跡→SK3 94，39 8

39 6 C 5 c l N 一汗 －W 長 方 形 2．19　×　L 45 17 緩斜 平坦 人為 土 師器片 SI3 7→本跡→SK39 8

39 7 C 5 b l N －33予－E 不整楕円形 1．49　×　0．74 3 8 外傾 平坦 人為 土 師器片，須恵器片 SK3 94→本跡

398 C 5 bl N －290－E 楕 円 形 2．06　×　0．57 14 外傾 平坦 人為 SI3 7→SK 3 95，39 6→ 本跡

399 C 5 fO － 円　　 形 0．84　×　0．83 14 外傾 平坦 人為 SK40 0→ 本跡→SK4 04

4 00 C 5 fO － 円　　 形 0．96　×　0．92 23 緩斜 平坦 人為 土 師器片 本跡→SK39 9，404

4 01 C 4 g O N －230－E 長 方 形 2．53　×　0．46
1

48 緩斜 平坦 人為

402 C 4 fO N －200－E 長 方 形 】i2．33 ×0．49
［

47 緩斜 皿状 人為 土帥器片

403 C 4 g O － 円　　 形 1．20　×1．17 27 緩斜 凹凸 人為 弥生土器片，土師器片

404 C 5 fO N －130－E 長 方 形 1．54　×　0．53 34 緩斜 平坦 人為 土師器片 SK4 00→SK 39 9→本跡

40 5 C 4 h 8 － 円　　 形 0．82　×　0．81 4 2 外傾 平坦 自然 土師器片

406 C 4 i7 N つ 60－W 長 方 形 2．68　×　0．68 24 外傾 平坦 人為 土師器片

407 C 4 d9 N －24 0－E 楕 円 形 2．05　× 1．44 2 2 緩斜 凹凸 人為

408 C 4 b7 N －130－E 長 方 形 2．19　× 1．44 2 2 外傾 平坦 人為 土師器片 ，須恵器片，陶器片

409 D 4 C6 N －20－W 楕　 円 彬 1．56　× 1．39 18 緩斜 凹凸 自然

414 D 4 d6 〔N －340－E 〕〔円　　 形〕 L 16 ×級帥 28 外傾 平坦 人為 本跡→SK4 15

4 15 D 4 d6 － 不 定 形 （工54）× 1．21 34 緩斜 平坦 人為 土 師器片 SK4 14－ヰ本跡

416 D 4 d5 － 不　　 明 （0．98）×（′0．88ラ 26 緩斜 皿状 人為 須恵器片 SK4 17－ヰ本跡

417 D 4 d5 N －87㌧W 長 方 形 L 81 ×　0．73 9 緩斜 平坦 人為 本跡→SK4 1 6

4 18 C 4 j6 N －250－W 楕 円 形 1．50　×1．30 15 緩斜 平坦 人為 土師器片 SH 0→本跡

419 D 4 d 5 N －780－W 長 方 形 1．41 ×1．02 14 外傾 平坦 人為

420 D 4 d 5 N －650－W 長 方 形 1．66　×1．03 52 直立 平坦 人為

426 D 4 e 4 N －18 0－W 方　　 形 1．28　× 1．22 74 外傾 平坦 人為 縄文土器片，土師器 片

435 D 4 e4 〔N －2 0－E 〕〔長 方 形〕〔2．22〕× 1．24 6 緩斜 平坦 人為

436 D 4 b2 N －23 0－W 長 方 形 1．68　×　0．53 4 6 外傾 平坦 人為 SK4 37→本跡

43 8 D 4 d3 N －400－W 楕　 円　形 0．90　×　0．62 17 外傾 平坦 人為 SK4 39→本跡

43 9 D 4 d3 〔N －860－E 〕、〔隅丸長方形〕〔1．24〕× 1』0 6 0 外傾 平坦 人為

弥生土器片

土師器片

須恵器片

縄文土器片

本跡→SK43 8 ，44 0

4 40 D 4 d3 N －440－W 隅丸長方形 1．61 × 1．17 1 4 緩斜 平坦 自然 SK4 39

本跡→SK 45 4

本跡→SK4 73

4 46 D 3 C9 N －760－E 不整楕円形 1．21 ×　0．72 1 8 緩斜 平坦 人為

449 D 3 bO N －710－E 隅丸長方形 1．91 ×1．13 4 9 直立 平坦 人為

453 D 3 a9 〔N －3 0－E 〕〔長 方 形〕（1．45）×0．64 70 緩斜 平坦 人為

47ユ D 3 C8 N －880－W 隅丸長方形 1．36　×　0．78 16 緩斜 皿状 人為

472 D 3 a 8 N －3 0－W 長 方 形 1．94　×　0．62 2 1 緩斜 ‘皿状 人為

473 D 3 a 8 － 不　　 明 （1．85）×（rl．18） 42 外傾 凹凸 人為 SK4 7 2，48 5→本跡→SK474

4 74 D 3 b 8 〔N －8 0－W 〕〔長 方 形〕（2．39）× 1．56 36 外傾 平坦 人為 SK4 7 5，48 5→本跡－ヰSK47 3

4 75 D 3 b 8 〔N －3 0－W 〕〔長 方 形〕 1．35 ×（0．70） 35 外傾 平坦 人為 本跡→SK4 74

本跡→SK4 79

47 6 D 3 d8 N －76 0－E 長 方 形 1．28　×　0．66 4 4 外傾 平坦 人為

477 D 3 C8 N －80－E 隅丸長方形 1．54　× 1．14 18 緩斜 皿状 自然

478 D 4 d3 N －440－W 楕 円 形 1．06　×　0．86 5 9 直立 凹凸 人為

479 D 4 d3 － 不 定 形 0．75 ×（rO．64） 27 直立 平坦 人為 本跡→SK4 7由

480 D 3 a9 〔N －10－W 〕〔楕 円 形〕（日 5）×0．40 1 0 外傾 皿状 不明 本跡→SK4 68

4 82 D 3 d 8 〔N －800－E 〕〔長 方 形〕（1．19）× 1．16 3 6 緩斜 平坦 人為 SK48 3→ 本跡

484 D 3 a9 〔N －300－E 〕〔長 方 形〕 3．42 ×（′0．時 16 緩斜 平坦 人為 本跡→SK4 54，45 5，46 9

4 85 D 3 a 7 〔N －900　 〕〔長 方 形〕（0．78）×（0．73） 40
】

外傾 平坦 人為 本跡→SK47 3，474

4 86 D 3 d O N －18 0－E 長 方 形 1．88　×　0．52 39 直立 平坦 人為

487 D 3 d O N －79 0－E 長 方 形 1．37　×1．09 20 直立 平坦 人為
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土ナ

番ぢ

⊥
位置

長径方向

（長軸 方向）
平面形

規　　　 模 】

壁面 底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複関係　 旧→新）
長径 ×短径

瀾舶用謝廟

深 さ

（cm ）

488 D 3 e9 N －770－E 長 方 形 1．25　× 1．00 5 3 直立 平坦 人為 土師器片

489 C 4 j3 N －430－W 楕　円 形 1．01 ×　0．72 3 4 緩斜 凹凸 人為

491 C 4 j3 N －420－E 楕　 円　形 0．53　×　0．39 2 1 緩斜 皿状 人為 本跡→SK4 92

4 92 C 4 j3 N －460－E 楕　 円　形 1．28　×　0．94 28 緩斜 皿状 人為 SK4 91→本跡

49 3 C 4 j2 N －230－W
楕 円 形 恒 × 0・66

27 緩斜 皿状 人為 弥生土器片，土師器片

494
i D ‾4 a2 N －580－W 隅丸長方形 恒 6 × 0・94 21 緩斜 凹凸 人為

495 C 4 j3 〔N －870－W 〕 不 定 形 性 89〕× 0・59 37 外傾 平坦 人為 本跡→SK4 96

4 96 C 4 j2 N －540－E 隅丸長方形 1．05　×　0．60 10 緩斜 平坦
人可

SK4 9 5→本跡

497 C 4 h5 N －660－W 楕　 円　形 1．59　×　0．98 19 緩斜 平坦 人為 本跡→ 第 2 号 集石遺構

499 D 4 a 2 － 円　　 形
五 41 ×0・38 i 3 3

外傾 凹凸 人為

500 D 4 zl2 － 円　　 形 0．27　×　0．24 3 6 直立 皿状 人為

501 D 4 a l N －170－E 楕　 円　 形 0．34　×　0．30 34 外傾 凹凸 人為

502 D 3 e7 N …660－E 不 定 形 1．91 × 1．51 94 直立 平坦 人為‾土師器片

503 D 3 1〕7 N －820－E 不 定∴形 1．00　×　0．62

l

64 外傾 平坦 人為

504 D 4 1）4 N －4 0－E 長 方 形 1．68　×　0．78 9 緩斜 平坦 人為

505 D 4 zl4 N －11㌦ E 長 方 形 1．69　×　0．77 16 緩斜 平坦 人為

506 D 4 1〕4 N －41〇一E 楕　 円 形 1．‾30　× 1．03 2 3 緩斜 皿状 人為 縄文土器片

507 D 4 1〕5 N －24 0－E 楕　円∵形 0．98　×　0．75 4 0 外傾 平坦 人為

508 D 4 a 3 N －40 0－W 楕　 円 形 0．49　×　0．40 8 緩斜 平坦 人為

509 D 4 a 3 － 円　　 形 0．30　×　0．29 2 5 外傾 皿状 ‾ 人為

514 D 3 aO 〔N －900　 〕〔楕 円 形〕 0．70 ×（0．35） 15 緩斜 平坦 人為 SK4 55 と重複・

517 D 3 C7 〔N －9 〇一W 〕〔不整楕円形〕（0．72）× 0．31 53 直立 平坦 人為 本跡→SK5 18

518 D 3 e7 N …550－W
楕 円 形 恒 × 0・31

20 外傾 皿状 人為 SK5 17→本跡

519 D 3 e7 N －700－E
楕 rl 形 恒 8 ×0・27

3 6 外傾 皿状 人為

520 D 3 e7 N －1 0－W
楕 円 形 恒 ×0・35

5 3
外可 皿状 自然

521 D 3 217 N －560－E
楕 円 形 恒 ×0・31 i 3 8 掛 ！凹可 自然

522 D 3 a 7 N －70－W
不 定 形 恒 ×0・61 i 2 9 緩斜 序 可 人為

523 C 3 j7 N －170－E
楕 円 形 恒 0 ×0・76 日 6 外可 凹可 人為

524 D 3 d7 N －740－E
楕 円 形 恒 ×0・可 48 外傾 l 皿可 人為

SK534→本跡　第8号地下式埠と重複

525 D 3 e7 N －770－E
楕 円 形 恒 5 × 0・88 ！ 35 外可 凹可 人為

526 D 3 1）7 N －610－W
不 定 形 恒 4 × 0・可 30 外可 平可 人為 i

527 C 3 j6 N －6 0－W
楕 円 形 恒 5 × 0・36 i 12 緩斜 ！平可 自可

528 C 3 j6 N －20－W
楕 円 形 恒 8 × 1可 46 緩斜 序 可 人為 i

52 9 C 3 j7 N －330－E
楕 円 形 io・80 ×0可 22 外可 凹可 人為 i　　　　　　 ！

530 C 3 j7 N －280－E
楕 円 形 恒 5 ×0・45 日 3 外可 凹可 人可　　　　　　　 i

53 1 C 3 j7 －
円　 形 恒 5 ×1・可 24 緩斜 】皿可 人可　　　　　　　 i

532 C 3 j6
N －4 0－E i 隅丸長方形 恒 6 × 0・70 日 0 ！外可 平可 人為 「醐 （歯）

533 D 4 bl
〔N －760－W 〕i〔長 方 形〕恒 ×（0・76）！ 43 l 外可 平可 人可

534 D 4 b 2
〔N －7 0－W 〕！〔長 方 形〕恒 × 0・98 日 1 l 緩斜 序 坦 l 人可

本跡→SK533　第8号地下式境と重複

535
D 3 a 6 ！N －76 0－E i 長 方 形 恒 9 × 0・68 ！ 44 i 外傾 序 可 人為 ！

536
C 4 f4！N －830－W i 隅丸長方形 恒 4 × 1・可 80 i 外可 凹凸 i 自然 桓 文土器片，土師器片

537
C 4 f4 ！N －74。－W i 楕 ド】形 恒 ×0・46 ！ 33 i 緩斜 序 可 人為 ！

538
C 4 g2 i N －86。－W i 隅丸長方形 恒 9 ×1・12 日 4 ！外傾 序 可 人為 ！

SK54 5，54 6→本跡

539
C 4 f3 i N 当 。－E i 長 方 形 恒 6 ×0・60 日 7 ！緩可 平可 人為 ！　　　　　　 】

本跡→SK5 40 ，577

5 40
C 4 f3 ！〔N －6 0－E 車 楕 円 形〕恒 ×〔0・38〕！ 9 ！緩可 皿状 序 明 ！　　　　　　 ！

SK5 39→本跡

54 1
C 4 f3 i N －19〇一可 楕 円 聖 io・48 × 0・可 34 ！外傾 序 坦 序 明 I　　　　　　 i
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L 一ノヌ∴　一　⊥〃
規　　　 模

底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複 関係　 旧→新）
几

番号

位置 住

（長軸方向）

平面形 壁面

542 C 4 f3 － 円　　 形 1．56　× 1．52 9 7 外傾 平坦 人為 縄文土器片，弥生土器片

543 C 4 g 2 N －53⊥E 楕 円 形 1．36　×　0．67 3 2 緩斜 皿状 自然 土師器片

544 C 4 f2 N －9 L E 長 方 形 1．92　×　0．66 8 緩斜 皿状 人為 土師器片，内耳鍋片

545 C 4 g 2 〔N －29L w 〕〔長 方 形〕〔1．47〕×1．06 1 6 緩斜 平坦 人為 SK546・→本跡→SK53 8

54 6 C 4 g 2 － 円　　 形 径　　 0．29 28 外傾 平坦 人為 本跡→SK5 45→SK 53 8

54 7 C 4 e 3 N －210－W 不整楕円形 1．13　×　0．78 14 緩斜 平坦 人為

548 C 4 e 2 N －66「－W 不 定 形 1．18　×　0．66 37 緩斜 平坦 人為

549 C 4 ビ4 N －80－W 不整楕円形 1．52　× 1．32 28 緩斜 凹凸 自然

551 C 4 d4 N －750－E 楕 円 形 1．14　×　0．98 37 外傾 平坦 人為 SK5 84－ヰ本跡

552 C 4 h 2 N －780－W 楕　 円 形 0．86　×　0．65 32 外傾 平坦 自然

553 C 4 g l N －40－W 長 方 形 1．12　×　0．95 14 緩斜 皿状 人為 弥生土器片 ，土 師器片

556 C 4 g l N －40－W 不整楕円形 1．03　×　0．59 13 緩斜 皿状 人為

558 C 3 hO N －820－W 長 方 形 1．62　×　0．88 92 外傾 平坦 人為 縄文土器片，土 師器片

559 C 3 h9 N 一桁予－E 長 方 形 1．94　× 1．29 2 2 外傾 平坦 自然 縄文土器片，土 師器片

560 C 3 iO N －20－E 長 方 形 1．56　×　0．78 19 外傾 皿状 人為 内耳鍋片 第12号地下式堰→ 本跡

561 C 3 iO N －7 0－E 長 方 形 1．62　×　0．52 9 緩斜 皿状 人為 土師器片 第12号地下式壌→ 本跡

562 C 3 iO N －2 0－E 長 方 形 1．73　×　0．53 3 1 外傾 平坦
人為 土師器片，内耳鋼片 第12号地下式堰→ 本跡

563 C 3 iO N －170－W 長 方 形 1．18　× 1．06 8 外傾 平坦 人為 第12号地下式堰→ 本跡

564 C 3 i9 N －140－E 長 方 形 2．19　×　0．61 1 2 緩斜 皿状 人為

565 C 3 h 9 N －670－E 楕 円 形 1．21 ×　0．98 3 緩斜 皿状 自然

566 C 3 h 8 〔N －83 0－E 〕〔楕 円 形〕〔1．08〕×〔0．58〕 13 緩斜 凹凸 人為

567 C 3 i8 N －380－E 長 方 形 1．19　×　0．77 5 緩斜 皿状 人為

568 C 3 i8 N －310－W 不 定 形 1．38　×　0．56 6 緩斜 皿状 自然

569 C 3 g8 N －87㌧ E 長 方 形 1．92　× 1．57 28 外傾 平坦 人為 縄文土器片，土師器片

570 C 3 h8 N －640－E 不 定 形 1．85　× 1．19 16 緩斜 凹凸 人為

571 C 3 h7 N －130－E 楕　 円 形 1．67　× 1．31 8 緩斜 平坦 自然

572 C 3 h8 N －850－E 長 方 形 1．76　× 1．32 16 緩斜 凹凸 人為 土 師器 片

弥生土器片，土師器片 SK5 78→ 本跡

57 3 C 3 h8 N －460－E 楕 円 形 0．85　×　0．74 2 2 外傾 平坦 人為

574 C 3 h7 N －810－E 長 方 形 1．59　×　0．52 4 緩斜 平坦 自然

575 C 3 h8 N －180－E 楕　 円 形 1．07　×　0．74 3 7 外傾 平坦 人為

576 C 3 g8 N －210－W 方　　 形 1．32　× 1．25 17 緩斜 平坦 人為

577 C 4 f3 N －4 0－W 楕 円 形 0．39　×　0．24 3 6 外傾 平坦 人為 弥生土器片，土師器片 SK5 39－ヰ本跡

578 C 3 g9 N －170－E 不 定 形 2．93　× 1．73 1 4 緩斜 平坦 自然 弥生土器片

土師器片

土師器片

本跡→SK57 6

本跡→SK 58 2

579 C 3 f9 － 円　　 形 1．12　× 1．03 2 4 緩斜 凹凸 自然

580 C 4 C3 N －390－W 楕 円 形 1．41 ×　0．79
1 3 ；
緩斜 平坦 自然

581 C 4 d4 〔N －630－E 〕〔楕 円 形〕（0．68ラ×0．56 9 緩斜 平坦 人為

582 C 4 d 4 N －270－W 長 方 形 1．22　×　0．73 3 3 緩斜 平坦 人為 SK58トヰSK 58 3→本跡

583 C 4 d 4 〔N －680－E 〕〔長 方 形〕〔2．27〕×0．48 6 緩斜 平坦 自然 本跡→SK584→SK 58 2

5 84 C 4 d 4 〔N －750－E 〕〔長 方 形〕（1．47）×0．71 37 外傾 平坦 自然 SK58 3－ヰ本跡－ヰSK55工58 2

58 5 C 3 C9 〔N －86 0－E 〕〔楕 円 形〕 1．28 ×〔1．01〕 24 緩斜 皿状 自然 SK61 1→本跡

58 6 C 3 d 9 N －670－E
楕 円 形 ！

0．91 ×　0．73 5 緩斜 皿状 人為

587 C 3 C 8 〔N －730－E〕〔隅丸長方形〕 1．34 ×〔1．09〕 13 緩斜 皿状 人為

588 C 3 e 7 N －620－W 楕　 円　形 1．43　× 1．26 53 外傾 平坦 人為

589 C 3 e7 － 円　　 形 1．13　× 1．07 15 外傾 平坦 自然

590 C 3 e7 N －290－W 楕　 円　形 1．01 ×　0．82 11 外傾 皿状 自然

591 C 3 e8 N －4 0－W 長 方 形 1．38　× 1．08 16 外傾 平坦 人為
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土 坑

番号
位置

長径方 向

（長軸方向）
平面形

規　　　 模 i

壁面 底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複 関係　 旧→新）
長径 ×短径

虜鰍×庖鰍凍

深 さ

（cm）

592 C 3 f8 N －14㌧ E 楕　 円　形 0．93　×　0．78 4 緩斜 平坦 人為

594 C 3 f7 N －110－W 不整楕円形 2．29　×　0．84 ユ7 緩斜 凹凸 人為 土師器片

595 C 3 f7 N －7〇一W 隅丸長方形 1．52　×　L 12 14 緩斜 平坦 人為 馬骨 （足）

596 C 3 C8
】

N －860－E 長 方 形 1．48　× 1．16 38 外傾 凹凸 人為

597 C 3 e8 N －30－W 長 方 形 1．56　× 1．05 9 緩斜 平坦 人為

598 C 3 cO N －600－E 楕　 円　形 1．14　×　0．67 3 2 緩斜 平坦 人為

599 C 4 aユ ＼－甘 一E 楕　 円　形 1．72　× 1．38 5 6 緩斜 平坦 自然 弥生土器片，土 師器片

600 C 3 eO N －590－E 楕　円　 形 0．99　×　0．77 1 7 緩斜 皿状 人為 弥生土器 片，土 師器片

601 C 3 bO N －260－E 不整楕円形 1．36　×1．04 54 外傾 平坦 人為 土 師器 片

602 C 3 e6 N －210－E 楕　 円 形 1．16　×　0．90 16 緩斜 皿状 自然

603 C 4 a l N －340－W 不整楕円形 1．62　×　0．74 55 外傾 平坦 自然

604 C 3 d O N －260－W 不 定 形 2．36　× 1．98 91 緩斜 平坦 人為 縄文土器片，須恵器片

605 C 3 hO N －70－W 不 定 形 0．93　×　0．75 34 緩斜 凹凸 自然

606 C 4 g 5 N －780－E

l

長 方 形 1．70　× 1．30 24 外傾

l

平坦 人為 弥生土器片，土師器片 SI3 9→本跡

60 7 C 3 ビ6 N －620－E 楕　 円 形 0．68　×　0．51 3 8 外傾 凹凸 自然

608 C 4 f7 N －17∴－E 長 方 形 2．22　×　0．50 2 5 緩斜 平坦 人為 土師器片 SI3 9→ 本跡

609 C 3 e5 N －880－W 楕　円　 形 1．60　×1．34 2 1 緩斜 皿状 自然

610 C 3 g 6 N －87∴－E 隅丸長方形 0．94　×　0．71 2 2 緩斜 凹凸 人為

611 C 3 e9 〔N －21〇一E 〕
】〔楕 円 形〕

1．24 ×掩．96） 34 緩斜 平坦 自然 本跡→SK58 5

6 12 C 3 g 5 N －560－W 楕　 円 形 1．35　×　0．91 20 緩斜 皿状
i 自然

613 C 3 d4 － 円　　 形 0．55　×　0．49 20 緩斜 皿状

［

人為

615 C 3 d4 N －180－W 楕　 円 形 0．98　×　0．62 4 3 直立 平坦 人為

616 C 3 d4 － 円　　 形 0．52　×　0．50 18 緩斜 凹凸 人為

617 C 3 d4 N －780－E 楕　 円 形 0．52　×　0．37 16 緩斜 皿状 人為

618 C 3 C4 N －580－W 楕 円 形 1．39　×　0．50 14 緩斜 皿状 人為

619 C 3 C4 － 円　　 形 0．50　×　0．42 2 0 緩斜 皿状 人為

620 C 3 C4 － 円　　 形 0．73　×　0．65 1 7 緩斜 皿状 人為

621 C 3 e 7 N －12 0－W 楕　 円 形 0．61 ×　0．48 1 2 緩斜 皿状 自然

622 C 4 g 5 N －50－E 長 方 形 2．19　×1．27 29 外傾 平坦 人為 弥生土器片，土師器片

i

弥生土器片，土師器片

i

SI3 9→本跡

SE 5→本跡

62 3 C 3 e4 － 円　　 形 0．66　×　0．62 33 外傾 皿状 自然

624 C 3 g5 N －60－W 楕　 円 形 0．95　×　0．65 4 3 直立 平坦 人為

625 C 3 h5 － 円　　 形 0．86　×　0．83 30 緩斜 皿状 自然

626 C 3 g4 N －7 0－W 隅丸長方形 2．26　×　0．59 2 0 緩斜 皿状 人為

627 C 3 g 3 N －160－W 隅丸長方形 1．20　×　0．60 11 直立 平坦 自然

628 C 3 f3 N －280－W 楕　 円 形　 r1．12　×　0．86 1 8 外傾 凹凸 自然

629 C 3 f3 － 円　　 形 0．92　×　0．86 1 5 緩斜 皿状 自然

630 C 3 f4 N －25 L E 楕　円 形 0．72　×　0．65 3 0 外傾 皿状 自然

63ユ C 3 g 4 － 円　　 形 0．51 ×　0．48 3 6 外傾 平坦 人為

632 C 3 f3 N －400－W 楕 円 形 0．43　×　0．39 14 緩斜 平坦 自然

633 C 3 cO N －800－W 楕　 円 形 0．53　×　0．33 14 緩斜 皿状 人為

634 E 3 d5 N －180－E 楕　 円 形 0．91 ×　0．39 30 外傾 平坦 人為

635 E 3 d5 N －300－E 楕 円 形 0．49　×　0．41 52 外傾 皿状 人為

637 E 3 e3 N －580－E 長 方 形 0．78　×　0．66 15 媛斜 凹凸 人為

638 E 3 e3 N －150－W 長 方 形 3．79　×　0．35 4 2 直立 平坦 人為 SFl→本跡－ヰSK6 59

SK6 4 1と重複

6可
E 3 f2 － 円　　 形 0．94　×　0．92 15 緩斜 平坦 人為

640 i
E 3 e 2 N －18∴－E 楕 円 形 1．25　×　0．98 3 3 外傾 皿状 人為
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土坑

番号
位置

長径方向

（長軸 方向）
平面形

規　　　 模 ！

壁面 底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複 関係　 旧→新）
深 さ

（。m）

64 1 E 3 e 2 N －8 〇一W 楕　円 形 1．10　×　0．66 9 緩斜 平坦 人為 SK64 0と重複

64 2 E 3 d 3 N －300－W 楕　 円　形 0．90　×　0．76 14 緩斜 皿状 自然

643 E 3 d3 － 円　　 形 1．15　× 1．12 10 綾斜 皿状 人為

644
E 3 d2 恒 730－E

隅丸長方形 1．23　×　0．67 4 2 外傾 平坦 人為

645 E 3 d2 〔N －90－W 〕〔隅丸長方形〕（1．14）×0．91 2 8 外傾 平坦 人為 本跡→SK6 62

64 6 E 3 d2 N －160－W 楕　 円 形 1．19　×　0．72 1 0 外傾 平坦 人為

647 E 3 C3 N －250－W 楕　円 形 1．21 ×1．07 59 外傾 平坦 人為

648 E 3 e2 N －9 0－W 長 方 形 1．52　×1．08 24 緩斜 平坦 人為

649 E 3 C 3 N －20 0－W 長 方 形 2．44　×　0．61 34 外傾 平坦 人為 本跡→SK6 50

65 0 E 3 b 3 － 円　　 形 0．64　×　0．59 20 緩斜 凹凸 人為 SK6 4 9－→本跡

651 E 3 C2 N －160－W 長 方 形 1．03　×　0．56 34 外傾 凹凸 人為

652 E 3 b3 N －100－W 長 方 形 1．25　×　0．61 8 緩斜 皿状 自然

653 E 3 b3 － 円　　 形 0．78　×　0．75 4 5 緩斜 皿状 自然

654 E 3 a3 N －120－W 長 方 形 1．33　×　0．81 4 緩斜 平坦 人為

655 E 3 b2 － 円　　 形 0．81 ×　0．78 2 2 緩斜 平坦 人為

657 E 3 a2 N －780－E 長 方 形 1．70　×1．35 28 緩斜 平坦 自然 SK68 6→ 本跡→SK68 5

6 58 E 3 d 2 N －80 0－E 隅丸長方形 1．37　×　0．91 20 緩斜 平坦 人為

659 E 3 f3 〔N －23 0－W 〕〔長 方 形〕 1．70 ×（0．26） 6 緩斜 平坦 人為 SK63 8→本跡

66 0 E 3 C4 N －880－W 不整楕円形 1．10　×　0．76 23 外傾 平坦 人為

661 E 3 b4 － 円　　 形 0．69　×　0．61 15 緩斜 皿状 自然

662 E 3 d2 〔N －180－W 〕〔長 方 形〕（1．09）×0．72 2 2 外傾 平坦 人為 SK6 45→本跡

663 E 2 eO N －880－W 楕 円 形 0．80　×　0．67 2 6 外傾 平坦 自然

664 E 3 el N －340－W 楕　 円　形 0．60　×　0．49 2 6 緩斜 皿状 自然

665 E 3 fl － 円　　 形 0．44　×　0．40 2 5 緩斜 皿状 自然

666 E 3 fl N －400－W 長 方 形 0．77　×　0．66 3 0 緩斜 皿状 自然

667 E 3 fl N －40 0－E 楕　円　形 0．96　×　0．74 29 緩斜 皿状 自然

668 E 2 e O N －860－E 楕 円 形 0．75　×　0．59 19 外傾 皿状 自然

669 E 2 dO N －310－W 楕 円 形 1．90　× 1．42 22 緩斜 平坦 人為 SK68 7→本跡

67 0 E 2 dO N －780－E 不 定 形 0．90　×　0．48 23 外傾 平坦 不明

i

i

l

土師器片，須恵器片，陶器片　 i

！

！

土 師器片

土師器片，須恵器片

SD12 と重 複

SK8 48 ，852 、SX 8 と重複

本跡→SK7 57 ，679

67 1 E 3 a l N －760－W 隅丸長方形 1．18　×　0．88 2 2 外傾 平坦 人為

672 E 2 b9 N －130－E 不整楕円形 0．82　×　0．53 4 0 直立 平坦 人為

673 D l bO N －50－W 不 定 形 1．24　×1．08 2 0 外傾 平坦 不明

674 E 2 d9 N －530－W 長 方 形 1．46　×1．13 14 緩斜 平坦 人為

675 E 3 b l N －6 0－W 楕 円 形 1．26　×　0．83 20 緩斜 平坦 人為

676 E 3 b l N －550－E 楕 円 形 0．70　×　0．25 14 緩斜 平坦 人為 SK6 79 と重複

67 7 E 3 b l － 円　　 形 径　　 0．54 42 外傾 平坦 人為 SK67 9 と重複

67 8
E 3 b l恒 550－E 不整楕円形 0．78　×　0．41 80 外傾 凹凸 人為 SK67 9→本跡

67 9
E 3 b l恒 620－W 楕　 円 形 4．60　×　2．76 50 緩斜 平坦 人為 SE6→本跡→SK678　5K676ぷ7と重複

680
E 3 b l恒 830－E 長 方 形 1．61 × 1．31 19 緩斜 平坦 自然 SK68 1，SE 6 －→本跡

681
E 3 al l 〔円　　 形〕 1．19 ×（1．10） 15 直立 平坦 人為 本跡→SK6 80

6 82
E 3 d 4 恒 370－E

楕　 円 形 1．36　×1．23 12 直立 平坦 人為 SI4 9→ 本跡

684
E 2 e9 年 410－W

長 方 形 1．20　×1．09 3 4 外傾 平坦 人為 SD12－→本跡

685 E 3 a 2　N －6 0－W 長 方 形 1．43　×　0．90 1 10 内傾 平坦 人為 SK6 86・→SK 65 7→本跡

68 6 E 3 a 2 〔N －800－E 〕〔楕 円 形〕（1．36）×1．00 14 緩斜 皿状 自然 本跡→SK6 57－→SK 68 5

68 7 E 2 dO 〔N －100－W 〕〔楕 円 形〕（0．61）×0．55 2 5 緩斜 平坦 自然 本跡・→SK6 69

68可 E 2 C8　 N －750－W 長 方 形 2．33　× 1．83
25 i 直立 平坦 人為 本跡→SK68 9
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土塊

番号
位置
長径方向

（長軸方向）
平面形

！ 規　　 模

底面 覆土 主な出土遺物
備　　　　　 考

長径×短径 深さ 壁面

瀾縮摘猟廟 （cm） （重複関係　 旧→新）

689
序 2 b7 N －680－E 不 定 形 1．42　×　0．95 15 緩斜 平坦 人為 SK688→本跡

690
序 2 b7 〔N －590－E〕〔長 方 形〕（1．21）×0．82 43 外傾 皿状 人為

691 D 2 j7 N －47〇一E 楕　円　形 0．97　×　0．84 24 緩斜 皿状 人為

692 E 2 dO N －570－W 不整楕円形 1．13　×　0．42 19 外傾 平坦 人為 SD12と重複

693 E 2 cO N －140－W 楕　円　形 1．35　×　0．55 7 緩斜
序 坦
人為 SDlO→本跡

694 E 2 dO N －80－E 楕　円　形 1．08　×　0．90 33 外傾 皿状 人為 本跡－ヰSK706

695 E 2 d9 N －120－W 楕　円 形 1．17　×　0．80 6 緩斜 平坦 人為

696 E 3 el － 楕　円　形 1．36　×1．25 13 外傾 平坦 I 人為

697 E 2 C7 〔N －400r w 〕〔長 方 形〕
（1・41）×1・可 44

緩斜 平坦 人為 ．SDll→本跡

698 D 2 j9 N －240－W 長 方 形
1・58 ×0・可　 9

緩斜 平坦 自然

699 E 2 a6 〔N －2 0－E〕〔楕 円 形〕〔1．61〕×0．76 6 緩斜 皿状 人為 SK702と重複

702 E 2 a6 〔N －140－W 〕〔長 方 形〕〔1．68〕×0．78 9 緩斜 皿状 人為 土師器片 SK699と重複

703 E 2 a7 N －110－W
l
不 定 形 1．29　×　0．88 22 外傾 平坦 人為

704 E 3 dl N －870－E 長 方 形 0．88　×　0．52 8 緩斜 皿状 人為
】

705 E 2 C9 N －780－W 長 方 形 1．45　×　L O5 163 直立 皿状 人為

706 E 2 dO N －270－W 楕 円 形 0．83　×　0．58 24 外傾 皿状 人為 本跡→SK694

707 E 3 cl N －410－E 不 定 形 0．71 ×　0．40 23 外傾 凹凸 自然

708 E 3 cl － 楕　円 形 0．37　×　0．36 30 外傾 皿状 自然

709 E 3 dl N －200－W 楕　円　形 0．52　×　0．40 37 外傾 皿状 自然

710 E 3 dl N －10－W 楕　円 形 0．45　×　0．39 40 外傾 皿状 自然

711 E 3 fl N －150－E 楕　円 形 0．84　×　0．62 15 緩斜 平坦 自然

712 E 3 el N －580－E 長 方 形 1．・12　×　0．90 26 緩斜 平坦 自然

713 E 3 el N －590－E 楕　円 形 1．07　×　0．69 22 ハ 平坦 自然

715 D 2 i8 N －230－W 長 方 形 1．42　×　0．58 22 緩斜 凹凸 人為

716 D 2 i8 N －740－E 長 方 形 1．26　×1．02 21 外傾 平坦 人為

717 D 2 h7 〔N －30－E〕〔長 方 形〕3．69 ×（0．62） 8 緩斜 皿状 人為 SK723，737－→本跡

719 E 3 dl N …770－E 楕　円 形 0．34　×　0．29 19 外傾 皿状 不明

721 D 2 i5 － 円　　 形 0．64　×　0．61 26 緩斜 平坦 人為

722 D 2 j5 N －600－W 楕　円 形 0．51 ×　0．42 12 緩斜 皿状 人為

723 D 2 h7 N －820－E 長 方 形 0．98　×　0．31 10 緩斜 平坦 人為 本跡→SK717

724 D 2 h7
1
〔N －260－W〕〔長 方 形〕肛78）×0．64 38 外傾 平坦 人為

i

i

i

本跡二ヰSK736

725 D 2 g6 N －210－W 長 方 形 2．06　×　0．64 55 直立 平坦 人為

726 D 2 g6 N －190－W 長 方 形 2．83　×　0．91 12 緩斜 平坦 人為

727 D 2 i6 N－190－W 楕　円 形 1．47　×　0．66 5 緩斜 平坦 人為

728
D 2 i6 i〔N －100一昭 ！〔長 方 形〕（1．64）×0．71 7 平坦 人為 SK734と重複

729
D 2 h4 i N －18。－可

長 方 形 1．94　×　0．72 28 緩斜 平坦 人為

730
D 2可 N －220－可 長 方 形 2．86　×　0．54 40 外傾 平坦 人為 土師器片，陶器片

731
D 2 j4！ I

円　　 形 0．92　×　0．89 34 外傾 凹凸 人為

732
D 2 i5 i N －50可

楕　円　形
0・48 ×0・可　 9

緩斜 皿状 人可 i

733 D 2可 N －120－E i不整楕円形 0・52 ×0・33 i 13 i緩斜 凹凸 人可 i

734 iD 2 i6！N －560可 〔方　　 形〕〔0・76〕×0・74！ 8 ！緩斜 平坦
人可 i

SK728と重複

7可 D 2 h5！ ！円　 形 i0・64 ×0・62日 6 ！外傾 皿状
人為 ！ ！

736 iD 2 h7！〔N －180湖 巨隅丸長方形〕！〔1・44〕×0・92日 2 ！
外傾 平坦

人為 ！ ！SK724→本跡

737 iD 2 h7！〔N －120－W 〕i〔長 方 形〕！〔2・67〕×0・92日 8 i
緩斜
皿可 人為 l ！

本跡→SK717

738 ！D 2 j6！ i 円　 形 ！1・30 ×1・20 i 42 i
外傾
凹可 人為 i ！

739 i D 2 e7 i〔N －790J 昭i〔長 方 形汗3・81）×0・可 42 i
直立 平可 人為 i ！

本跡→SE7 SK845，SX3 と重複
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土塊

番号
位置

長径方 向

（長軸方 向）
平面形

規　　　 模 ！

壁面 底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
！

備　　　　　 考

（重複 関係　 旧→薪）

i長径×短径

極 齢 働摘

深 さ

（cm）

74 0 D 2 d 7 － 不整円形 1．14　×1．10 48 緩斜 皿状 人為

741A D 2 ビ8 N －86 0－W 長 方 形 1．62　×　0．94 24 外傾 平坦 人為

741B D 2 e8 〔N －9が　 〕〔長 方 形〕〔1．37〕×〔0．78〕 7 ＜ 平坦 人為

742 D 2 e7 － 円　　 形 1．29　×1．21 18 績斜 平坦 人為

743 D 2 d5 N －850－W 隅丸長方形 2．16　×　0．96 34 外傾 平坦 人為 SK745 ，746－→本跡

744 D 2 e6 N －170－W 長 方 形 2．74　×　0．96 28 外傾 平坦 人為

745 D 2 e5 N －100－W 長 方 形 2．79　×　0．62 4 外傾 皿状 人為 本跡→SK7 43 ，74 6

7 46 D 2 e5 N －140－W 隅丸長方形． 5．53　×　0．26 5 4 直立 凹凸 人為 SK7 45→本跡→SK7 43

7 47 D 3 jl 〔N －780－E 〕〔方　　 形〕 1．32 ×〔1．20〕 36 緩斜 平坦 人為 本跡→第14号地下式壌

749 D 3 jl 〔N －570－W 〕 不 定 形 （1．35）×0．82 1 4 緩斜 凹凸 人為 第14号地下式墳→本跡

751 D 2 j8 N －240－W 長 方 形 1．85　×　0．60 5 5 直立 平坦 人為 SK8 73→本跡

752 D 2 f7 － 円　　 形 1．08　×1．01 8 6 直立 皿状 人為 SE7→本跡

753 D 2 C 4 N －520－E 楕 円　 形 2．40　×1．88 1 7 緩斜 平坦 人為

754 D l e O 〔N －44 0－W 〕〔楕 円 形〕（0．60ラ×乱 50） 15 緩斜 平坦 人為 本跡→SK75 5

75 5 D 2 e l N －8 0－W 良 方 形 2．89　×1．17 14 緩斜 平坦 人為 SK75 4→本跡→SK83 8

75 6 C 2 j4 N －830－W 長 方 形 1．16　×　0．78 45 外傾 平坦 人為

757 E 3 a l N －400－W 楕　 円 形 1．34　×1．05 15 外傾 平坦 人為 SK67 5→本跡

758 E 3 d4 N －170－E 楕 円 形 0．65　×　0．56 7 緩斜 平坦 人為 SI4 9→本跡

759 E 3 b l N －250－E 楕　 円　形 0．75　×　0．66 13 5 直立 平坦 人為

760 D 2 g3 － 円　　 形 1．03　×　0．92 14 緩斜 皿状 自然

761 D 2 f4 N －140－E 隅丸長方形 1．65　×　0．76 23 外傾 平坦 人為

762 D 2 f2 N －170－W 隅丸長方形 2．88　×　0．76 17 外傾 平坦 人為

763 D 2 e3 N －830－E 楕　 円 形 1．71 ×　0．48 5 5 外傾 凹凸 人為

764 D 2 e7 N －120－W 隅丸長方形 3．13　×　0．48 2 2 外傾 平坦 人為

765 E 3 d l N －51J－W 楕　 円 形 0．40　×　0．33 3 2 外傾 平坦 人為

766 D 2 i5 N －0 0 楕　 円　形 0．49　×　0．37 1 0 緩斜 皿状 人為

768 C l jO N －8 0－W 隅丸長方形 1．25　×1．07 9 緩斜 皿状 自然

769 C l jO N －210－W 不 定 形 2．15　×1．54 1 5 外傾 凹凸 人為

！

！

】

SK772，第12号火葬施設 と重複

770 D l jO N －490－E 隅丸長方形 1．41 ×1．04 1 1 外傾 平坦 人為

771 D 2 a l 〔N －30－W 〕〔隅丸長方形〕〔1．26〕×〔0．62〕 7 緩斜 平坦 不明

772 D 2 a l N －420－W 〔楕 円 形〕〔0．87〕×〔0．75〕 8 緩斜 平坦 不明 SK771，第12号火葬施設と垂複

本跡→ 第11号 火葬施設

SK787→本跡SK861 862と重複

77 3 D 2 a2 N －790－E 隅丸方形 1．52　× 1．40 15 外傾 平坦 人為

774 D 2 al N －640－E 長 方 形 1．70　×　0．71 33 外傾 皿状 人為

775 D 2 j5 N －130－E 隅丸長方形 2．13　×　0．53 12 緩斜 平坦 人為

776 D 2 a 3 － 円　　 形 0．78　×　0．77 2 0 外傾 平坦 人為

777 D 2 b 3 N －880－E 楕 円 形 1．02　×　0．75 5 4 直立 平坦 人為

778 C 2 j2 N －100－W 隅丸長方形 1．37　× 1．32 3 5 外傾 平坦 人為

779 C 2 j3 N －120－E 不整楕円形 1．55　× 1．20 1 4 緩斜 平坦 自然

780 C 2 j3 － 円　　 形 0．52　×　0．52 1 8 緩斜 平坦 自然

781 C 2 j3 N －10 0－W 隅丸方形 1．37　× 1．32 3 5 外傾 平坦 人為

782 D 2 a 2 N －19 0－W 不 定 形 1．08　×　0．52 3 外傾 平坦 自然

783 D 2 a 2 N －500－W 楕　 円 形 0．95　×　0．85 1 5 緩斜 平坦 自然

784 D 2 a3 N －17こ－E 隅丸方形 1．04　×1．00 20 外傾 平坦 人為

785 C 2 j3 － 円　　 形 1．08　×　0．91 1 7 外傾 平坦 不明

786 C 2 j4 N －780－E 隅丸長方形 2．39　×1．20 28 外傾 平坦 自然

787 C 2 j4 〔N －820－E〕〔長 方 形〕（1．58）×1．18 28 緩斜 平坦 自然 本跡→SK786 S K86 2と重複
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土塊

番号
位置

長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　 模

壁面 底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複関係　 旧→新）
長径 ×短径

融縮摘醜頒

深 さ

（cm）

788 D 2 a3 N 一正－E 不 定 形 0．67　×　0．43 40 外傾 皿状 人為

789 D 2 a3 N －560－E 不 定 形 0．63　×　0．46 90 外傾 皿状 人為

790 D 2 a4 N －310－W 楕　 円 形 0．90　×　0．70 21 緩斜 皿状 人為 SK85 9 と重複

79 1 D 2 b2 － 円　　 形 0．80　×　0．75 3 2 外傾 平坦 自然 本跡→SK79 2

7 93 D 2 b2 N －4 0－W 長 方 形 1．47　× 1．15 2 8 外傾 平坦 人為

794 D 2 b2 N －130－W 不 定 形 1．50　× 1．10 4 4 緩斜 凹凸 自然

795 D 2 b2 N －860－E 不 定 形 1．28　×　0．95 11 緩斜 平坦 人為

796 D 2 b2 N －250－E 不 定 形 1．00　×　0．80 5 0 外傾 凹凸 自然 SK81 7－ヰ本跡

797 D 2 C3 N －200－E 楕 円 形 0．72　×　0．60 3 4 緩斜 平坦 人為

798 D 2 b 3 N －790－E 不整楕円形 0．75　×　0．45 3 0 緩斜 平坦 人為

799 D 2 e3 N －70 0－E 長 方 形 2．37　×　0．66 1 5 外傾 平坦 自然

800 C l d 7 N －15 0－W 楕 円 形 1．08　×　0．56 1 1 緩斜 皿状 人為

801 C l e 5 〔N －22 0－W 〕〔長 方 形〕 2．50 ×〔0．75〕 28 直立 平坦 人為 弥生土器 片，土 師器片 SK8 02→本跡

80 2 C l e 5 〔N －310－W 〕〔長 方 形〕〔2．41〕×〔0．65〕 28 直立 平坦 人為 本跡→SK8 01

8 03 C l g3 〔N －640－E 〕〔長 方 形〕（1．38）× 1．10 53 外傾 平坦 人為 土 師器片 SXl O・→本跡

804 C l f2 〔N －290－W 〕 不 定 形 3．22 ×（1．25） 14 5 内傾 平坦 人為 SXl O→本跡

805 C l e5 － 円　　 形 1．27　× 1．17 46 緩斜 平坦 自然

806 C l h6 N －230－W 長 方 形 4．70　×　0．85 30 外傾 平坦 人為 土師器片 SI4 6→本跡

807 C l g9 N －120－W 隅丸長方形 2．58　×　0．71 12 緩斜 平坦 人為

808 C l g 9 N －140－W 隅丸長方形 2．19　×　0．74 18 緩斜 平坦 人為

809 C 2 jl － 円　　 形 1．30　× 1．26 2 4 緩斜 皿状 人為

810 C l e7 － 円　　 形 0．94　×　0，91 8 緩斜 皿状 自然

811 D 2 d 3 N －200－W 長 方 形 2．76　×　0．67 4 3 直立 平坦 人為 SD 2 →本跡　 SX 7 と重複

812 D 2 e l N －890－W 方　　 形 1．86　×1．68 7 5 直立 平坦 人為 土師器片 SK8 13→本跡

81 3 D 2 e l 〔N －83 0－W 〕〔楕 円 形〕（0．60）×0．53 2 6 緩斜 皿状 人為 本跡→SK8 1 2

81 4 D 2 d l N －86 0－E 長 方 形 2．37　×　2．09 7 5 直立 平坦 人為 SK8 34→本跡・→SK8 15

81 5 D 2 d l N －160－W 楕 円 形 4．37　×　0．58 1 7 皿状 人為

土 師器片，須恵器片

土師器片

弥生土器片，土師器片

土 師器片

SK8 14→本跡

816 D 2 d3 N －100－W 長 方 形 1．70　×1．15 10 緩斜 平坦 不明 SX 7 と重複

817 D 2 b3 N －610－W 不 定 形 0．98　×　0．86 13 緩斜 皿状 人為 本跡－ヰSK7 96

8 18 D 2 d3 N －650－E 長 方 形 2．37　×　0．70 39 外傾 平坦 不醜 SX 7 → 本跡

SD2，SX 7と重複

SX8→本跡→SK83 2

8 19 D 2 e2 N －500－E 長 方 形 2．53　×　2．28 12 緩斜 平坦 人為

820 D 2 bl N －110－W 長 方 形 1．54　×　0．95 10 外傾 平坦 人為

821 D 2 a2 N －680－W 楕　 円 形 0．88　×　0．45 57 外傾 皿状 人為

822 D 2 d l N －5 0－W 楕　 円　形 1．19　×　0．98 2 7 外傾 平坦 人為

823 D 2 b 2 N －110－E 不 定 形 0．51 ×　0．34 3 2 外傾 凹凸 人為

824 D l d O N －720－W 楕　 円 形 0．93　×　0．74 2 3 外傾 平坦 人為

825 E 3 C 2 － 円　　 形 0．37　×　0．34 3 5 直立 皿状 人為

826 E ′2 bO N －60－E 楕　 円 形 0．73　×　0．52 3 8 外傾 凹凸 人為

827 E 2 C8 N －0 。 楕　円　 形 0．44　×　0．29 4 8 外傾 皿状 人為

828 D l d8 N －120－W 隅丸長方形 1．41 ×　0．60 1 2 緩斜 皿状 人為

829 D 2 e4 〔N －60－W 〕〔長 方 形〕〔2．02〕×0．87 18 緩斜 平坦 不明

830 D 2 g 2 N －640－E 隅丸長方形 1．15　×　0．86 1 46 直立 平坦 人為

831 D l d O 〔N －760－E 〕〔楕 円 形〕（1．08ラ× 0．79 2 5 緩斜 平坦 人為

832 D l d O N －189－W 楕 円 形 1．39　× 1．16 45 外傾 平坦 人為 SK8 3 1，834 ，SX8→本跡

83 3 D 2 cl N －310－W 楕　 円 形 0．89　×　0．57 39 外傾 平坦 人為 SK8 70 ，SX8→本跡

83 4 D 2 e l N －18㌧ E 長 方 形 1．89　× 1．70 44 緩斜 平坦 人為 SX8→本跡・→SK814 ，83 2
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土坑

番ぢ
位置

長径 方向

（長 軸方 向）
平面形

規　　　 模 I
備　　　　　 考

（重複関係　 旧→新）
長径 ×短径

儲縮摘猟蠣

深 さ

（cm）

壁面 底面 覆土 主 な 出 土 遺 物

835 D 2 b l N －110－W
楕 円 形 恒 8 × 1・28

65 外傾 平坦 人為 SK8 68→本跡

83 7 D l aO N －100－W 長 方 形 4．02　×　0．81 18 緩斜 平坦 人為 縄文土器 片，土 師器片 SK8 36→本跡

838 D 2 e l N －61〇一E 長 方 形
1・39 ×0調 い 4

直立 平坦 自然 SK7 55→本跡

83 D 2 el
…〔N －100－W 車 長 方 形〕恒 酬 ・85

1 2 緩斜 平坦 不明 SK84 0，88 0 と重複

84 D 2 el N －7 0－E 楕　 円 形 2．30　×　0．93 8 緩斜 平坦 不明 SK83 9 と重複

84 1 C 3 i7 〔N －700－E 〕〔楕 円 形〕 0．91 ×（0．53） 19 外傾 平坦 不明

842 D l l〕9 N －740－W 楕　円　 形 0．36　×　0．31
［ 40 直立 皿状 人為 本跡→SX8

84 3 C 3 i7 N －44 0－W 楕　円　形 0．76　×　0．50 i lO ハ 平坦 人為

844 C 2 jl N －14 0－W 隅丸長方形 3．26　× 1．18 17 緩斜 平坦 自然 土師器片 本跡→SK8 46・→SIll

84 5 D 3 e6 〔N －790－W 〕〔長 方 形〕（1．53）× 1．20 55 外傾 平坦 不明 SK7 39 と重複

846 C 2 il 〔N －290－W 〕〔隅丸長方形〕日．04）×0．56 8 ハ 皿状 自然 SK8 44→本跡→SIll

8 47 D l 〔19 〔N －180－W 〕〔長 方 形〕〔2．35〕×〔1．19〕 30 外傾 平坦 自然 土 師器片，木 質片 SI5 2→本跡→SX8

8 48 D l l）0 N －380－E 不整翻 り形 2．56　×　2．04 118 内傾 平坦 人為 SK854，SD2，SX8→本跡→SK849

SK673と重複

849
序 1 －〕0 恒 740－W

楕 円　形 0．90　×　0．58 46 外傾 皿状 不明 土 師器片 SK84 8，SX 8→本跡

850 D l l）9 N －730－E 不整相性形 2．75　×1．06 90 直立 平坦 人為 SX8→本跡

851 D l l〕9 N －88 0－E 不整楕「lj形 2．6（）×1．65 14 9 直立 平坦 不明 陶器片 SX8→本跡

852 D l l）0 N －77 0－W 楕　 円　形 0．89　×　0．75 4 1 外傾 皿状 不明 本跡→ SX8

85 3 D I I）0 N －820－W 楕　 円 形 2．63　× 1．44 2 2 外傾 平坦 人為 本跡→SK8 54

854 D l aO N －60－W
長 方 形 恒 × 1・08

3 5 外傾 平坦 人為 SK853→本跡　 SK772，第＿12号火
葬施設と重複

858 D 2 a4 －
円　 形 恒 ×0・37

4 0 外傾 皿状 人為 SK8 53→本跡

859 D 2 a4 N －28 CJ w 〔楕 円 形〕0．58 ×〔0．40〕 71 外傾 凹凸 人為 SK79 0 と重複

860 E 2 zl6 －
l円　　 形 雄 ．88 ×0．84
［

6 緩斜 凹凸 自然

8V61 C 2 j3 N －770－E 楕　 円 形 0．96　×　0．63 64 直立 辛」‖ 不明 SK78 6，86 2と重複

86 2 C 2 j4 〔N －820－E 〕〔隅丸長方形〕（1．42）×0．70 57 外傾 平坦 不明 SK78 6，86 1と重複

86 3 D 2 fl 〔N －0 0　 〕〔楕 円 形〕 0．75 ×礼41） 10 緩斜 皿状 人為 SI51→本跡→ SK8 64

86 4 D 2 f l N －820－E 長　 方 形 2．32　×　0．80 15 緩斜 皿状 人為 SI51・→SK8 63－→本跡

865 D 2 e2 N －20－W 不 定 形 L 17　× 1．12 14 外傾 凹凸 人為
i

l

！

i

i

！

！

i

i

i

i

！

I

！

！

i

i

S I5 2→本跡→SX88 66 D l d9 〔N －700－E 〕〔長 方 形〕〔1．85〕× 1．00 3 0 外傾 平坦 人為

867 D I c9 N －740－E 楕　 円 形 1．50　×　0．25 1 5 緩斜 平坦 人為 SX8 ，SI5 2→本跡

SD2→ 本跡

868 D 2 bl

t

〔N －9 0－W 〕〔楕 円 形〕 1．28 ×（0．52） 24 外傾 平坦 人為

869
D 2 －〕1 年 17〇一W

不整楕円形 0．74　×　0．46 3 5 外傾 凹凸 人為

870
D 2 cl 恒 3 。－E 〕

〔隅丸長方形〕（1．1郎×（′0．76） 23 外傾 平坦 不明 SX8→SK8 33

87 3
D 2 j8 年 ザ ーW 長 方 形 1．06　×　0．50

】
9 緩斜 皿状 自然 本跡→SK75 1

87 4
D I c O恒 9 0－E

長 方 形 0．95　×　0．50 53 外傾 平坦 人為 SX8，SI52→本跡

SK8 7 7→本跡

i
87 5 i D 2 b l恒 28 0－E 楕　円　形 0．36　×　0．29 30 外傾 皿状 人為

87可 D l aO ト ト W
隅丸長方形 1．55　× 1．06 29 緩斜 平坦 人為

877 序 1 aO i N －Oc 】長 方 形 1・16 × 0・69 i 10 外傾 平坦 不明 本跡→SK8 76

8 7可 D 2 g6 恒 240－W 長 方 形 1．67　×　0．42 6 0 外傾 平坦 人為 SD2－→本跡

SK8釦 と重複

879 D l fO 恒 270－W 巨竃 円 形
1．23　×　0．98 3 2 外傾 平坦 自然

880 D 2 f i恒 120－W 巨毒 円 形
3．49　×　0．63 1 5 緩斜 平坦 不明

881 l D 2 f i恒 69〇一E l一長 方 形 lo・98 ×0・63
3 9 直立 平坦 不明 SK88 0 と重複

88 2 i c l i4恒 290一郎 桓 方 形〕恒 〕×0・70
44 緩斜 平坦 人為 本跡→SK88 3

88 3 i c l i4 年 140－E 巨 竜 円 形 恒 ×0・95
25 緩斜 平坦 人為 SK88 2－→本跡

884 i D l fO i　 i 円　 形 恒 × 0・36
61 外傾 皿状 人為

88可 D l fO 恒 330－W 巨 青 円 形 恒 × 0・34 日 0 外傾 皿状 人為

886 i D l a8 恒 33。－W 序　 形 恒 × 侶 1 日 1 外傾 凹凸 人為
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土坑

番号
位置

長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　 模

壁面 底面 穫土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複 関係　 旧→新）
長径 ×短径

（長靴×（短軸周

深 さ

（cm ）

88 7 D 2 dl N －20L E 楕　 円 形 1．18　×　0．85 28 穏斜 平坦 人為

890 C l d 4 N －57㌧E 長 方 形 3．04　×　0．42 18 緩斜 平坦 人為 TMl－→本跡

891 C l d 4 N －8 L w 楕　 円 形 0．51 ×　0．40 3 0 外傾 平坦 人為 弥生土器片 TMl→本跡

892 C l d 4 － 円　　 形 0．44　×　0．40 16 緩斜 皿状 人為 TMl→本跡

893 B 4 j7 － 円　　 形 径　　 0．51 1 2 外傾 皿状 人為 陶器片

894 C 4 b 6 N －400－E 楕 円 形 0．42　×　0．36 1 1 緩斜 皿状 自然 土 師器片， 内耳鋼片，陶器片

（8）遺構外出土遺物

試掘，表土除去，遺構確認調査の段階で，縄文・弥生・古墳・奈良・平安時代及び中世にかけての遺物が出

土している。ここでは，特色ある遺物を抽出し，実測図及び拓本図を掲載し，解説は一覧表等に記載する。

閻
－．・ぺ＿也－′

鴫4㌢

TP158

喝毯鮎芦

二三
第274図　遺構外出土遺物実測図（1）

攣攣喝撃率攣嘩

TP159

－299－

TP162

TP164

10cm

」　　＿1．　－！



．ゝ竜簸軋コポーチ

二二豆‘「 二王二

†　　‾‾‾‾＝刊

Fコク‾「≠L／‾一二‾　＼

一瑠
〔］

唱

第275図　遺構外出土遺物実測図（2）
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C【：＝⊃　　　Q123
C江〕　　Q124

第276図　遺構外出土遺物実測図（3）

遺構外出土遣物観察表
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図版番号器　種計測値（m） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第275図

467

尖底土器

縄文土器

B（6．8）尖底部の破片。砲弾状を呈する。横位の太沈線文が施されている。砂粒・石英・雲母・

小礫

にぷい橙色　普通

5％

早期中葉

（田戸下層式期）

TP152

探　　鉢B（6．8）口緑部の破片。口唇部断面は角頭状で，外削ぎ状を呈する。口唇部に平行砂粒・長石・石英・′ト礫5％

縄文土器 細沈線文，口唇直下から縦位の細沈線文，その下に格子目文が施されていにぷい黄橙色早期中葉

る。 普通 （田戸下層式期）

TP153

深　　鉢

縄文土器

B（4．8）ロ緑部の破片。口唇部直下から，斜位の平行沈線文が施されている。砂粒・長石・小礫

にぷい黄橙色

普通

5％

早期中葉

（田戸下層式期）

TP154

深　　鉢

縄文土器

B（5．0）ロ縁部の破片。口唇部に貝殻腹緑文と横位の平行細沈経文が施されている。砂粒・長石・小礫

灰黄褐色

普通

5％

早期中葉

（田戸下層式期）

ー301－



図版番号極 種 計測縮 m）i　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎土 ゆ色調 機 可　 て隋　 考

敏∴串目深　　 鉢 B 再 。郎　口縁部の破片。単節線文民L と円形竹管による利賀文が施されている。 砂粒 ・長有 ・石英　 5 ％

T P H　 縄文士器 黒褐色　　　　　　 前期前半

普通　　　　　　 （窯浜式期）

深　　 鉢 B は 。射　胴部の破片。単節縄文R L が施されている。 砂粒 ・長右・石英　 5 ％

T P 156　縄文土器 黒褐色　　　　　　 前期前半

普適　　　　　　　 し黒浜式期→

深　　 鉢 B （3藩日日縁部調破片。口唇部に2列の刺窯文が施されている。口唇部直下には夢 砂粒・長有・石英1 5㌔　　　 P L 30

T P lうγ　縄文十器 波状貝殻文が施されている。 浅黄橙色　　　　　 前期後半

普通　　　　　　 （浮島式期）

深　　 鉢 B （4冶目口縁部の破片。横位の平行結節沈線文が施されている。 砂粒 ・長石 ・右奥　 5 ㌔

T P H　 縄文士器 吠革色　　　　　　 前期夜半

普通　　　　　　 （浮島式期）

深　　 鉢 B （5カ月目線部の破片。横位の平行結節洗練文が施されている。 砂粒・長’石・石英　 5 ％　　　 P L 30

T P 159　縄文土器 吠草色　　　　　　 前期後半

普通　　　　　　 （浮島式期）

深　　 鉢 B （告離日汀線部の破片。半裁竹管による波状文が施されている。 砂粒・長五・五華・小礫　 5％　　　 P L 30

T P 160　縄文土器 にぷい黄褐色　　　 前期後半

普通　　　　　　 （浮島式期）

深　　 鉢

T P 161 縄文士器

B 白日出場緑部の破片。横位の平行沈線文が施されている。 砂粒 ・長石・石英・ 5 ％

白色粒千 ・小礫　 前期後半

にぷい黄褐色　 普通 （浮島式期ラ

深　　 鉢 B 「t か　胴部の破片∴横位の平行沈綿実が施されている∴ 砂粒・長石・白色　 5 ％

T P 162　縄文土器 粒子・小礫　　　　 前期後半

にぷい黄褐色　 普通 （浮島式期）

深　　 鉢

購　　 縄文土器

B 自凱お 目茸縁部の破片。円形刺突文を有する逆C 字状の隆管が貼り付けられている。 P L lO

配 手鍋 圧 H 恵 一A H 。 直 線部から頚部にかけての破片。口唇部には，縄文原体が施されている。－砂粒 を長石濱 掛 目摘第276回 はた　に「葱 i A　ll だ
Jl　　⊥　⊥．U

圧コ縁部 から頚部 にかけての破片。 口唇部 には，縄文原体が施 されている。極媒主 義逐日針針 白5％

469 弥生十器 B （9。2） 目線部 は無文。 日録部 と頚部 の境 には隆帯が　 条巡 ってい る。頚部 には　 針状鉱物 後期後半

櫛歯状工具 は 本 による波状文が施 されてい る。　　　　　　　　　　　 にぷ い褐色　 普通

第275図 広　 ＝　壷 B （5凍 目線部か ら頚部 にが ナての破片十　日綾部は無文し頭部 との境には，降帯が 砂粒 ・石英 ・白色 5 ％

T P 16 3 弥生土器 1 条巡 軋　 附加条二種 （附加 1 条）の縄 文が施 されている。　　　　　　　 粒子 の小磯 後期後半

にぷい黄橙色　 普通

T P l机

高　　 林 B （2 の6） 目線 部の破 片十　日唇部に縄 文原体 が施 文 されている←　目線部 には，降帯が 砂粒 ・石 英 ・白色 5 ％

弥生土器 1 条巡 る。 目線部 内面 には　 櫛歯状工具 絹 本）の山形文が施 されている毒「粒子 後期後半

黄橙色　 普通

図版番可 器 種 計測値（cmラ 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴　 i胎土 ・色調 の焼成 備　　 考

第276図　 ミニチュア土器 A　 9．P 目線部一部欠損。鉢形。平底。体部 休部外 面縦位の ハケ ＝調整 ，内面斜　 砂粒 ・長石 ・石英 90 ％

47 0　　 土　 師 器 B　 十8 ほ外傾 して立 ち上が り， ロ緑部に至 位 のパケ 目調整。　　　　　　　　　 にぷい黄橙色

C　 圭8 る。 普通

ミニチュア土器 A　 6 ．5 完彬√　鉢形ご体部 は内攣気味に立ち 目線部 内 ・外面 横ナデ÷休部外面ナ　 砂粒 ・長石 ・石英 ユ00 ％

171　 土　 師 器 B　 J．8 上 がる。目線端部 は外傾 する。 デ，内面へ ラナデ十　　　　　　　　 にぷい橙色

C　 3．6 普通

杯 A 〔14．2〕 底部 から目線部 の破片。平底。体部 体部内 ・外面 ロ ケ日ナデ∴休部下端　 砂粒 ・長石 ・石英 ・30％

47 2　　 須 恵 器 B　 4．4

C 〔8．0〕

は外傾 して立 ち上が り， 口縁部 に至

る。

回転へ ラ削 り。底部 回転へ ラ切 り後 ，小礫

ナデ。　　　　　　　　　　　　　　 褐灰色　 普通

杯

473　　 碩「恵 器

A 「15．鋸

B （5．1う

体部か ら目線部の破片。体部 は外傾

して立 ち上が りタ　ロ縁部 に至 る。

体 部内 ・外面 ロクロナデ∵　　　　　 砂粒 ・長石 ・石英・

自色粒子

5 ％

灰色　 普通

図版番号 器　桂 器　質
i A i計器 ㌣ 回 鵠 粕 薬i 文 様欄 徴

産地・年代 備　考

第276図

474

嚢 陶　器〔当 午 丁 半 緩 褐色 常滑系

15C前半
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図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　　　　 徴 備　　 考
径（cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（勘

第276［邸Pll 紡 錘 車 （5．3） 2．1 （0．5） （32．6） 土　　 製 断面は長方形。無文。

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 巨 質 J

特　　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

縮欄 Q H0 打製石斧 10．8 9．3 2．8 2 53 ．8 砂　　 岩 分銅形。 P L 3 0

Q l ll 磨製石斧 9．6 4．6 3 ．0 2 77 ．0 蛇 紋 岩 乳房状 を里す る。 P L 30

Q l 12 凹　　 石 12 ．1 10．8 7 ．0 7 16 ．2 安 山　岩 表裏 に凹をもつ。 P L 30

第27凋Ql13 片刃石斧 6 ．1 4．2 1 ．9 59．3 頁　　 岩．刃縁 は直刃で，片刃状 を呈する。 P L 30

Q l14 砥　　 石 （7 ．8） 4．5 2 ．7 （8工1） 凝 灰 岩 研 ぎ面は 4 両。

Q l15 石　　 鉄 2．8 工3 0．3 工2 チ ャー ト 無茎鉄。

Q H 6 石　　 鉄 2．3 2．0 0．3 0．9 頁　　 岩 無茎鉄。 P L 30

Q l17 石　　 鉄 3．5 工6 0．4 工4 チ ャー ト 有茎鉄。

Q li8 石　　 鉄 2．4 工2 0．4 0 ．8 璃　　 塙 有茎鉄 。 P L 3 0

Q l 19 石　　 鉄 2．8 工3 0 ．5 1．6 チャー ト 無 茎鉄 。

図版番号 器　 種

計　　 測　　 値 i 石 質

特　　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ）孔径 （cm ）重量 （g ）

第277図Q120 双孔 円板 3．0 3．4 0．3 0．2 6．0 滑　　 石 2 孔が空け られている。

Q ユ21 双孔 閂板 （2．5） （工9） i O・3 0．2 （2．6） 滑　 ＿石 1 孔が空け られ， 1／ 2 欠損。

Q 12 2 双孔円板 （2．6） （2．3） 0．4 0 ．2 （3滴 滑　　 石 1 孔が空け られ， 1 ／ 4 欠損。

Q 12 3 剣 形　 品 3．4 工6 0．5 0 ．1 3 ．7 滑　　 石 基部に小孔 が 2 つ空けられている。 P L 30

Q 124 勾　 玉 2 ．6 工7 0．7 0 ．2 4 ．7 滑　　 石 基部 に小孔 が空 けられている。 P L 30

Q 12 5 勾　　 玉 （工7）
（1可　 0・6

－ （工8） 滑　　 石 基部 欠損。

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 ！ 石 質

特　　　　　　　 徴 備　　 考
径 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第27掴Q126 臼　　 玉 0．5 0．3 0 ．1 0．1 滑　　 石 断面 は長方形。中央 に孔が空け られている。

第7個 Q127 紡 錘 車 4．3 1．3 0 ．8 31．3 安　 山　岩 断面は台形。中央に孔が空け られている。 P L 30

図版番号 銭　 種
計　　 測　　 値 初　　　 鋳　　　 年

備　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ） 時　　　 代 西　　　 暦

第277回M 55 永楽通賓 2．5 0．1 0．6 3．1 明 14 08年

M 5 6 寛永通賓 2．4 0 ．1 0 ．6 2．8 江戸 17 08年

M 5 7 寛永通貨 2．5 0 ．1 0 ．7 3．3 江戸 17 08年

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

巨 質

特　　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第277回M 58 釘 （7．8） 0．5 0．5 （6．5） 鉄 角釘。脚下部欠損。

M 60 釘 （6．0） 0．5 0．5 （5．0） 鉄 角釘。脚下部欠損 。

M 61 釘 （5．7） 0．5 0．4 （6．0） 鉄 角釘。脚下部 欠損 。

M 62 釘 （4 ．8） 0．6 0．6 （6．6） 鉄 角釘。脚下部 欠損 。
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8　十万原遺跡遺構一覧表

表3　縄文時代　竪穴住居跡一覧表

番号

位置 庚 霊 ）

［

平 面 形
規模 （m ）

（長径×短径）
畢高血）床面

内　 部　 施　 設
覆土 主な出土遺物

備　　 考
重複関係

（旧→新）
壁清 雄車 齢 糾 出人口炉億

ユ9
C 3 f3［N －288－W 楕　 円　形 4．61 ×　3．91 15～19 平坦 － 5 － 8 － － 自然 縄文土器片

21
Y．…這．司 〔N －47。－E〕

〔楕　円　形〕〔9．23〕×〔6．62〕 － 平坦 － 18 － 8 － － －
尖底土器片 SK306と重複

31
A 4 訂 N －440－E

i
隅丸長方形 5．70　×　4．41 10～21 平坦 － 11 － 2 － － 自・Å尖底土器片，敲石 本跡→SK302

34
B 4 C中 N －490－E〕〔楕　円　形〕〔10．05〕×〔6．50〕 － 平坦 － 13 － 6 － － － 尖底土器片

35
B 3 e8恒 300－E〕〔楕　円　形〕〔6．72〕×〔5．55〕 － 平坦 － 14 … 2 －

42
D 4 C中 一140－E

楕　円　形 5．70　×　5．02 30－35 平坦 全局 5 － － － 石囲炉 自然 縄文土器（射結石鉄，磨石
本跡→第4号地
下式墳

表4　縄文時代　土坑一覧表

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　 模 ！壁面

底面 覆土 主 な出土 遺物
備　　 考

（重複関係　 旧→新）
長径×短針mj 深さ（cm）

35 D 4 h4 － 円　　 形 径　 1．50 83 直立 平坦 自然 縄文土器片

56 D 4 f5 － 円　　 形 径　 1．40 38 外傾 平坦 人為 縄文土器片

168 C l b6 N －420－E 楕　 円 形 1．70　×1．54 46 外傾 平坦 人為 縄文土器片

242 C 2 b3 N －820－W 楕 円 形 1．56　×1．20 94 直立 平坦 人為 縄文土器片 本跡→SI15

243 C 2 a3 － 円　　 形 径　 0。90 102 直立 平坦 人為 縄文土器片 本跡→SI15ゥSD 5

280 B 2 j8 N －549－W 楕 円 形 1．5　×L ユ5 28 外傾 凹凸 自然 縄文土器片

329 C 2 a9 － 円　　 形 径　 0．60 14 緩斜 皿状 自然 縄文土器片 本跡一命SD6

341 B 4 b3 N －890－E 楕　 円 形 1．9　×1．20 20 緩斜 平坦 自然 尖底土器片

342 B 4 b2 N －30予－W 楕 円 形 0．78　×0．61 23 外傾 平坦 自然 尖底土器片

550A C 4 f2 N －680－E 楕 円 形 臼．95〕×1．22 43 外傾 平坦 自然 深鉢，広口壷，土器片円盤，石鉱 芦K550B一ヰ本跡

550B C 4 f2 － 円　　 形 径　 1．15 85 内傾 平坦 人為 深鉢，石製垂飾り 本跡→SK550A

555 C 3 gO － 円　　 形 径　 1．13 33 緩斜 平坦 自然 縄文土器片

888 C l d4 － 円　　 形 径　 ユ．48 54 外傾 平坦 不明 縄文土器片 本跡→TMl

889 C l d6 － 円　　 形 径　 1．00 52 外傾 平坦 自然 縄文土器片 本跡→TMl

表5　陥し穴一覧表

番号 位 置 長径方向 平 面 形

規　　 模 ！壁面

底面 覆土 主 な出土 遺物
備　　 考

（土坑番号）
長径×短針叫 深さ（cm）

1 A 4 il N －620－W 楕　 円 形 1．60×1．10 82 直立 平坦 人為 尖底土器片 （箪304）

2 B 3 d7 N －590－W 楕‖円 形 1．23×0．68 110 直立 平坦 人為

－

（SK363）

表6　弥生時代　竪穴住居跡一覧表

番号 位置
主軸方向

（長径方向）
平 面 形

規模 （m ）

（長径×短径）
壁高（cm）床面

内 部 施 三1－し巨又
！覆土

主な出土遺物

備　　 考

重複関係

（旧→新）壁溝 主柱穴貯蔵穴 ピプト出入口炉・竃

1 D 4 h5 N －240－E 隅 丸 方 形 3．95　×　3．78 10～18 平坦 － 3 － 2 1 － 自然 弥生土器砿口壷），土製紡錘車

16 C 3 cl N －630－W 隅丸長方形 i 4・85 × 3・88 24 －31 平坦 － 4 － － － 炉 1
自然 弥生土器（広口壷）

17 C 2 C7 － 円　　　 形 6．80　×　6．75 15～29 平坦 － 4 － 2 1 炉 1 自然
弥生土器寝H重し土師器r高杯、
器台L 炉石

20 B 2 j9 N －840－E 隅 丸 方 形 4．79　×　4．65 15～26 平坦 － 4 － 3 1 炉 1 自然
弥生土器（坑口壷，片口皿L 土師
器　高杯）

本跡→SD5、7

23 C 3 b4 N －530－E 隅丸長方形 4．77　×　4．30 8 ～10 平坦 － 4 － － － 炉 1 自然 弥生土器（広口壷）

25 B 3 g5 〔N －480－E 〕 〔隅 丸方形〕 鉦 85〕×〔4．70〕 3 ～12 平坦 － 4 － 3 1 － 自然 弥生土器（広口壷） 本跡→SK3軋314

26 C 3 b9 N －51㌧ W 〔隅丸長方形〕 〔4．29〕×〔3．45〕 5 ～ 8 平坦 － 1 － 2 － 炉 1 自然 弥生土器（広口壷），炉石
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番号 位置 主軸方 向 平 面 形
規模 （m ）

（長径 ×短径）
壁高（cm）床面

内　 部　 施　 設
覆土 主 な出土遺物

備　　 考

重複関係

‥H→新）壁溝　 摘 亭 貯華小 ピット　出柏 餅 竃

44 C 4 j5 N －10㌧載 隅 丸 方形 5．08　×　5．04 5 － 8 平坦 － 4 － － － 炉 1 自然
弥生土笛はJ絹針，土製紡錘車
炉石

45 C 4 d 3 N －31〕－E 隅丸長方形 4．68　×　4．18 4 － 7 平坦 － 4 － － － 炉 1 自然 弥生土器（広口壷），炉石

47 C 3 g 7 N －0 〇 長　 方　 形 5．18　×　4．52 2 ～ 4 平坦 － 4 － 1 － － 人為 弥生土器肱 臼壷）

表7　古墳時代　竪穴住居跡一覧表

番号 位置
主軸方向

（長径方向）
平 面 形

規模 （m ）

（長径 ×短径）
壁高（cm）床面

内　 部　 施　 設
覆土 主な出土遺物

備　　 考

重複関係

（旧→新）壁溝 主柱穴 貯蔵穴 ピット出入口炉・竃

2 E・4 a4 N －240－W 方　　　 形 6．18　×　6．08 20～35 平坦 － 3 1 1 － 炉 1 自然 土師器軋 椀満杯．嚢）．双孔円板 本跡→S私346

3 E 4 b5 不　　 明 〔隅丸長方形〕 3．25 ×（3．10） 5 ～ 9 平坦 － － － － － － 自然
I
土師器片

5 D 4 d2 N －290－E 長　 方　 形 5．38　×　4．40 3 ～ 6 平坦 2 1 4 炉 1 自然
匡 瞞 賄 綱 ，郵 本跡→SK68，8L

82．130

7 D 2 C6 N －330－W 隅 丸 方形 5．05　×　4．87 46 ～66
！平坦

－ 3 1 7 1 炉 1 自然 土師器塙杯調息 嚢冶付覿 本跡→SK158，
159，347

8 C 3 il N つ 60－W 方　　 形 7．12　×　6．94 15～27 平坦 金属 4 1 2 1 炉 1 自然 土師器（高杯，器台，婆），砥石
本跡→第3号地
下式堵

9 C 3 i4 N －470－W 方　　　 形 5．65　×　5．57 23－35 平坦 － 4 1 5 1 － 自然 土師器（椀，嚢），石製紡錘車

10 C 2 g 7 N －330…W 方　　 形 5．46　×　5．16
！43～54 平坦 －

1 1
l ㌘ 1 － 1 炉 1 大き自 土師器肺 高軋器台息 熱感石 本跡→SK282

11 C l h O N －450－W 方　　　 形 6．28　×　6．22 55～63 凹凸 － 3 1 2 － 炉 1 自然
土師器　杯　満杯　相　愛，ミ
ニチュア土器）

本跡→SK844I846

12 C l f8 N －500－E 隅丸長方形 5．06　×　3．86 10－18 平坦 － 4 － 2 － 自然 土師器嵐 台付敷 ミニチュア土都

13 B l j8 N －620－E 隅丸長方形 5．90　×　4．93 5 ～10 平坦 － － 1 － － 自然 土師器（ミニチュア土器） SKl軋166→本跡

15 C 2 a 4 N －530－E 隅 丸 方 形 6．54　×　6．34 18～30
平‾坦 金属 4 ］． － － 炉 2 自然 土師器株 数 ミニチュア上郡

SK242，243→本
跡→SD5、SK241

18 C 3 e 2 N －60十一E 隅 丸 方 形 5．15　×　4．72 20～25 平坦 － 2 1 3 － 炉 1 自然
土師器堵こ高杯柑鯨L 須恵器
（把手付椀），双孔円板

本跡→SK277

2 2 B 2 hO N －800－E 長　 方　 形 4．20　×　3．10 21～32 平坦 － 3 1 － － 炉 1 人為
土師器 （杯，椀高埠こ相愛L 及

孔閂板，剣形品
本跡→SK337

2 4 B 3 i5 N －580－E 方　　 形 一辺　　 7．60 18～60 平 坦 － 4 1 4 － 炉 1 自然
土師器 （杯、椀、高年、聾），双孔
円板，勾玉，刀子

本跡→SD8

27 B 4 d l N －350…E 方　　　 形 一辺　　 6．40 27～38 平坦 一部 4 1 2 … 炉 1 自然
土師器 杯，蔑称，聾L 双孔円板，
鉄津

本跡→SI29

3 0 B 5 il N －220－W 〔方　　 形〕 6．80 ×（5誹4） 11～20 平坦 － 2 1 4 － 炉 1 自然 土師器杯 ，賓） 本跡→SD9

32 B 3 a9 N －260…E 隅 丸 方形 4．05　×　3．73 48～67 平坦 － 3 1 3 1 炉 1 自然 土師器億 ，数 台付賓），軽石

33 B 3 C6 不　　 明 不　　　 明 不　　 明 － － － － 1 － － 炉 1 － 土師器（嚢） 本跡→SD8

36 C 5 e3 N －400－W 方　　 形 4．96　×　4．82 8 ～30 平坦 － 4 1 － － 炉 1 自然
土師器（杯、椀，相，壷，褒），須恵
器は鋸，及孔門板

37 C 5 b l 〔N －8 0－E 〕 〔隅丸 方 形〕 4．11 ×〔4．08〕 12 平坦 － 3 － 1 － － 自然 土師器（杯，高年，襲）
本跡→SK395，
396、398

38 C 4 a O 〔N －6 0－E 〕 〔長　 方　 形〕 〔5．18〕×〔4．52〕 － － － 4 1 － － － － 土師器（杯，聾），双孔円板
本跡→SK392
SI43と重複

39 C 4 f6 N －8 0－E 方　　 形 8．80　×　8．24 31－40 平坦 一部 4 3 7 炉 1 自然 土師器（杯，聾，鯨）須恵器 杯L
壷，双孔円板，勾玉、

本跡→SK606、

608，622

4 0 C 4 j7 不　　 明 〔方　　 形〕 8．32 ×（3．82） 39～44 凹凸 － 2 － 2 自然 土師器 （杯，無音壷．襲，甑），双
孔円板，羽ロ

本跡→SK418

4 1 C 4 a8 不　　 明 〔方　　 形〕 5．02 ×〔4．65〕 3 － 5 平坦 － 4 － － 自然 土師器 （杯，相，甑，鎌）

43 C 4 aO 〔N －280－E 〕 〔長　 方 ．形〕 〔5．34〕×〔4．12〕 － － 4 1 － － 土師器体 ，高杯，棄証 形婆） SI38と重複

46 C l g7 N －210－W 隅丸長方形 4．14　×　3．76 30～35 平坦 － 1 2 － 炉 1 自然
土師器（相，壷，台付嚢、ミニチュ
ア土器）

本跡→SK806

本跡→るK鋸2，7繋，
第8号火葬施設

48 C 3 fO N －16J－W 長　 方　 形 4．82　×　3．46 18－20 平坦 2 1 3 1 炉 1 自然 土師器淋椀調恩手数 臥 勾玉

49 E 3 e4 N －150－W 方　　 形 5．13　×　5．04 20～25 平坦 一部 4 1 － － － 人為 土師器 （申

50 C l j5 N －310－W 方　　　 形 5．81 ×　5．42 25－30 平坦 4 1 － － 炉 1 自然 土師器摘杯，器台，監 小形覿 本跡→第1号堀

51 D 2 gl N －380－W 隅丸長方形 3．18　×　2．42 18～30 平坦 － － 1 － － 自然 土師器（高杯） 本跡→SK8軋864

52 D I cO N －520－畑 隅 丸 方 形 一辺　　 4．12 30～55 平坦 1 1 炉 1 自然 土師器（蔑称，壷，台付嚢） 本跡→SX8．S蜘7，
866，867，874

表8　古墳時代　土坑一覧表

土坑

番号
位置 長径方向 平面形

規　　　 模

壁面 底面 覆土 主 な出土 遺物
備　　　　　 考

（重複関係　 旧→新）長径×短径（m）
深 さ

（cm）

278 C 2 b9 － 円　　 形 径　 1．15 13 外傾 平坦 自然 土師器 （婆）

318 B 4 h6 － 円　　 形 径　 0．48 37 外傾 皿状 自然 土師器 （襲）

320 B 4 iO － 〔円　　 形〕 径 〔1．30〕 44 外傾 凹凸 自然 土師器 （婆） 本跡→SD 9
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土坑

番号
位置

長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　 模 ！

壁面 底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複 関係　 旧→新）
長径 ×短径

脹轍 ×庵軸減j

深 さ

（cm）

32 1 B 4 h7 N －250－E 〔楕 円 形〕 〔1．90〕×1．60 2 5 外傾 平坦 － 土師器 （杯 ，襲） 本跡→SD 9

7 00 C 4 C2 － 円　　 形 径　 0．68 38 外傾 平坦 自然 土師器 （杯 ，婆 ，小形棄）

表9　平安時代　竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平 面 形
規模 （m ）
（長径×短径）

壁高（cm）床面
内　 部　 施　 設 ！覆土

主な出土遺物
備　　 考
重複関係
（旧→新）壁溝 主柱穴貯蔵穴ピット出人口炉竃

4 D 4 hl N －120－E 〔方　　 形〕鉦17〕×〔4．14〕 － 平坦 － 3 － － － 竃 1 自然 土師器 （杯，婆） 本跡→SK201、202

29 B 4 e2 N －110－E 方　　　 形 生79　×　4．65 35－55 平坦 一部 4 － － 1 竃1 自然 土師器機），須恵器帆婆，盤）
SI27→本跡→
SK315

表10　土坑一覧表＜6　中◎近世の遺構と遺物（1ト（4）＞

土塊

番 号
位 置

長 径 方 向

（長 軸 方 向 ）
平 面 形

規　　　 模 l

壁 面 底 面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重 複 関 係　 旧→ 新 ）

】長径 ×短 径

瀾 粧 摘 謝廟

深 さ

（cm ）

4 5 D 3 j4 N －850－E 長 方 形 2．11 × 1．4 1 3 5 直 立 平 坦 人為

4 7 D 3 i4 N － O c 長 方 形 2．20　× 1．72 4 8 直 立 平坦 人為 土 師 質土 器 （香 炉 ， 皿 ）

5 1 D 3 C6 N －870－W 長 方 形 3．93　×　2．76 5 6 直 立 平坦 人為 短 刀， 古 銭 ， 陶 器 片 S Kl 19 ・→ 本跡

6 7 D 3 j4 N －810－E 長 方 形 2．17　× 1．50 4 6 外傾 平坦 人為

84 D 4 cl N …68㌧ W 長 方 形 2．12　× 1．37 44 直 立 平坦 人為 SK85 ，第 5 号火葬施設→ 本跡

98 D 3 e7 N －400－W 不整楕円形 1．21 × 1．09 73 外傾 凹凸 人為 土 師 質 土 器 （内 耳 鍋 片 ）

100 D 3 e 7 N －270－W 楕　 円 形 1．16　× 1．02 24 暖斜 皿 状 人 為 土 師 質 土 器 （内 耳 鍋 片 ）

1 05 D 3 d 7 N － 8 0－ E 隅丸長方形 2．02　× 1．36 50 外傾 平 坦 人 為 SK 20 7 と重 複

12 6 D 3 b 2 N － 5 0－W 長 方 形 2．54　× 1．42 32 外 傾 平 坦 人為

13 1 D 3 f9 N －63十一E 〔隅丸長方形〕 〔1．61〕× 1．39 10 外 傾 平 坦 不 明 古 銭 本跡 → S X2

15 1 C 2 i6 N －810－W 長 方 形 2．55　× 1．61 4 5 直 立 平 坦 人為

16 1 D 3 b4 N －0 0 隅丸長方形 4．67　× 2．95 3 7 直 立 平坦 人為 本跡 → S K16 2 ，16 4

163 C 3 j4 N －760－E 長 方 形 1．60　× 1．12 2 5 直 立 平坦 人為 S K1 62 → 本跡

200 D 4 g 4 N －250－E 不整楕円形 1．74　× 1．42 4 5 外傾 平坦 人為 古 銭

2 07 D 3 d 7 〔N －450－E 〕〔楕 円 形 〕 1．12 ×（0．97） 1 9 外傾 平 坦 人為 土 師質 土 器 （内 耳 鋼 片 ） SK l0 5 と重 複

2 24 C 2 i8 N －180－E 楕　 円 形 1．13 × 0．70 2 5 緩斜 凹凸 人 為 古 銭

2 28 C 2 j9 N －60 0－ E 長 方 形 1．33 × 0．65 60 外傾 平 坦 人 為 古 銭 本 跡 → SK 227 ，2 29

3 49 D 3 i2 N －82 0－ E 長 方 形 2．26　× 1．78 34 直立 平 坦 人 為

4 10 D 4 C 6 N －870－W 長 方 形 1．69　× 1．02 24 外 傾 平 坦 人為

4 11 D 4 C 5 N －830－W 長 方 形 2．32 × 1．51 4 2 外 傾 平 坦 人為 SK4 13 → SK 41 2→ 本 跡

4 12 D 4 C 5 〔N －770－W 〕 〔長 方 形 〕 2．22 ×〔1．58〕 29 州 頃 平 坦 人為 SK4 13 → 本 跡 → SK4 1 1

4 13 D 4 C5 〔N －720－W 〕 〔長 方 形 〕 1．24 ×（0．86） 2 6 緩 斜 平 坦 人為 本跡 → S K4 12 → SK4 1 1

42 1 D 4 e3 N －570－W 楕 円 形 1．11 × 0 ．97 18 緩 斜 平坦 人為

42 2 D 4 e3 N －120－W 楕 円 形 0．76　× 0．69 2 6 緩 斜 皿状 人為 S K4 23 → 本跡

42 3 D 4 e3 － 不　　 明 〔0．87〕×〔0．82〕 5 4 内傾 平 坦 人為 S K42 4→ 本跡 → S K4 22

4 24 D 4 e3 N －140－E 長 方 形 1．47　× 1．02 4 3 外傾 平 坦 人 為 ！

！

土 師 器 片

SK 425 →本 跡→ SK4 22 ，42 3

4 25 D 4 e 3 － 〔円　　 形〕

l

1 ．32 ×〔1．23〕 48 緩斜 平 坦 人 為 本 跡 → SK4 24

本 跡→ SK4 32

4 30 D 4 e4 － 円　　 形 1．14　× 1．08 15 緩斜 平 坦 人 為

4 31 D 4 e4 － 円　　 形 〔1．12〕× L O8 34 緩斜 平 坦 人 為

4 32 D 4 e4 〔N －490－W 〕 〔楕 円 形 〕 〔1．38〕× 1．08 32 緩 斜 平 坦 人為 SK4 3 1→ 本 跡 → SK 43 3

43 3 D 4 e4 － 円　　 形 0．98 × 0 ．9 1 12 緩 斜 平 坦 人為 SK4 32 ，．4 34 ・→ 本 跡

43 4 D 4 e4 〔N －160－E 〕〔隅丸長方形〕〔2．04〕× 1．06 13 緩 斜 皿状 人為 本跡 → S K4 33
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土坑

番号
位置

長径方 向

（長軸方 向）
平面形

規　　　 模 i

壁面 底面 覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複 関係　 旧→新）
長径 ×短径

脹輔×腹輔漣

深 さ

（cm）

43 7 D 4 b2 N －810－E 長 方 形 （1．61）× 0．91 17 緩斜 平坦 人為 土師質土器 （皿） 本跡→SⅢ36

4 4 2 D 4 a3 〔N －30－E 〕〔長 方 形〕（1．57ラ× 0．86 34 外傾 平坦 人為 本跡→SⅢ43

4 4 3 D 4 a3 〔N －80－E 〕 長 方 形 2．18　× 1．53 4 1 外傾 平坦 人為 SⅢ42，44 4→本跡

444 D 4 a2 〔N －860－E 〕〔長 方 形〕〔2．40〕× 1．24 2 2 外傾 平坦 人為 本跡→SI包43，445

4 45 D 4 b3 N －840－E 長 方 形 2．04　×　0．95 2 8 緩斜 平坦 人為 SⅢ44→本跡

447 D 4 a2 N －190－E 楕 円 形 1．21 ×　0．54 2 6 外傾 皿状 人為

448 D 3 b 8 N －87㌦虻 隅丸長方形 2．05　×　0．93 1 5 直立 平坦 人為

450 D 3 b 9 N －5 0－E 隅丸長方形 1．52　× 1．04 45 直立 平坦 人為 古銭

451 D 3 b9 N －830－W 長 方 形 3．07　× 1．37 62 外傾 平坦 人為 S抱57→ 本跡

452 C 3 j9 N …20－W 長 方 形 2．48　× 1．36 35 直立 平坦 人為

454 D 3 a9 － 不　　 明 （2．00）×（0．65） 60 様斜 平坦 人為 SⅢ朗，453→本跡→S砲55，468剖5

4 55 D 3 a9 N －85㌦W 長 方 形 3．95　× 1．30 6 7 外傾 平坦 人為 SK454，456，468，480，484，514，515→
本跡→SK469

4 56 り 3 a9 〔N …860－W 〕
！〔楕 円 形〕 2．12 ×（1．36） 34 緩斜 平坦 人為 本跡→S壬色55 ，457 ，515

4 57
i
D 3 b 9 〔N …860－W 〕［〔楕 円 形〕［1・60 ×（0調 35 外傾 平ナH 人為 ；S抱56→本跡→S抱51

4 58 D 3 b 8 N －84 0…E 楕 円 形 1．64　× 1．16 2 1 緩斜 皿状 人為 土師器片 SⅢ59→本跡

459 D 3 b8 － 不　　 明 紅76）×（0。47） ユ5 外傾 平坦 人為 本跡→S抱58 ，46 0

46 0 D 3 b8 〔N 一㌢」W 〕〔長 方 形〕〔L 68〕× 0。94 36 外傾 平坦 人為 SⅢ59→本跡→SⅢ61 ，463

4 6ユ D 3 C8 － 不　　 明 〔0．88〕×（0．75） 39 外傾 平坦 人為 SⅢ60→本跡→SⅢ63

4 62 D 3 C8 － 方　　 形 1．24　× 1．24 10 緩斜 皿状 本為 SⅢ63→本跡

463 D 3 C8 N －810－W 長 方 形 3．87　× 1．72 7 6 緩斜 平坦 人為 S抱60，46 1→本跡→S王包62

4 64 C 3 j9 ∵一11十一E 長 方 形 1．70　× 1．30 4 4 緩斜 平坦 人為 S抱66→本跡

465 B 3 a 9 持「4 芋」の 〔長 方 形〕紋45）× L 29 3 5 外傾 平坦 人為 SⅢ66，467J O l→本跡→S氾68

46 6 C 3 j8 〔N …82 0＋鋸 〔長 方 形〕（1．90）× 0．95 14 緩斜 平坦 人為 本跡→SⅢ64 ，465

46 7 D 3 a8 － 不　　 明 （1誹0）×（0．45） 12 緩斜 平坦 人為 SⅣ01→本跡→SⅢ65，468

4 68 D 3 a9 〔N －880－W 〕〔楕 円 形〕（2．壷）× 1．47 45 緩料 ′平坦 人為 S郁頼軋媚調1→〕繍→S郁5，4軋470

4 69 D 3 a8 〔N …860－W 〕〔長 方 形〕〔1．47〕× 1カ3 88 直立 平坦 人為 SI包55 ，470 ，484→本跡

470 D 3 a8 － 不　　 明 （1．67）×（1．00） 55 外傾 平坦 人為 SⅢ68 ，70 1→本跡→SⅢ69

4 83 D 3 d 8 N －5 0－E 〔隅丸長方形〕1．43 ×〔0，90〕 53 外傾 ‘凹凸 人為 土師質土器 （小皿）古銭 ，人骨 本跡→SⅢ82

5 10 D 3 cO N －2 0－W 楕 円 形 1．90　× 1．11 2 0 緩斜 平坦 人為 SI6 11－→本跡

5日 D 3 c O 〔N －2 0J 椚 〔長 方 形〕（1．52）×1．06 2 0 緩斜 平坦 人為 SI6 12・→本跡→SI6 10

51 2 D 3 c O 〔N 一鮮」W 〕〔長 方 形〕 1．95 ×（0．85） 28 外傾 平坦 人為 本跡→SI6 1上513

51 3
D 4 c l i

N －22 0－W 長 方 形 2．20　×　0．70 2 5 外傾 平坦 人為 SI6 1 2→本跡

515
D 3 a9 ！N －30－E 隅丸長方形 2．14　× 1．15 30 不明 不 明 人為 SⅢ56→本跡→SI包55

5 54 ！C 3 gO ！N …80－E 長 方 形 3．01 ×　0．82 9 緩斜 凹凸 人為 古銭

7可 D 3 a8 ！〔N － 10－W 〕〔長 方 形〕（1．56）×紅85） 6 緩斜 平坦 人為 本跡→S砲65，467，468 ，47 0

79 2 i D 2 b 3 ！
N －0 0 長 方 形 1．80　× 1．10

4 5 ！
外傾 平坦 自然 陶器 （天 目茶碗） ，釘 SI▽91→本跡

836 i D l a 9 ！〔N ニ0 0　 〕〔長 方 形〕0．82 ×（0．40） 19 ！外傾 平坦 人為 古銭 本跡→SI㊦37

表は　地下式壕一覧表

番号 位置 主軸 方向

規　　　 模 （m ） ！

l底面

！

覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　　　 考

（重複関係　 旧→新）
竪　　　 坑 主　　　 室

長軸 ×短軸 深 さ】平面形 長軸 ×短軸 深さ 平面形

1 D 3 i3 N －1440－W 径　 1 ．80 上96 円　　 形 3．51×1．26 2 ．32 長　 方　 形 平担 人為 土師質土器片 （内耳鍋）

2 C 2 j4 N －　 00 2．22×1．30 工98 楕　 円 形 2．35×1．61 1 ．98 隅丸長方形 平担 人為 陶器片，土師器片，人骨（頭骨の一部，歯）

3 C 3 h2 N －　 50－W 1．22 ×0．89 1．75 長 方 形 3．29 ×工71 工80 隅丸長方形 平担 自・人 土 師質土器片 （内耳鍋），陶器片 SI 8 →本跡

4 D 4 C4 N －　720－ E 0．89 ×0．81 工83
楕 円 形 i3・48 ×工35

2．10 長　 方　 形 平担 自・人 土 師器片 SI42→本跡
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番号 位置 主軸方向

規　　　 模 （m ） i

i底面

！

覆土 主 な 出 土 遣 物
備　　　　 考

凍 袖関係　 出→抑
竪　　　 坑 主　　　 室

長軸 ×短軸 深 さ「平面形 長軸 ×短軸 深 さi 平面彬

5 C 4 C 8 N －ユ500…W 工12×0．82 工86 長 方 形 3．95 ×1．34 2．14 長　 方　 形 平担 人為 土師質土器片 （内耳鍋）

6 D 4 b l N －　870－E 0．83 ×0．72 工65 長 方 形 3 ．55×且．63 2。12 隅丸長方形 平担 自・人 土師質土器鮮 血言貯削顧

7 D 4 b3 N …　20 0－W 工43 ＼1．09 1。65 楕　 円 形 十76＼上24 2．ユ4 長　 方　 形 平担 人為 鉄製品 （刀子）

8 D 4 b2 N －　22予－W 1．51＼1．告 1．56 楕　 円　形 5 。96×1 。24 2．05 長　 方　形 平担 自・人 土師 質土器片 （内耳鍋う，古銭 SK53 3，534 と重複

9 C 4 i5 N －　6ざ一 E 且．39 ×工ユ2 工65 長 方 形 5 。32×上15 2 ．25 長　 方　形 平担 人為 土師質土器片 （内耳鍋）

10 D 3 b L）N － 10予－W 径　 198 0 工92 円　　 形 3．ユ3×上07 2 。27 長　 方　形 平坦 人為

艮 C 4 il N －110十一E 0 ．58×0 ．25 2 。03 長 方 形 3．」う＼1．05 2．08 長　 方　 形 平坦 不明

12 C 3 iO N －16 2㌔－E 0 。75×0 ．55 工15 長 方 形 十・日＼1．氾 1．p5 長　 方　 形 平坦 人為 奉跡車SK56 0～563

13 D 3 j2 N －　200－W 径　　 工40 2。29 円　　 形 3。65 ×1．48 2．60 長　 方　 形 平出 人為 土師質土 器 （内耳鍋う SO 2 →本跡

14 D 3 持 N － 1信一W 0．55×0．45 工83 長 方 形 3e52 ×自轡 上91 長　 方　 形 平坦 人為 SK7紆→本跡→SK749

麦且2　火葬施設一覧表

番号

i位置

主軸方向 平面形

規　　　　　　　　 模　 （cm ） ！

憐 面

！

再土

巨 な 出 土 遺 物 備　　　　 考

（重複関係　 旧尋新）
燃　 焼　 部 通　 気　 溝　　 l 関　 目　 部

長軸×短軸 深さ 壁面 長さ 上幅 下幅 深 さi壁面 長軸×短軸 深さ 壁面

1 D 4 f2 N 4 汀㌧虻 T 字状 昔「試補 13期18 外傾 〔鋸〕 35 26 31 日学状 93×59 5 外傾 凹凸 自然 骨片，尉 ヒ材 第2　火葬施孟巨本跡→円

2 D 上目3 ∵－63㌦W T 字状 189 ×48 ユ3 外債 〔118〕姐 22 28
U 字状i 凹凸 自然 骨軌　 骨片，炭化材 本跡叫第1号火葬施設，P2

3 D l j6 N －90㌧牒 T 字状 173 ×50 r〇 緩斜 110 4 0 28 11～23
U 字状！

凹凸 自然 骨軋　 骨片．尉 ヒ物 S罠31→本跡→P l

4 C l b7 N －350…W T 字状 174 ×58 33 外傾 126 3ヱ ユ3 21～45
細 大！

凹凸 自然 骨軋　 骨片，尉 ヒ杜　 礫

5 D 4 C2 酢蛸主潮 T 字状 125 ×49 4 緩斜 〔87〕40 22 4～14 U字状 － 凹凸 自然 骨軌　 炭化物 本跡→SK84

6 D 4 b6 N －640－W T 字状 134 ×43 ユ0 緩斜 76 3 4 2ユ 11～18 U 字状 － 凹凸 自然 骨軋　 骨片，炭化材

7 E 3 e3 N 一二3二一W T字状 ユ封 ×72 12－15 緩斜 78 2 5 摘
配 車 字状

－ 平坦 自然 骨粉，尉 ヒ物，礫

8 E 3 d4 N 一朗∴－W T 字状 179 ×63 10 外傾 94 24 8
1小 字状！ 凹凸 － 骨粉，炭化粒子 Sl骨→本跡

9 D 2 j6 Ⅳ当紺㌧戊 T 字状 156 ×54 10～15 外傾 109 3 5 2 5 8 伽25 U 字状 － 平坦 自然 骨片．骨恥 骨 ヒ物読 化材

ヱ0 E 3 a2 酢蛸主潮 T 字状 148 ×閥 ま5 緩斜 140 27 ユ5
2中 頑

凹凸 自然 骨片ア　炭化材

ユ1 D 2 j5 N －酪㌧ W T 字状 138 ×46 10～15 外債 〔75〕 33 20 6 ～22
路 犬！

平坦 自然 骨片，炭化粒子官炭化物 本跡尋SK775

ユ2 D l aO Ⅳ」ぽ－E T 字状 （235錘 裾 4 緩斜 〔98〕姐 15 6～13
湖 東！

平机 自然 骨片，炭化材 SK77 1，772ゥ854と重複

衷且3　井戸跡一覧表

番号 位 置

…　長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　 模 i 断 面 形

主 な 出 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複関係　 旧魂新）長径×短径（叫 探針 m ）

1 D 3 c l － 円　　 形 径　 1。30 （工8） 円　 筒　 形 陶器片，土師器片 Sh125→本跡

2 D 3 i7 … 円　　 形 径　　 0 。80 （2や0） 台　 形　 状 土師質土器片 ，土 師器片

3 D 2 f8 － 円　　 形 径　　 0 。95 （工8） 漏斗壮 ・円筒形 陶器片 出一日鉢 ，喪主土師 質土器片，古銭 SX 3 車本跡

4 C 2 i2 － 円　　 形 径　 1．ユ5 （2，0） 円　 筒　 形

5 E 3 e3 － 円　　 形 径　 1．80 （2。0） 円　 苗　 彬 本跡…ヰSK63 7

6 E 3 bユ － 円　　 形 径　　 上80 （2．2） 円　 筒　 形 本跡→SK67 9タ　680

7 D 2 f7 N －76 e－W 楕　 円　形 工55 ×上32 「1．7） 円　 筒　 形 SK73 9→本跡一妙SK75 2

表温4　掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 桁行方 向
桁行×梁行

（間）

規　 模

（m ）

面積

緑 ）

桁行柱 間

（m ）

梁行柱 間

（m ）

柱　　　　 穴 （cm） ！出土遺物 備　　 考

重複関係

（旧→新）構造 穴数 平面形 長径㈲ 短離郷 深 さ

1 D 3 h4 N －350－W 3×1 6．20×4．55 28 ．2 1 1，78～2．24 4．54～4．56 側柱 8
円形・楕円形・

不整楕円形
76～113 62～86 42－71

2 C l dO N －430－W 2×1 4．30×4．20 18．0 6 2．05－2．32 4．22～4．31 側柱 6 方形 ・長方形 70～　85 60～66 43～64 土師器 （聾） SK220→本跡

3 C 2 d9 N －860－W 3×2 7．20×3．81 2 7．43 2．25～2．50 1．84－1．92 側柱 10 円形 径　 36～61 40～71 本跡→SX 6

4 C 2 e7 N －900－W 4×1 6．05×3．86 2 3．35 1．92～2．08 3．82～3．90 側柱 10 円形 径　 28～50 16～40

5 D 4 fl N －300－W 2・3×2 5．88×4．23 2 4．90 1．92～2．91 1．71～2．51 側柱 9 円形 ・楕円形
55－ 66i28～56

31～56
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表15　溝跡一覧表

番号 位　　 置 方　 向 形　 状
規　　　　　 模 ！壁面

断面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

（重複関係　 旧→新）長さ（m ） 上 幅 （m ） 下幅 （m ） 深さ（cm）

ユ E 3 C7～E 4 C2 N －900－W 直線状 17．5 0．31－0．42 私15～0．12 3 ～ 5 緩斜 弧　 状 自然

2 D l aO～E 3 e7 N －590－E 直線状 （90．5） 0．62－0．86 私25～0．41 1 5～30 外傾 逆台形 自然 土師器片 SK34→本跡→SK811，糾8．869，
878，SX7、第13号地下式墳

3 E 4 d3－E 4 d5 N －90 J－W 直線状 （7．2う 0．71～0．92 0．42～0．61 5 ～10 緩斜 弧　 状 自然

4 B 2 j2～C 2 al Ⅳ－400－E 直線状 再 誹 0．56～0．60 0．32～0．41 3 5～40′外傾 逆 台形 人為 土師器片

5 C l e7～C 3 a3 N J m ㌧虻 蛇・行状 68．5 0．49～0．61 0．22～0．26 ユ2～ユ6 外傾 逆台形 自然 土師器片，陶器片 SI15、20，SK2私3昔SD6→本跡

6 C 2 aO～C 2 b4 丁－70㌦ E 直線状 （26．3） 0．38～0．98 0．16－0．51 15～20 外傾 弧　 状 自然 縄文土器片，土師器片 SK329→本跡→SD5

7 B 2 j8～B 3 i4 N －860－E 蛇 行状 （24滴 0．49～0．69 0。22～084 2 25～31 外傾 U 字状 自然 縄文土器片，土師器片 SI20，S藍290→本跡→SK281、291

8 B 3 b6～B 3 i6 N －9 0－E 直線状 （29凍 044 1～0。70 0。21～私28 4 3～61 外傾 逆台形 自然 土師器片，陶器片 SI24，33→本跡

9 B 5 il～C 3 a7 N －450－E

N －900－E

くの字状 （64。1） 0．72～0．98 0．46～0875 12～30 外傾 U 字状 自然 土師器片 儀）瀾 器片 SI30，SK320，321→本跡

ユ0 E 2 cO－E 2 d8 N →賂㌧虻 蛇行状 8．6 0。15～0．42 0．10～0．35 8 ～22 外傾 U 字状 自然 SD12→本跡→SK693

ユ1 E 2 b7～E 2 C7 N －29㌦ W 直線状 4」 0せ46～0。55 0．丸トイL H 1 6～25 外傾 逆台形 自然 本跡→SK697

12 E 2 dO～E 2 d8 N －500－E 蛇行状
招 恒 5～0さ90

0，21～0．75 1 5～25 外傾 U 字状 自然 SK693→本跡→SK684，SDlO
SK670，692と重複

表温6　不明遺構一覧表

番号 位置
長径方向

（長郎方向）

i

平面形

規　　　 模

覆土 主な出土遺物
備　　　　　 考

つ重複 関係　 旧→新）
長径 ×短径

傭船摘醸廟

深 さ

（cm）

壁面 底面

1 E 3 aO N －560－E 不 定 彬 6．86　×　5412 15～40 緩斜 皿状 自然 土師器片夕　陶器片 S紀→ 本跡

2 D 3 eO N T 桁㌦虻 不 定　 形 7。20　×　3．95 5 ～ヱ0 緩斜 平坦 自然 SK32 91 31→本跡

3 D 2 f8 N －80－E 不 定 形 5．45　×　4．18 射 ～62 直立 平坦 人為 本跡→SE 3　SK7 39 と重複

4 D 2 d9 ＼一丁が－E 楕 円 彬 8．29　×　5．79 6 －32 緩斜
i 十状 自然 SK13 2→本跡

5 D 2 C4 Ⅳ－450－E 楕 円 楷 3J 8　×　2．49 5 ～12 緩斜 平出 人為

6 C 2 e 9 N －8 0－E 長 方 形 8661 ×　3．46 4 1～62 直立 平坦 人為 土 師器片，陶器片 SB 3 9SK 20 8→本跡

7 D 2 e 3 斗一6 十一E 楕 円　形 5。79　×　4．77 2 ～30 緩斜 皿状 自然 土師器片 SD 2 →本跡→SK8 18 SK 8 1上816，82 9 と重複

8 D I cO N …350－E 不 定 形 8．32　×　7。42 3 ～28 緩斜 皿状 自然 SI52，SK842，852，847，866叫本跡→SK833，834，847，848，849，
850，851，867，870，874　SK673と重複

10 C l f3 〔N －25 0十の 〔楕 円 形〕軋31）×（1．時 10 －12 外傾 平坦 人為 本跡→SK80 3 ，80 4

第4節　ま　と　め

今回の調査で，旧石器時代から近IIl二までの遺構と遺物が検出された。ここでは，検出された遺構と遺物につ

いて時代ごとに概略を述べ，まとめとしたいこ，

1　旧石器時代

旧石器時代の遺構は，石器集中地点1か所と集石土坑2基を検出した。

石器集中地点から出土した石器の総数は20点である。出土層位は，基本層序の第7層最下部から第8層上部

に位置している。器種は，スクレイパー2点，石核5点，剥片12点，台石1点であり，石核と剥片が85％を占

める。剥片の形状は分厚く，二次加工のある石器の出土数は少ない。石材は，喝璃12点，チャート7点，片岩

主点である。鴫域とチャートの石核と剥片から，接合資料を得ることができた。自然画を打面として剥離を数

回行い，打面を転移させて剥離を行っている。剥離面が縦割れをしているものが多く，直接打法で剥離してい
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たと思われる。石器の分布状況は，台石を中心とする半径2mの範囲内から出土し，この場で石器製作が行わ

れていたと考えられる。

石器の打面を転移させ直接打法で製作する技法は，茨城町に所在する大畑遺跡1うでも確認されている。大畑

遺跡から出土した石器は，ナイフ形石器や台形様石器等が約50％を占めており，器種に違いが認められる。当

遺跡の旧石器時代の文化層の層準は，鍵層となる鹿沼軽石層の降灰以降，第2黒色帯が形成されるまでの時期

に位置づけられる。

旧石器とほぼ同じ層位で，2基の集石土坑が検出された。第1号集石土坑からは合計7，876個，第2号集石

土坑からは合計1，482個の自然礫が，それぞれ投棄された状態で出土している。第1号集石土坑の礫の中には，

熱によってひび割れし油脂分と思われるものが付着したものも含まれている。県内の旧石器時代の土坑として

は，常北町の上人野遺跡2㌦　日立市の六ツケ塚遺跡3），同市橋の作遺跡4）があるが，集石が伴う事例はなく，

今後の類例が待たれる。

2　縄文時代

この時代の遺構は，住居跡6軒，土坑14基，陥し穴2基を検出した。内訳は，下記のとおりである。

早期前葉（田戸下層式期）住居跡4軒（第21ゆ3巨34835号），土坑2基（第341の342号），陥し穴2基

前期前葉（黒浜式期）　　土坑2基（第280e329号）

中期後菓（加曽利E式期）住居跡2軒（第19042号），土坑7基（第35e568168。242魯550Ae550B容555号）

後期前葉（称名寺式期～堀之内式期）　土坑3基（第243ゆ888砂889号）

遺構に伴わない遺物として確認できた時期は，前期後葉（浮島式期），後期後菓（綱取式期）である。

集落が形成された時期は，早期前葉と中期後薬の頃と考えられる。早期前葉に該当する遺構は，いずれも調

査区北側の斜面部から一段下がった，標高28m前後の段丘面から検出された。住居間は2m以内の隣接した状

態で検出されていることから，時期差があると思われる。住居の平面形が明確に確認できた第31号住居跡は，

長軸5。7m，短軸4。41mの隅丸長方形である。田戸下層式期の住居跡の検出例は少なくヂ　貴重な資料と言える。

同時期の住居跡が報告されている遺跡は，鹿嶋市伏見遺跡5㌦　ひたちなか市差渋遺跡6㌦　取手市甚五郎崎遺

跡7）等が挙げられる。

中期後葉に該当する遺構は，いずれも標高30m前後の台地上から検出された。中央部から第19号住居跡，南

東部から第42号住居跡が検出された。2軒間の距離は，約47mである。平面形はどちらも楕円形で，第42号住

居跡からは，長期間使用されたと思われる石囲い炉が検出された。住居と土坑の距経は16～35mで，土坑は住

居からやや離れて位置している。第550B号土坑からほ，双頭状の日録部をもつ深鉢など8個体分が出土し，良

好な一括資料を得ることができた。

3　弥生時代

住居跡10軒を検出した。調査区北部から南東部にかけて，帯状に分布している。住居間の距離は5～15mで，

北部側に5軒（第16。17◎20。23。25号住居跡），南東部に4軒（第26。44容45e47号住居跡）の2グループ

と，やや離れて南部から1軒（第1号住居跡）が検出された。南東部の4軒は，中央に広場をもつように配置

されている。住居の平面形は，隅丸方形及び隅丸長方形が主である。炉は7軒から検出され，中央部のやや北

寄りに位置する地床炉である。第17。26。44e45住居跡からは炉石が出土し，ほとんどが炉の長径方向と直交

するように据えられてた。石質は，石英斑岩e安山岩e砂岩である。茨城県北部から渦沼川周辺において，同
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時期の炉跡から炉石が検出される割合が高いことが指摘されており8㌦　当遺跡でも同様と言える。

出土した土器のほとんどは広口壷で，特徴は次の7つが挙げられる。

（1）口唇部は，縄文による施文，棒状工具による押圧，ヘラ状工具による刻みがある。

（2旧縁部は幅が狭く，無文が多い。櫛歯状工具による波状文が施されているものもあるが，密ではない。

㈱目線部と頚部を区画する隆帯は1条ないし2条で，隆帯はしっかりしている。

（4）頚部文様帯は2本組の縦区画スリットが施され，櫛歯状工具の歯の数は3～4本である。

（5）頚部と胴部の境は，胴部最大径よりも上位に位置している。

纏）胴部には，附加条二種（附加は条）の縄文が施され羽状構成をとる。

（7）底部が確認できたのは21個で，内訳は砂目痕が9個，布目痕が8個，木葉痕が射因である。

このことから，住居跡は後期後半の十王台式土器期に比定され，その中で射巨船の特徴から古い様相をも

つと考えられる。このほかに，第20号住居跡から出土した広口壷は，輪積痕を残す三段の複合日録を里し，2

個1組の縦長の癌を3単位有し，胴部との境に無文革を巡らすものである。当遺跡から出土した他の土器と文

様構成が異なることから，他地域との交流が考えられる。

4　古墳時代

当遺跡の中心となる時期で，3期に分けることができる。第1期は前期　拍世紀中葉）で，住居跡は軒夕　掘

立柱建物跡1棟，方形周溝墓1基が，第　期は中期（世紀中葉　で　住居跡膵軒　鍛冶工房跡1基，土坑4

基が，第3期は中期（5世紀後葉）で，当主三居跡1軒，土坑1基が検出された。

第1期　古墳時代前期（4世紀中葉．）

第708砂10～13e32踏46砂50～52号住居跡学　第2号掘立柱建物跡芦　第且号方形周溝墓が該当する。第32号

住居跡は調査区の北側に離れて位置し，それ以外の遺構は，中央部から北西部に集中している。住居間の距離

は5～10mで，ほぼ一定の間隔である。第2号掘立柱建物跡は集落内のやや北寄りに，第1号方形周溝墓は第

2号掘立柱建物跡から北西方向15mほどの所に位置している。住居跡の平面形は，方形参長方形㊤隅丸長方形

である。主軸方向は，N－160～450－Wに振れるものが64％を占めている。規模は，床面積が30扉を超える大

形の住居跡は3軒，20～30m2の中形の住居跡は4軒，20扉未満の小形の住居跡は4軒である。床面積の平均は

24．9m2で，第7号住居跡がこの時期の平均的規模と考えられる。炉をもつ住居跡は8軒で，中央部のやや北東

側か北西側に位置する地床炉である。貯蔵穴をもつ住居跡は9軒で，出入り口部から入って手前の右コーナー

部に位置するものが67％を占めている。

方形周溝墓は，北側に谷津が入り込む台地の縁辺部から1基検出された。規模は，周溝を含めた一辺が7。5m

ほどの隅丸方形である。方台部の盛土や，埋葬施設と思われる土坑等は確認できなかった。周港内からは多数

の土器が出土しており，出土状況から方台部の南東コーナー部付近から南西コーナー部付近にかけて，集落側

に面するように意図的に並べられていたと考えられる。土器の出土位置を分類してみると，南東コーナー溝付

近からは，高捧3点，器台上も　壷5点，嚢2点，台付嚢3点，ミニチュア土器1点が出土している。南東溝

の中央部からは，紺1点，壷3点，聾1点が出土している。南西コーナー溝付近からは，高杯4点，器台3点，

嚢5点，台付婆2点，小形鉢2点，小形婆2点が出土している。壷のほとんどは，南東コーナー部に，高杯。

器台の嚢e台付嚢は両コーナー部に配置されていたと思われる。また，壷◎嚢0台付聾の43％は，体部外面に

煤の付着が認められることから，煮炊きに使用していたものを二次利用していると考えられる。

住居及び方形周溝墓の出土遺物は，土師器（高捧ゆ増砂嚢砂台付嚢。義歯ミニチュア土器e手捏土器）であ
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る。高杯は，杯部が大きく開き，脚部に孔を有し，ラッパ状に開く特徴をもつ元屋敷系のものが出土している。

器台は，脚部が高い小形のものであり，器受部は皿状のものが多く，端部を摘み上げたものなどがある。台付

嚢は，目線部がくの字状で体部は球状をしている。調整方法は，斜位のハケ目調整を主体としている。平成10

年度に調査されたこガサワ遺跡9ラでは，東海系のS字状目線の台付嚢が出土し，当遺跡の台付薬とは異なる様

相を示している。

第2期　古墳時代中期（5世紀中葉）

第2・3・5・9　月5・18・22・24・27・30・33・37－4巨43・48・49号住居跡，第1号鍛冶工房跡，第

278・318・320・32＿1号土坑が該当するしつ泣期の遺構が集中していた北西部を除き，調査区全域に広がっている、、

住居間の距経は5－15mで，東側に大形の住居が点在している。住居一の平面形は，方形及び隅丸方形が75％を

占める。主軸方向は，N－150－55O－Wに振れるものが7軒，N－80－80C－Eに振れるものが9軒，主軸が

特定できないものが4軒と不規則である。規模は，床面積が30m2を超える大形の住居跡は9軒，20～30nf未満

の中形の住居跡は6軒，201112未満の小形の住居跡は∠1軒，不明が1軒である√　床面積の平均は31．01112で，前期

の住居より規模が大きくなる傾向にある。第別住居跡は　南西壁を除く壁際に棚状施設が付設され，当遺跡の

中では牲異な形状である。、畑をもつ住居跡は12軒で，すべて地味畑である言臣の位置は，前期とほぼ変わりな

いが，第5・22・24・48号住居跡の仙ま壁際に位置しているつ庁蔵穴をもつ住居跡は1＿5軒で，出入り廿部から

入って手前の右コーナー部に位置するものが50％を占め，炉を壁際にもつ住居は炉の右側コーナー部に位置し

ている。

第1号鍛冶工房跡は，調査区北部の一∴段下がった段丘面から検出された。∴平面形は方形で，床面積は49．4証

と大形である．柱穴は∠1か所，貯蔵穴は3か所で，掘り込みは浅いが鍛冶炉と思われる畑が3か所検出された、－、

第27・39号住居跡と規模や構造が変わらないことから，住居を工房に転用した可能性が考えられる、「

遺物は，土師器（杯◎椀e高杯の堵◎壷砂嚢参観）9　須恵器（捧砂高年儲把手付椀が1点ずつ），土製品（羽

目ゆ紡錘車），石製品（双孔閂板の剣形品ゆ勾玉ゆ砥石），鉄製品（鎌e刀子砂鉄），鉄棒が出土している。

土師器の杯は，口縁部内面に稜をもち∴調整は内面に放射状のヘラ磨きが施されているものが主体である．、、第

39号住居跡からは，土師器の杯・莞・甑や鉄鉱・石製模造品の他に，貯蔵穴から大阪府陶邑窯跡群のTK216

に比定される須恵器杯が出土している。

第3期　古墳時代中期（5世紀複葉）

第36号住居跡，第700号土坑が該当する言調査区東部の調査区域外に隣接している。住居の平面形は，方形

で，床面積は23．91112の中形である了炉はやや北西壁寄りに，貯蔵穴は南コーナー部に位置している√　住居及び

土坑からの出土遺物は，土師器（杯啓椀◎増e義歯聾の小形葉上　須恵器　礎上　着製品　双孔門衛上　鉄製

品（鎌）が出土している。杯は，体部外面に稜をもち，目線部は内傾する特徴をもつものが認められる。

このように，古墳時代では4世紀中葉に集落が営まれるが，4世紀複葉から5世紀前葉頃は一時とぎれ，5

世紀中葉から複葉にかけて再び集落が営まれたと考えられる。

5　平安時代

第4　e29号住居跡が該当する。どちらも北壁に竃をもち，主軸方向はほぼ同じである。第4号住居跡は，竃

の補強材として土師器の嚢が使用され，床面から内面黒色処理された杯の破片が出土している。時期は，9世

紀末葉から10世紀初頭頃と思われる。第29号住居跡は須恵器の杯◎鉢の盤砂嚢が出土している。胎土に針状鉱

物を含むことから，水戸市木葉下窯から僕給されたものと思われる。時期は，9世紀前葉と思われる。第4号
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住居跡は南部からタ　第29号住居跡は北部から検出され，住居間は80mほど離れている。離れ国分的な様相をも

つが，それぞれ調査区域外に近いことから，当該期に属する集落跡が広がる可能性も考えられる√

6　中◎近陛

土壌墓　基　士坑ゆ土坑群捕基　地下式墳摘基　火葬施設は基　井戸跡7基，集石遺構4か所が該当する。

またタ　ここでは時期が明確に捉えられなかった土坑も含めて述べることとする。これらの遺構は，調査区の南

東部から北西部にかけての広い範囲で検出された。南東部付近にはタ　9基の地下式壕が隣接し，その周囲には

火葬施設や方形状及び長方形状の土坑が密集している。人骨とともに副葬品と考えられる土師質土器の小皿1㌦

古銭（永楽通貨）が出土した第舶号墓壕や　古銭のみが出土した士坑が検出された。南西部付近にはタ　3基の

地下式壕が隣接し夢　その周囲には火葬施設学　井戸跡汐　長方形状の土坑が検出された。土坑の重複は少なく資　長

軸且。7～2。5mタ　短軸0。8～且。7mほどの長方形状の土坑が多い傾向にある。その中で，第媚号土坑は　長軸2。2mタ

短軸1。7mの長方形状で　土師質土器の皿　点　香炉　点が出土している。中央部から北西部にかけては夢　地

下式嬢！火葬施設汐　井戸跡普　長方形状の土坑が点在している。第51号土坑は芦　長軸3。39mタ　短軸2。76mの長方

形状で，短ノ」と古鏡雄枚　廿羊符通貨・聖宋元皆・皇宋通貨・治平元貨・宣利通賓）が出土している∴覆土の状

況や出土遺物，類例から考えて，互いに関連をもち墓域を形成していたと思われる。

墓地に伴う地下式壕について芦　斎藤弘氏は「中世墓は古墳や経塚など何らかの聖なるものを中核に形成され

る場合が多い」と述べ芦　地下式境の役割として「単位集団の墓域を象徴するような施設ではないか」と推察し

ているH。中世後半における造墓階層の拡太は　全国的に認められる現象であ軋　宗教に深　根ざした中世社

会では蟄　村落などの単位集団で墓域を形成していったと考えられている。当墓域において軋　地下式壕の周囲

に墓堀や墓堀の可能性をもつ土枕が数多く存在していることから，同様の単位集団の墓域が形成されていたと

考えられる。検出された地下式壕の中で汐　第7号地下式壕の主室の底面からは，焼土とともにわら状の炭化物

と炭化材が学　第6号地下式壕からは，土師質土器の皿が34点出土し特筆される。また　第持号地下式壕はタ　土

師質土器の内耳鍋が逆位の状態で出土している。ひたちなか市の武田塙遺跡12タの第397A号土塊の類例から撃　墓

糠である可能性が高いと思われる∴

出土遺物としてヲ　地下式壕からほ土師質土器の内耳鍋砂皿撃　古銭，刀子が芦　墓墳及び土坑からは，土師質土

器の内耳鍋e小皿砂皿，古銭がァ　井戸跡からは，常滑系の聾や片口鉢の破片，古銭が出土している。県内出土

の常陸型の内耳鍋の特徴について　浅野暗樹民は芦「雲母混じりの胎土でタ　われロは赤褐色の土師質のもので資

且5世紀中頃を主体とする。」と述べている13㌦　当遺跡から出土した土師質土器の内耳鍋も，共通した特徴をも

っている。また，土師質土器の皿はタ　ロタロ成形で底部に回転糸切り痕を残す平底である。水戸市白石遺跡14j

から出土した土師質土器皿のり類と類似している。以上のことから，当量域は15世紀後半頃を中心とした時期

に形成されたと考えられる。

近世では，集石遺構4基が検出された。薬石遺構の礫は芦　いずれも擦りこぶし太が中心である。1号集石遺

構からほタ　土師質土器の焙烙（17C後半）の破片がタ　第3号集石遺構からは，瀬戸◎美濃系の菊皿（且7C前半）

の破片が，第4号集石遺構からほ言頼戸の美濃系の天目茶碗（17C前半）の破片がそれぞれ出土している。

以上をまとめるとタ　今回の調査で言自石器時代から近世までの人々の生活の痕跡を確認することができた。

旧石器時代は芦　狩猟や生活の場として利用され，縄文時代早期からは芦　断続的であるが集落が営まれたようで

ある。古墳時代前期から中期にかけて，最も大きな集落が形成され，当遺跡の中心となる時期と言える。それ
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以降は一次途絶え，平安時代に一時住居が構築されている。中酎こは，大規模な墓域として利用されていた。

これらのことから，旧石器時代から近世にかけての複合遺跡であることが明らかになった。
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